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巻 頭 言

「ステージは世界だ」～岡山発グローバルリーダーの育成～

三年間の取組を通して

校長 前川 隆弘

岡山城東高等学校は、令和元年度からの三年間、文部科学省による「地域との協働に

よる高等学校教育改革推進事業【グローカル型】」の指定を受け、様々な取組を行ってき

た。ここに三年間の取組概要および成果と課題をまとめた報告書を完成することができ

たことを喜ぶとともに、この事業の成果が、本校の教育をますます充実させ、新たな学

びのスタイルを全国に発信するものになると期待もしているところである。

本校は、昭和62年に「普通科総合選択型」の新しいタイプの高等学校として開校され

た。「進取・協同」を校訓とし、県下各地から、また海外からも個性豊かな生徒が集い、

自由で明るい校風のもと、自主的・自律的な生活を送っている。本校のミッションは、

生徒一人ひとりの多彩な才能が開花する教育を行い、グローバル社会や地域コミュニテ

ィ等において、リーダーとして必要な資質・能力を備えた人材を育成することである。

そのため、単位制により、多様な知的好奇心に応える幅広い選択科目を開設している。

また、二年次から、四つの学類（人文社会・国際教養・音楽・理数）にわかれ、学類コ

ア科目、学類専門科目、学類研修等で、より専門性を深める探究的学習が進められてい

る点も本校の大きな特色である。

本校は、平成14年度から三年間「SELHi開発研究校」に指定された。さらに、平成24年

度から「ステージは『世界』だ！」というグローバル人材育成の取組を開始し、文部科

学省事業「英語力強化の拠点校」を経て、平成26年度には「SGH（スーパーグローバルハ

イスクール）」に指定され、平成30年度での五年間、グローバルな視野と主体的・協力的

な実践力を備えた人材を育成する研究開発を行い、一定の成果をあげてきた。

このたびの「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」では、SGHで培ったノウ

ハウを活かして、「岡山発グローバルリーダーの育成」をスローガンとして掲げた。持続

可能な郷土岡山の実現に向けて、グローバルな視点を持ちながら地域に根差し地域社会

を支える人材、郷土や日本への貢献意識を持ちながら国際社会で活躍する人材を育成す

ることを、本校の本事業における研究開発の目標と定めた。そのために、岡山県全体を

地域と捉え、「地域密着の課題研究」「異文化交流の深化」「自主性・自律性を育成する取

組」の三本柱を設定し、PDCAサイクルを回しながら実践・研究を進めてきたところであ

る。新型コロナウイルス感染症拡大により、思うように行かなかった事業もあったが、

そういった状況の中でも、できないことを悔やむのではなく、できることを見つけて工

夫をしてきたつもりである。本事業は今年度末をもって終了するが、この三年間ですべ

てが完結するわけではない。この事業を通して、本校が進むべき方向性があらためて確

認できたと考えている。来年度以降も、継続すべき取組は工夫しながら続けていきたい

と思っている。

本事業は、多くの方々のご支援があって成り立ってきた。貴重な機会を与えてくださ

った文部科学省の皆さま、コンソーシアムを構成していただいた岡山県、岡山市、岡山

県経済団体連絡協議会、岡山大学、岡山県教育委員会の関係者の皆さま、運営指導委員

の皆さま、その他本事業に関わっていただいたすべての皆さまに、心から感謝申し上げ

るとともに、今後とも、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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第１章 令和３年度研究開発実施報告

１．研究開発構想名

「ステージは『世界』だ！」～岡山発グローバルリーダーの育成～

２．対象（令和３年度）

対象とする生徒数 １年：320名 ２年：319名 ３年：312名 （令和３年５月１日現在）

学校全体の規模 設置学科：全日制普通科 在籍者数：951名（令和３年５月１日現在）

３．研究開発の目的・目標（構想調書）

平成26年度から５年間「スーパーグローバルハイスクール」（以下「SGH」という。）の指

定を受け、「課題研究」「学類コア科目」「海外体験」を柱に研究を行い、グローバルな視野

と主体的・協力的な実践力を備えたグローバルリーダーを育成してきた。課題研究において

は、主な連携先である岡山大学の教員や大学院生の手厚い支援を受けるとともに、その他の

連携先である東京大学、JICA岡山県デスク、特別非営利活動法人AMDA、岡山県経済団体連絡

協議会、山陽新聞社等の協力を得ながら質の高い探究活動を実施し、生徒は自ら課題を発見

し他者と協働して課題解決に向けて提案・実践する力を身に付けた。また、海外研修プログ

ラムを開発し、異文化理解を深めるとともに、グローバルな視野を課題研究に生かすことが

できた。一方、グローバルな課題を意識するあまり、地域でのフィールドワークに基づいた

研究が少なく、グローバルリーダーに必要とされる郷土の理解と貢献意識を十分に伸ばしき

れていないという課題が残った。

これまで、本校では、国際的な実践力を備えた次代を担うリーダーの育成を進めてきたが、

社会の変化に伴い、地元地域に貢献できる人材育成も求められるようになっており、この研

究では、地元企業や大学、自治体等との協働を強化し、地域でのフィールドワークを重視し

た課題研究を実施することにより、グローバルな視点を持ってローカルで活躍したり、郷土

愛を持ちながらグローバルに活躍したりしながら、郷土岡山の持続可能な発展のために貢献

できる「岡山発グローバルリーダー」の育成を目指す。コンソーシアムと連携して、生徒は、

地域におけるフィールドワークを重視した課題研究を通じて、岡山の歴史や文化を理解し、

そこに内在する地域課題を解決し、郷土の持続可能な発展に向けた提言を、SDGsを踏まえな

がら作成する。自らの研究を深めるだけでなく、他のグループ研究にも接し、地域社会で活

躍する人々と密接に関わる中で、多様性を学ぶ。課題意識を持って上級学校に進学し、将来

は岡山発のグローバルリーダーとして国際社会で活躍したり、グローカル人材として地域社

会を支えたりするために、自主的・自律的に行動できる人材へと成長していくことを目指す。

なお、本事業において育成したい具体的な資質・能力は次のとおりである。

（１）創造的・批判的思考力 （２）高度な英語運用能力

（３）グローバルな視野と多様性の理解 （４）自主的・自律的な行動力と社会貢献意識

４．研究開発の概要

学校設定科目「学類コア科目」と総合的な探究の時間「GLOBALⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を教科横断的

に連動させ、地域と連携して、郷土岡山の地域課題を踏まえ、創造的・批判的思考力を育成

しながら、本校の類型である学類の専門性を生かした課題研究に取り組む。並行して、海外

研修の充実、留学の促進、海外姉妹校等からの訪問の受け入れや英語教育の改善により、グ

ローバルな視野と多様性の理解、高度な英語運用能力を育成する。また、学類の専門性を生

かした地域ニーズに基づくボランティア活動、生徒会活動の活性化により、自主性・自律性

を育成する取組を強化し、持続可能な郷土岡山の実現に向けて、将来、地域社会を支えたり、

国際社会で活躍したりする「岡山発グローバルリーダー」の育成カリキュラムを開発する。
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５．研究開発の内容

（１）目的・目標

郷土岡山の創生のために、次代を担う多様性を理解したグローカル人材が求められている。

そこで、海外や地域社会で活躍する人々から文化や社会の多様性やグローバル課題について

学び、地域課題の解決に向けた地域でのフィールドワークを重視した課題研究に取り組む。

それを通じて、将来グローバルリーダーとして国際社会で活躍したり、グローカル人材とし

て地域社会を支えたりする、自主的・自律的に行動できる人材を育成する。

（２）現状の分析と研究開発の仮説

①現状の分析

本校では、平成26年からSGH事業において、「課題研究」「学類コア科目」「海外体験」を

柱として、グローバルな視野と主体的・協働的な実践力を備えた人材を育成する研究開発を

行った。生徒、教員及び卒業生への調査から、生徒は課題研究で育成したい基礎的な資質・

能力を概ね習得し、教員も思考力、判断力、表現力を育成する協同的な活動を重視した授業

実践を各教科で行うようになった。また、海外体験が高校卒業後のキャリア形成意識に有為

に働いていることも明らかになった。

一方、課題として、地域でのフィールドワークを含む地域密着の取組が少なかったこと、

異文化理解のための英語活用能力を十分に身に付けさせることができなかったこと、地域社

会の持続的な発展に積極的に参画しようという態度の育成と活発な実践には至らなかったこ

となどが挙げられる。

②仮説及び期待される効果

仮説１：「課題研究」と学類を特長付ける「学類コア科目」等とを教科横断的に関連付け

た新しい学びのカリキュラムを開発することによって、生徒の創造的・批判的思考

力を育成することができる。

仮説２：「異文化交流」を深化させるため、英語運用能力を高度化する指導法の開発と各

種海外研修及び交流事業を関連付けることによって、生徒の高度な英語運用能力、

グローバルな視野と多様性の理解を育成することができる。

仮説３：学類の特長を生かしたボランティア活動の在り方等について、生徒主体の企画等

も含めて研究することにより、生徒の自主的・自律的な行動力を育成するとともに

社会貢献意識の醸成につなげることができる。

（３）地域との協働による探究的な学びを実現する学習の実施計画

①課題研究

（ａ）「教科・科目」と「総合的な探究の時間」との関連を図った指導の展開

本校独自の学類ごとに設定した「学類コア科目」等で学類での専門性を高めるとともに

郷土岡山の特色に関連した探究課題を発見させ、それを総合的な探究の時間における課題

研究に関連付ける。

（ｂ）地域との連携の在り方

１年次での企業訪問（全員参加）や県主催の企業説明会等を通じた学習をもとに、２年

次で地域におけるフィールドワークを行い、地域社会の課題の発見につなげる。

（ｃ）学習形態の工夫

１年次生・２年次生における課題研究をグループ研究で行い、生徒同士のコミュニケー

ションが活発に行えるようにする。また、全体発表会や論文やレポートの作成等により、

創造的思考とそれを支える論理的思考が高められるようにする。

②異文化交流の深化

（ａ）高度な英語運用能力の開発

・三年間の指導過程・指導内容の策定

・指導法の改善（校内研究授業：年３回、授業公開：年３回）

・評価方法の開発

（ｂ）海外体験・国際交流の充実
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・海外文化体験研修（カナダ・オーストラリア）【単位認定】、海外学類研修（韓国、

台湾、マレーシア）、海外修学研修（イギリス）【単位認定を研究中】

・長期留学生受け入れ及び姉妹校との交流の発展（韓国：慶南外国語高等学校・金海外

国語高等学校）

（４）カリキュラム・マネジメントの推進体制

①推進体制

（ａ）課題研究：カリキュラム開発係が中心となって、地域連携係と協働で学習活動の内容

及び進め方について開発を行う。

（ｂ）異文化交流の深化：国際交流係と外国語教育推進係が協働で学習活動の内容及び進め

方について開発を行う。

②カリキュラム・マネジメントの視点

（ａ）実施状況の評価・改善を図る方策

月単位～年単位の期間の中で、各係単位から推進委員会が定期的に進捗状況を確認で

きるようにする。

（ｂ）必要な人的又は物的な体制を確保し、その改善を図る方策

・県内全域との連携による学習を支援するため、地域協働学習実施支援員の協力を得な

がら、地域連携係が、コンソーシアムとの連絡・調整を行う。

・海外研修の新規企画など海外との交流に係る業務について、海外交流アドバイザーの

協力を得ながら、国際交流係が、連絡・調整を行う。

６．令和３年度の実施計画

（１）全体

・令和４年度からの新教育課程や社会に開かれた教育課程を踏まえ、さらなる生徒の到達度

等を測定する各種調査の実施により、各取組の効果を検証したカリキュラム・マネジメン

トを推進する。

・各機関との連携を強化しながら、コンソーシアム運営会議及び運営指導委員会を開催し、

事業の成果と課題について評価や検証を行うとともに、指導の改善に生かす。

・課題研究発表会等の開催、報告冊子の作成及びWebページの活用により、県内外へ事業の

成果を発信・普及する。

（２）地域密着の課題研究

・１年次生の「GLOBALⅠ」（総合的な探究の時間）において、生徒一人一台端末の活用を図

るとともに、これまでの成果と課題を踏まえた実践を行い、その成果を検証する。

・１年次生の企業訪問において、よりキャリア教育の観点も加味しながら、これまでの成果

と課題を踏まえた実践を行い、その成果を検証する。

・２年次生の２時間連続の「GLOBALⅡ」（総合的な探究の時間）と学類コア科目（学校設定

科目）において、これまでの成果と課題を踏まえた実践を行い、その成果を検証する。

・３年次生の「GLOBALⅢ」（学校設定科目）において、作成したシラバスを基に実践を行い、

その成果を検証する。

（３）異文化交流の深化

・GTECの成績分析及び改定したCAN-DOリストを基に、高度な英語運用能力を育成する授業展

開について、これまでの成果と課題を踏まえた実践を行い、その成果を検証する。

・海外文化体験研修、海外での学類研修及び海外修学研修を実施する。新型コロナウイルス

感染症の拡大状況によっては、昨年度、海外研修の代替として実施したオンライン研修プ

ログラム等を活用し、海外研修がねらいとする、プレゼンテーション力、コミュニケーシ

ョン力といった資質・能力の育成を確実に図っていく。

・海外修学研修の充実と単位認定について研究を行う。海外留学と留学生受入れ等を推進する。

（４）自主性・自律性を育成する取組

・アカデミック・インターンシップの実践研究及び学類の専門性を活用したボランティア活

動について、これまでの成果と課題を踏まえた実践を行い、その成果を検証する。
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７．事業実施体制

（１）研究開発に係る校内の実施体制

「岡山城東高等学校教育改革推進委員会」

（コアメンバー）校長、副校長、教頭、事務部長、主幹教諭、教務課長、学類主任（人文

社会・理数・国際教養・音楽）、年次主任

（必要に応じて出席するメンバー）カリキュラム開発係主任（教務課長補佐）、地域連携

係主任（生徒課長）、国際交流係主任（国際課長）、外国語教育推進係主任（外国語科

研究主任）、情報発信係主任（総務課長）、記録係主任（図書文化課長）、会計係主任（事

務室）

（２）校内係

課題項目 実施場所 事業担当責任者

「GLOBALⅠ」の実施 各HR等 １年次主任 １年次GLOBAL係

大学教授等の派遣 主幹教諭

「GLOBALⅡ」の実施 ２年次主任 ２年次GLOBAL係

「GLOBALⅢ」の準備 ３年次主任 ３年次GLOBAL係

総合的な探究の時間のカリキュラム開発 教務課長補佐 各学類主任

公開授業 各HR等 教務課長 JLP(Joto Learning Project)

評価・検証 教務課長

大学との連携の調整 主幹教諭

企業との連携の調整 生徒課長 進路指導課長

ボランティア活動の研究 生徒課長

生徒会活動の活性化 生徒課長

英語教育の改善 各HR等 指導教諭（外国語）

海外修学研修の改善 イギリス 国際課長 教務課長

留学・国際交流の推進 国際課長 教務課長

情報発信・HP更新 総務課長

報告書作成・配布 図書文化課長

英語に関する外部検定試験支援 進路指導課長 指導教諭（外国語）

課題研究発表会 体育館等 ２年次主任

成果報告会 セミナー室 主幹教諭

（３）運営指導委員会（６名）

氏名 所属・職 備考

岡本 弥彦 岡山理科大学・ 課題研究の手法に関する指導
教育推進機構 教職支援センター教授

小川 正人 環太平洋大学・副学長 グローバル人材育成や探究学習に
関する指導

神崎 浩二 岡山県経済団体連絡協議会・事務局長 産業界が高等学校に求める教育の
在り方に関する知見

国定 啓人 山陽新聞社編集局・局次長 グローバルな社会課題、地域課題
に関する知見

杉山 慎策 中国学園大学・中国短期大学・副学長 高度な英語力の育成に関する指導

谷一 尚 一般財団法人林原美術館・館長 地域文化に関する知見
山陽学園大学・副学長 グローバル人材育成に関する指導
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（４）高等学校と地域との協働によるコンソーシアムの体制

機関名 機関の代表者名

岡山県 知 事・伊原木 隆太

岡山市 市 長・大森 雅夫

岡山県経済団体連絡協議会 座 長・中島 博

岡山大学 学 長・槇野 博史

岡山県立岡山城東高等学校 校 長・前川 隆弘

岡山県教育委員会 教育長・鍵本 芳明

（５）カリキュラム開発等専門家、海外交流アドバイザー、地域協働学習実施支援員

分類 氏名 所属・職 雇用形態

海外交流アドバイザー 朴 浣 岡山県県民生活部国 県庁職員の業務の

際課国際交流推進員 一環として

アラン・チャンブ 岡山県県民生活部国 県庁職員の業務の

リス 際課国際交流員 一環として

大塚 崇史 岡山県教育庁高校教 県庁職員の業務の

育課指導主事（主幹） 一環として

地域協働学習実施支援員 木科 孝夫 岡山県教育庁生涯学 県庁職員の業務の

習課社会教育主事 一環として

（総括主幹）

大塚 崇史 岡山県教育庁高校教 県庁職員の業務の

育課指導主事（主幹） 一環として
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８．課題項目別実施期間

業務項目 実施期間（令和３年度）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○「GLOBALⅠ」の実施

年間指導計画等作成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

評価の研究・実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○「GLOBALⅡ」の実施

年間指導計画等作成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

評価の研究・実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○「GLOBALⅢ」の実施

年間指導計画等作成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

評価の研究・実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○英語教育の充実

指導方法の研究・実践 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海外研修の実施と単位認定の研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海外修学研修の準備・改善 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

留学・国際交流の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○自主性・自律性の育成

ボランティア活動の実践 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生徒会活動の活性化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○外部機関との連携

大学・企業との連携 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NPO法人との連携開発 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○事業評価

事業評価の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○会議の実施

運営会議の実施 ○ ○ ○ ○

コンソーシアム運営会議の実施 ○ ○ ○

運営指導委員会の実施 ○ ○

教育改革推進委員会の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○研究成果の発信

研究冊子等の作成 ○ ○ ○ ○ ○

HPでの発信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

成果報告会の実施 ○

９．成果の普及及び評価・検証

・課題研究中間発表会、課題研究発表会及び成果報告会を開催する。

・事業の評価・検証を行い、報告冊子の作成やWEB ページを活用して成果の普及を行う。

・生徒の到達度等を測る各種調査を実施する。（GPS-Academic、独自作成質問紙調査、教員

意識調査、卒業生調査）

・運営指導委員会、コンソーシアム運営会議により、事業の進捗状況の確認と成果の評価・

検証を行う。
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第２章 地域密着の課題研究 

第１節 「GLOBALⅠ」の実施 

 

１．シラバス・年間指導計画 

 
（１）「GLOBALⅠ」の基本的方針 

 「GLOBALⅠ」は、１年次全員を対象とし、「総合的な探究の時間」（１単位）において

課題研究に必要となるスキル学習や演習を学んだ上で、グループでの課題研究に取り組む。

昨年度に引き続き、１学期は研究発表に必要な基礎的な知識や技能を身に付けさせるため

の「スキル学習」を行い、２学期は「SDGs 持続可能な世界を実現するための 17 のゴール」

の中から自らの興味や関心に合わせてグループを編成し、研究を行った。 

 生徒が協力しながら共通の課題について情報を収集し、解決策を研究するための指導助

言は、主にクラス担任が支援を行う。講演会やスキル学習の一部においては、外部講師を

招き、指導助言を得た。 

 

（２）生徒の状況と「GLOBALⅠ」の方向性 

今年度は GIGA スクール構想のもと、生徒が一人一台端末の iPad を所有するという大き

な変化があった。日頃から様々なデバイスを使い慣れている生徒たちの多くは、インター

ネットを用いた情報収集、発信、共有といった面では高い技能を持つ。その一方で、手軽

に得られた情報のみで端的な結論を出してしまい、そこからさらなる課題を見出して情報

を基に自分なりの見解を持とうとする姿勢は依然として乏しい。複数の情報を多角的・客

観的視点で捉え、理解・活用していく力を身に付ける必要があるのに加え、情報の正誤の

判断の仕方や著作権についての理解も十分でないために、他から得た情報を正しく引用す

ることには大きな課題があった。 

「GLOBALⅠ」前期では、教科の特性を生かした「スキル学習」を研究活動に先立って行

い、課題研究を進めていく上で基礎的な知識や技能を習得することとしている。文献やイ

ンターネット上での情報の引用の仕方、著作権についての他、実験、アンケート、インタ

ビューによる独自調査の方法、RESAS を用いた情報収集の仕方、収集した情報の整理の仕

方を学習させた。年次所属教員がそれぞれ自分の教科での強みを活かして必要な知識・技

能をお互いに共有し合うなどして実施することとした。 

「GLOBALⅠ」後期では、課題研究において情報収集だけでなく、可能な限りグループで

のディスカッションに時間を費やすことができるように配慮した。情報収集等の作業は基

本的に家庭や授業外で行うことを指導し、事前に目を通した参考文献、必要な情報を

Google ドライブで共有するなどしながら「GLOBALⅠ」の時間に持ち寄ることで、コンピュ

ータ室や図書館ではなく教室においてのディスカッションや資料作りに重きを置いた。 

各教科との連携のもと進めた。「情報の科学」の授業では、生徒は１学期からプレゼン

テーション、文書作成、表計算ソフトの使用法や、Google Forms を用いたアンケートの取

りまとめ方等、iPad を利用した様々な技術を学ぶなど、「GLOBALⅠ」での学習活動に必要

な技術的な面の習得をしてきた。また、夏季休業課題として数学科・情報科が「統計グラ

フコンクール」に応募する作品作成を課すことで、世の中の様々な事象を情報とその結び

付きとして捉え、情報技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の

考えを形成したりすることができるようにした。 

「SDGs 持続可能な世界を実現するための 17 のゴール」からテーマを一つ選択し行う課

題研究においては、自らと岡山、世界とのつながりを意識させ、自らが当事者となって問

題解決に臨む姿勢を身に付けさせ、地域から世界に、世界から地域へと視野を移し、グロ

ーバルかつローカルな視点や意識を常に持つことのできる人材を育成することが必要であ

る。他者の意見を鵜呑みにするのではなく、多面的、批判的に解釈し、積極的に質問、意

見することで、質の良い共有とさらなるアイデアを生み出そうとする姿勢を持てるように

したい。「GLOBALⅡ」に向けて更なる検討を重ね、学類ごとにさらに各自の進路の方向性

に見合う、そしてより専門性の高い研究ができるよう改善していきたい。 
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（様式４－２）

総合的な探究の時間 年間指導計画

令和３年度

学校名 県立岡山城東高等学校 記入責任者 國定 英之

名称 科・コース 学年又は年次 単位数

ＧＬＯＢＡＬⅠ 普通科 １年次 １単位

学習活動 時数 学習活動の詳細 実施上の留意点

１．スキル学習 14 【各教科と連携しながら課題研究を進める上で
必要なスキルを習得させる】

①講演会 課題研究の意義について理解させる。 ・課題研究の意義
②クラス討議 がよく伝わるよう
グループで意見を出しあい、それらをクラスの意 人選に配慮する。
見へとまとめ上げるよう指導する。 ・振り返りの場を

③研究倫理に関して 必ず用意し、今自
引用文献・参考文献の取り扱い方を学ばせる。 分がどのようなス

④研究手法について キルを身につけ、
文献調査、アンケート調査、インタビュー調査等 そのスキルをどれ
の手法を紹介し、研究計画書の作成させる。 ぐらい活かせるか

⑤調査・実験の実行および結果のまとめ を確認させる。
調査・研究の方法を紹介し、結果のまとめ方、論 ・各教科との連携
理的な考察の立て方を学ばせる。 を図り、「総合的

⑥研究内容をまとめる、発表方法について な探究の時間」だ
研究要項・論文の作成方法を理解させる。プレゼ けではどの部分が
ンテーションの技法やポスター発表の仕方を習得 伝えられていない
させる。 か把握する。

２．課題研究 22 【スキル学習で学んだことを使って、身近な問題に
ついての課題研究を行わせる】

①班編制 ・SDGsの17の目標
各クラス５人程度の班を８班編制させる。 の重要性をよく理

②研究テーマの決定 解させ、身近な問
SDGsの１７の目標から研究テーマを決めさせる。 題から研究テーマ

③RQの設定、仮説を立てる を見つけさせる。
②のテーマについての先行研究・事例からRQを導 ・毎回、振り返り
き出させる。そのRQに対する仮説を立てさせる。 をさせ、研究の進

④研究計画書の作成 捗状況を確認させ
研究の目的を明確にし、実行可能性を検討しなが る。さらに、今後
ら研究計画書を作成させる。 の展望を検討しな

⑤調査・研究・検証 がら研究全体の見
スキル学習で学んだ研究手法を駆使して、仮説を 通しが立てられる
裏付ける調査・研究を行わせる。その結果をまと よう指導する。
めることで仮説を検証させる。 ・発表時に注意す
⑥研究内容のまとめ・発表 べき事項を確認さ
研究論文を作成させる。発表用のプレゼンテーシ せ聞き手に伝わる
ョンをPowerPointで作成させる。班の中で分担し ような発表ができ
て作成したものをひとつにまとめさせる。 るよう指導する。
クラス発表で代表を選出し、全体発表会で発表さ
せる。

３．企業訪問 3 【キャリア教育として、企業を訪問することで地域
の企業の取り組みがグローバルな社会と関わって
いることを理解させる。】

①訪問先 ・生徒の希望との
コンソーシアムの協力を得て訪問する企業を紹介 マッチングがうま
してもらい、生徒に選択させる。 くいくように配慮

②訪問内容 する。
時 数 計 39 SDGsとの関わりを説明してもらう。

③事後研修
振り返りを行い、職業選択の参考とさせる。

備 考
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（様式４－２）

総合的な探究の時間 年間指導計画

令和３年度

学校名 県立岡山城東高等学校 記入責任者 國定 英之

名称 科・コース 学年又は年次 単位数

ＧＬＯＢＡＬⅠ 普通科 １年次 １単位

学習活動 時数 学習活動の詳細 実施上の留意点

１．スキル学習 14 【各教科と連携しながら課題研究を進める上で
必要なスキルを習得させる】

①講演会 課題研究の意義について理解させる。 ・課題研究の意義
②クラス討議 がよく伝わるよう
グループで意見を出しあい、それらをクラスの意 人選に配慮する。
見へとまとめ上げるよう指導する。 ・振り返りの場を

③研究倫理に関して 必ず用意し、今自
引用文献・参考文献の取り扱い方を学ばせる。 分がどのようなス

④研究手法について キルを身につけ、
文献調査、アンケート調査、インタビュー調査等 そのスキルをどれ
の手法を紹介し、研究計画書の作成させる。 ぐらい活かせるか

⑤調査・実験の実行および結果のまとめ を確認させる。
調査・研究の方法を紹介し、結果のまとめ方、論 ・各教科との連携
理的な考察の立て方を学ばせる。 を図り、「総合的

⑥研究内容をまとめる、発表方法について な探究の時間」だ
研究要項・論文の作成方法を理解させる。プレゼ けではどの部分が
ンテーションの技法やポスター発表の仕方を習得 伝えられていない
させる。 か把握する。

２．課題研究 22 【スキル学習で学んだことを使って、身近な問題に
ついての課題研究を行わせる】

①班編制 ・SDGsの17の目標
各クラス５人程度の班を８班編制させる。 の重要性をよく理

②研究テーマの決定 解させ、身近な問
SDGsの１７の目標から研究テーマを決めさせる。 題から研究テーマ

③RQの設定、仮説を立てる を見つけさせる。
②のテーマについての先行研究・事例からRQを導 ・毎回、振り返り
き出させる。そのRQに対する仮説を立てさせる。 をさせ、研究の進

④研究計画書の作成 捗状況を確認させ
研究の目的を明確にし、実行可能性を検討しなが る。さらに、今後
ら研究計画書を作成させる。 の展望を検討しな

⑤調査・研究・検証 がら研究全体の見
スキル学習で学んだ研究手法を駆使して、仮説を 通しが立てられる
裏付ける調査・研究を行わせる。その結果をまと よう指導する。
めることで仮説を検証させる。 ・発表時に注意す

⑥研究内容のまとめ・発表 べき事項を確認さ
研究論文を作成させる。発表用のプレゼンテーシ せ聞き手に伝わる
ョンをPowerPointで作成させる。班の中で分担し ような発表ができ
て作成したものをひとつにまとめさせる。 るよう指導する。
クラス発表で代表を選出し、全体発表会で発表さ
せる。

３．企業訪問 3 【キャリア教育として、企業を訪問することで地域
の企業の取り組みがグローバルな社会と関わって
いることを理解させる。】

①訪問先 ・生徒の希望との
コンソーシアムの協力を得て訪問する企業を紹介 マッチングがうま
してもらい、生徒に選択させる。 くいくように配慮

②訪問内容 する。
時 数 計 39 SDGsとの関わりを説明してもらう。

③事後研修
振り返りを行い、職業選択の参考とさせる。

備 考

２．実施概要 

 

（１）研究における目標 

「GLOBALⅠ」においては、「SDGs 持続可能な世界を実現するための17のゴール」からテーマを

選択し、岡山、世界とのつながりを意識し、自らが当事者となって問題解決に臨む人材を育成する

ことを目標としている。この課題研究の過程において、生徒達は①自らの意見を述べることができ

る。②他の意見を受け入れることができる。また、その雰囲気づくりができる。③相手の意見を受

け、批判的に考えて自らの意見を言うことができる。という昨年同様の３段階の力を付けていくこ

とが必要となる。 

 

（２）スキル学習 

  １学期は各教科の教員が順に授業を行い、昨年度から採用したベネッセコーポレーションの「探

究ナビ」を活用して研究に必要な基本的なスキル学習を行った。新型コロナウイルス感染防止によ

る時程短縮の影響もあったが、例年と同じ時間数を確保することができた。今年度は統計スキルを

身に付けるため、生徒一人一台端末を活用し、経済産業省による「RESAS出前講座」をオンライン

で受講した。 

日付 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 ６組 ７組 ８組 

6/1 
シンキングツール 

（各HR） 

研究手法・文献調査 

（合併教室） 

研究倫理・インタビュー 

（各HR） 

仮説・実験・検証ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

（生物教室） 

6/8 
研究手法・文献調査 

（合併教室） 

研究倫理・インタビュー 

（各HR） 

仮説・実験・検証ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

（生物教室） 

シンキングツール 

（各HR） 

6/15 
研究倫理・インタビュー 

（各HR） 

仮説・実験・検証ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

（生物教室） 

シンキングツール 

（各HR） 

研究手法・文献調査 

（合併教室） 

6/25 
仮説・実験・検証ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

（化学教室） 

シンキングツール 

（各HR） 

研究手法・文献調査 

（合併教室） 

研究倫理・インタビュー 

（各HR） 

6/29 統計（RESASの活用法） 

 ①研究手法・文献調査：研究手法の種類と文献調査の仕方（地歴科担当） 

実際の文献調査やグラフ読み取りで必要な技術や注意すべき点を学ばせる。どのような機関が

資料や報告書を作成したりしているのか、どのような文献を参考にしたらよいのかを明らかにす

る。 

 ②仮説・実験・検証ガイダンス：仮説を立てた上での実験、検証（理科担当） 

実験による研究の進め方の手法を知り、仮説の立て方や検証の方法を実践する。 

 ③シンキングツール：シンキングツールの種類と効果的な使い方（情報・英語・家庭・芸術科担当） 

アイディアを広げ、情報不足に気付くための「イメージマップ」の使い方を知る。原因を発見

し、具体的な解決策を考えるための「ロジックツリー」の使い方を知る。シンキングツールを補

助として、思考の深め方を理解する。 

 ④研究倫理・インタビュー：結論の導き方やインタビュー法（国語・数学科担当） 

主な研究不正として、改ざん・捏造・剽窃（盗用）があることを確認する。剽窃（盗用）と引

用の違いを確認する。インタビューの手順を実践で学ぶ。 

 ⑤統計（RESASの活用法）：統計スキル学習（数学・情報科担当） 

地域密着の課題研究に取り組むなか、地域の現状や実態を正確に把握するためにRESASを用い

た手法を学習させるとともに、今後の探究活動や地域密着の課題研究において地域の課題やグロ

ーバルの課題を見いだした研究を深めさせる。  
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（３）課題研究 

9 24 金 研究① 『探究ナビ』p.38,39と 付録ワーク SDGsのゴール毎にグループを作る。 

10 15 金 講演会 「探究のプロセスを大切にした課題研究の進め方」 

10 19 火 研究② 『探究ナビ』p.44～46と付録ワーク  Research Question（課題）を設定。 

探究計画書及び文献調査リストの作成 10 22 金 研究③ 

10 26 火 研究④ 『探究ナビ』p.48～p.51と 付録ワーク調査・実験（１） 

11 5 金 研究⑤ 『探究ナビ』p.48～p.51と 付録ワーク調査・実験（２） 

11 12 金 研究⑥ 結果・考察をはさんで調査・実験（３） 

11 19 金 研究⑦ 『探究ナビ』p.48～p.51と 付録ワーク調査・実験（４） 

11 30 火 研究⑧ 『探究ナビ』p.48～p.51と 付録ワーク調査・実験（５） 

12 14 火 研究⑨ 『探究ナビ』p.101 結果・考察 

12 21 火 研究⑩ 『探究ナビ』p.106,107 プレゼンの技法 

1 7 金 研究（補足） 『探究ナビ』p.106,107 プレゼンの技法 

1 11 火 研究⑪ 発表準備（スライド表紙＋５枚を目安に作成） 

1 14 金 研究⑫ 発表準備（スライド表紙＋５枚を目安に作成） 

1 18 火 クラス発表① クラス発表会①（スライド提出、相互評価、クラス代表選出） 

1 21 金 クラス発表② クラス発表会②（スライド提出、相互評価、クラス代表選出） 

1 28 金 発表準備① 代表班：発表準備、その他の班：研究収録準備 

2 1 火 発表準備② 代表班：発表準備、その他の班：研究収録準備 

2 3 木 全体まとめ 全体発表会（体育館） 

2 15 火 全体まとめ 評価等 まとめ 

① 研究テーマ 

  「SDGs 持続可能な世界を実現するための17のゴール」をテーマに研究を始めて３年目になる。

１学期は授業時間の短縮があり、スキル学習については学習時間が短くなったが、２学期からの

「研究①～⑫」に関しては、昨年と同等の時間数を確保することができた。SDGsについて深めるた

めに、「探究ナビ」の該当ページを学習すると同時に、各々過去の先輩の研究収録等も参考にしな

がら、興味・関心の近い生徒同士で５・６人のグループを編成し、１クラス７～８グループ程度の

グループで研究を進めた。もちろん複数の生徒の興味や関心が同じにはならないが、話し合いなが

ら一つのテーマで研究を深めていかねばならない過程において、自分の意見を述べると同時に他の

意見を受け入れ、とりまとめていく力が必須となった。 

 

② 研究手法・一人一台端末の活用 

テキストに従い「アンケート」「インタビュー」「実験」等の研究手法を提示し、生徒が自分た

ちの研究にあわせて手法を選んだ。手法に関しては、新型コロナウイルス感染症の影響で出向いて

いくことが困難になり、直接企業や団体を訪問することがかなわなかった。 

データをクラウド上におくことで、タブレット端末での共同編集が可能となり、新たな手法で研

究を進めることができた。１人１台端末の利点を生かし、ClassiやGoogle Formsを活用して、校内

の同級生にアンケートを実施するなどして研究を深めたグループもあった。 
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③ 考察・結論・展望 

昨年度と同様に、生徒達は外部等の第三者からアドバイスをほとんど受けることなく研究を進め

ざるを得なかった。SDGsの地球規模での課題について、先行研究を調べてまとめることはできて

も、新たな課題を発見したり、高校生ができる解決法や改善策を考えたりすることは大変難しく、

担当教員から何度も軌道修正のアドバイスを受ける場面が少なくなかった。調査をもとに結果・考

察をまとめる際、論理的に展開していくことに苦労している生徒や、筋が通っていないことを認識

できていない生徒が目立った。ただ、未熟ながらも自分たちなりに探究心をもって解決策を見出そ

うと研究する姿勢や意欲的な意見交換は多く見られ、成長の良い機会となった。 

 

④ 教室発表・質疑応答・代表決定 

今年度も、体育館発表を学年から２グループ、教室発表をそれぞれ各クラスから３グループずつ

選出した。クラス発表での生徒の相互評価と担任の評価を総合しクラス代表を決定した。生徒の相

互評価では目を引くパフォーマンスを行ったり、身近な意見を取り入れたりしているグループに高

い評価をつける傾向があり、担任の評価と齟齬を生じるなど、次年度へ課題を残した。クラス代表

決定後、年次の教員間でクラス代表８グループの発表データを共有し体育館で発表する学年代表２

グループを決定した。発表データは共有ドライブに保存させていたことから、比較検討をスムーズ

に行うことができた。 
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３．講演会の実施 

 
（１）目的 

 課題研究に取り組むに当たり、必要な資質・能力はどのようなものか、そしてその資質・

能力が将来どのように活かされるのかを理解するとともに、実際に行われている岡山県で

の取組を知ることにより、主体的に課題研究に取り組む姿勢を身に付ける。また、課題研

究を行うに当たって必要なデータ収集の手法や課題研究の進め方を習得する。 

 

（２）実施内容 

 目的に基づき、年４回の講演会を実施した。第１回は「GLOBALⅠ」の第１時に、本校教

員による課題研究全体についての講義及びワークショップを行った。第２回は、地域の現

状や実態を正確に把握するための RESAS を用いた手法を学習する機会とした。第３回は、

ESD や SDGs の 17 の目標が作成された背景やターゲットなどについて理解を深めるととも

に、実際に SDGs の達成に取り組む岡山市の実践を通して再確認することで、課題研究のゴ

ールをより明確にする機会とした。第４回は課題研究を始めるに当たって、探究活動の意

義や具体的な探究のプロセスについて学ぶ機会とした。 

 

（３）Google Classroom の活用 

 すべての講演会の資料は、「GLOBALⅠ」の Google Classroom に掲載し、事前学習のため

の閲覧や、事後の振り返り学習に活用した。外部講師の方々にも快くスライド資料を提供

していただき、生徒は自分の iPad などを使い PDF 化された資料をいつでも閲覧できる。 

 

■第１回 

  期日 令和３年５月 25 日 

  講師 大西 宏和 岡山県立岡山城東高等学校 主幹教諭 

石原 明子 岡山県立岡山城東高等学校 教諭 

枝松 鈴子 岡山県立岡山城東高等学校 教諭 

  演題 「GLOBALⅠ」イントロ 

  概要 課題研究でどのような能力を養うことができ、その能力が社会のあらゆる場面

で求められていることを知り、「GLOBALⅠ」での取組内容を俯瞰した講演を本校

教員で行った。 

まず初めに、Society5.0 の時代の到来や AI やロボット技術の発達によって、

その便利さと引き換えに、現在ある多くの職業は今後なくなっていくという未来

予測を確認した。続いて、現在の地球全体、世界、日本が抱える貧困や格差、食

料不足などのさまざまな課題を認識することができた。また、身近なところにも

探究の材料は転がっており、常にアンテナを張っておくことの大切さや同じ高校

生が行っている地域貢献活動などを知ることで、自分たちにできることを考える

契機となった。講演会の後半では、周囲の数人でグループ活動を行い、岡山県の

魅力や課題について考えることを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演資料の一部 
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      探究のプロセスとは（石原教諭）     クイズも交えてワークショップ（枝松教諭） 

 

■第２回 

  期日 令和３年６月 29 日 

  講師 住田 由香 氏 経済産業省 中国経済産業局 総務企画部 企画調査課 

                          地域経済分析システム普及支援調査員 

  演題 「RESAS ワールドへようこそ！」 

  概要 地域密着の課題研究に取り組むなか、地域の現状や実態を正確に把握するため

に RESAS を用いた手法を学習させるとともに、今後の探究活動や地域密着の課題

研究において地域の課題やグローバルの課題を見出した研究を深めさせる目的

で実施した。 

     RESAS（Regional Economy Society Analyzing System:リーサス)とは地方創生

の様々な取組を情報面から支援するために経済産業省と内閣官房（まち・ひと・

しごと創生本部事務局）が提供している地域経済分析システムである。 

新型コロナウイルス感染防止のため、オンラインによる講演を行った。生徒は

説明を受けながら、自分の iPad を用いて、RESAS の様々なデータを画面に映し、

地域の現状や状態を把握するためのデータの収集方法について実践しながら学

習することができた。実際の画面を操作しながらデータ収集の方法を習得するこ

とは、一人一台端末の利点を生かした講演となった。 

昨年度の第１回コンソーシアム運営会議において、委員から「探究活動に生か

せるツールとして、「RESAS」がある。高校の教員が活用して教材化を進めてい

る事例もある。探究活動に使えるワークシートなどもダウンロードできるので、

活用できるのではないか。」という御意見もいただいている。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

Zoom を利用しオンライン受講        一人一台端末（iPad）の活用 

 

■第３回 

  期日 令和３年７月 13 日 

  講師 岩田 裕久 氏 岡山市市民協働局市民協働部 SDGｓ・ESD 推進課課長 

  演題 「持続可能な社会を目指して～SDGs から考える私たちの未来～」 

概要 課題研究の研究テーマ設定を行うに当たって、SDGs の 17 の目標が作成された

背景やターゲットなどについて理解を深めさせるとともに、今後の探究活動にお
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いて SDGs の観点を踏まえた地域の課題やグローバルの課題を見い出し、研究を

深めさせることを目的とした。 

SDGs 策定までの経緯や理念を、岡山市の取組を通して、再確認できた講演会で

あった。森林破壊やプラスチック製造の現状を知り、生徒は想像以上に地球が深

刻な状況であることに驚き、強い危機感を持つこととなった。SDGs の目標やター

ゲットは一つ一つが独立したものでなく、密接に絡み合っていることを理解し、

一人ひとりのちょっとした行動や習慣を変えることで少しずつ世界を変えられ

る可能性をもっていることを知り、これからの世界は自分たちが作っていくとい

う覚悟や「学ぶだけでなく、学びを行動に移す」ことの大切さを再認識する機会

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第４回 

  期日 令和３年 10 月 15 日 

  講師 岡本 弥彦 氏 岡山理科大学 教育推進機構 教職支援センター教授 

  演題 「探究のプロセスを大切にした課題研究の進め方」 

概要 地域密着の課題研究を始めるに当たって、探究活動の意義や探究のプロセスに

ついて理解を深めさせるとともに、今後の探究活動や課題研究において意欲的に

取り組ませることで、よりよく課題を発見させ研究内容を深めさせることを目的

とした。 

課題設定のためには「比較・関連づけ・変化」を効果的に用いることが大切で

あり、課題研究を進めていく上では高校生が行う研究もノーベル賞を受賞するよ

うな研究もその手順や手法は同じであること、「課題の設定」「情報の収集」「整

理・分析」「まとめ・表現」「振り返り」という同じサイクルを異なる目的で繰

り返す必要性などを学ぶことができた。多くの生徒からはこれから進めていく課

題研究に対する不安が和らぎ、研究を進めていく指針を得ることができたとの感

想が寄せられた。 

昨年度の課題も踏まえ、本年度は外部講師による課題研究講演会を実施した。

昨年度の第３回コンソーシアム運営会議において、委員から次のような御意見も

いただいた。「他校の課題研究を指導しているある大学の教員が、「高校の課題

研究は何を目指しているのか」ということ

を言っていた。課題研究を進めていく上で

の課題として、取組を次の学年へとどう引

き継いでいくのか、そして、方法論も含め

て成果をどう蓄積していくのか、というこ

とが十分できていないということがあるの

ではないか。」 
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４. 企業訪問

（１）目的
地域と連携して専門性の高い課題研究に取り組むことを目指すなか、地元企業を訪問す

ることで、SDGsも含めた地域課題に取り組む企業の実態や世界市場で活躍する企業戦略等
を学習し、将来の進路を考えさせるとともに、自分と社会との関わりについての考えを深
めさせる。

（２）実施概要
今年度は７つの企業の協力で実施した。１年次生全員を対象とし、事前に自らの興味・

関心や将来の進路に合わせて訪問先の希望調査を行い、訪問先を決定した。７月末に企業
訪問ワークシートを配付し、企業訪問の目的と今後の予定を確認した。

企業訪問の目的 ①企業におけるSDGsの取組を知る。
②企業からみた岡山県（地域）の課題を知る。
③今後の「地域密着の課題研究」や自らの将来（進学を含め）

を考える契機とする。

事前学習として、「訪問企業の業務内容や経営方針、社会貢献活動や地域貢献」、「自分
がその企業に就職するとしたら、そこでしてみたいこと」について考えさせるとともに、
SDGsの目標との関連についても意識させた。８月17日(火)に訪問先ごとに事前研修を行い、
企業についての理解を深めたり、訪問の目的の確認をした上で、８月19日(木)･20日(金)
の午後、企業訪問を実施した。（一部、10月13日(水)･第３回定期考査最終日午後に実施。）

企業名 訪問日 参加生徒数

１ (株)両備ホールディングス ８月20日(金) 20名

２ (株)ベネッセホールディングス ８月19日(木) ８月20日(金) 35名×2

３ (株)ナカシマプロペラ ８月19日(木) ８月20日(金) 35名×2

４ (株)オージー技研 邑久工場 ８月19日(木) ８月20日(金) 35名×2

５ (株)岡山トヨタ自動車 10月13日(水) 20名

６ (株)菅公学生服 ８月20日(金) 35名

７ (株)中国電力 ８月19日(木) 35名

（３）「おかやまSDGsマップ」の活用

訪問先の受入については、「おかやまSDGsマップ」を活用し、訪問先に依頼を行った。
一般社団法人岡山経済同友会ホームページ（https://okadoyu.jp/）にも公開されている。
Google Classroomにも掲載しており、生徒もPDFファイルの閲覧ができるようにしている。
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（４）訪問先の様子

（５）実施後の生徒アンケート・振り返り
それぞれの企業からは、SDGs17のテーマとの関連に触れながら、企業の理念や活動につ

いての説明があり、生徒が実際に商品に触れる機会や新しい事業を企画する機会などが提
供された。生徒の振り返りをみると、思ってもみなかったSDGsのテーマとの関連に気づい
たり、社会貢献の方法の多様さを知ったり、それぞれに多くの驚きと発見があったことが
わかった。また、地域の抱える課題について自らにも関連することとして捉えたり、世界
市場を活動の拠点とした地元企業の活躍を知って視野を広げる契機としたりしており、生
徒には非常に貴重で有意義な経験となった。
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【菅公学生服】

身近な制服の会社が多くの項目に取り組んでいて驚い

た。また、会社内で特別に環境に配慮した開発のための

部署を作っていることにも衝撃を受けた。着眼点を変え

れば、環境保全の方法はいくらでも見つけられることを

学んだ。機能のよい制服や体操服でさえも環境保全につ

ながっていることを知り、自分が着ている制服に誇りを

感じた。

【両備ホールディングス】

岡山県の若者の減少について。就職や学業のために都

会へ出る人が多く、そのまま地元に戻らない人が多いこ

とがわかった。若い人がいなくなると農業などの産業が

厳しくなるだけではなく、医療・福祉にも大きく影響し

てくるため、対策しなければならない課題ということを

学んだ。

【ベネッセ】

多くの課題に触れ、企業の取り組みを知り、もっと地

域や地域課題に関心を持って生活したいと思うように

なった。課題が手遅れになってしまってからでは遅い。

今できることを今実行していきたい思った。企業訪問に

行くまでは、このような考えにも至らなかった。また、

ベネッセのような仕事にも関心を持つことはなかった。

だが、このような仕事も将来の選択肢に加わった。加え

て、社員の方がおっしゃっていたように、身近な人やも

のから考えて、自分にできることを考え、実行していき

たいと思った。

【ナカシマプロペラ】

進路の視野が広がり、たくさんの刺激をもらった。ほ

とんど知らなかったシンガポールについてとてもよく知

ることができる機会だった。実際に多国籍の方々とお仕

事されているのはかっこいいと思ったし、シンガポール

の都心をライブしてくださりワクワクした。ここにいつ

か行ってみたり、ビジネスをしたいと思った。シンガポ

ールにおられる社員の方 が英語を学んで、今は外国の

方と仕事されているこ とから、私も英語などの語学を

学ぶことを真剣に頑張ろうと思った。海外で働くことは

私の目標だと改めて強く思った日だった。

【実施後アンケート】肯定的回答率
・企業におけるSDGsの取組を知ることができたか。（96％）

・企業から見た地域（岡山県）の課題を知ることができたか。（82％）

・自分の将来を考える契機となったか。（82％）

（６）次年度に向けて
実施後に教員、企業に対してアンケートを行った。実施時期と実施規模については概ね

適切であった。生徒の変容についても次のような記載があった。「働くことの楽しみも感
じられたように思う。」「事前学習にも真剣に取り組んでおり、SDGsについての学びも深
まった。」「生徒達も、振り返りから岡山市（地域）のために自分達ができることは何か
を真剣に考えるきっかけになったようだ。」「実際の企業のSDGsに対する取組や岡山の課
題を知ることで、多くの疑問を持ったようだ。課題研究に繋げようとする姿勢が見られ
た。」

今年度は、生徒の振り返りをはじめとする「企業訪問まとめ」の冊子を作成し、お世話
になった企業へもお送りすることで、成果や課題を共有することができた。
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５．今年度の成果と課題 

（１）成果 

スキル学習、SDGs 講演会、企業訪問、課題研究講演会、課題研究の一連の流れが確立し、

「総合的な探究の時間」を軸に新学習指導要領の趣旨を踏まえたカリキュラム開発に繋がっ

た。学校自己評価アンケートの結果からも、他者と協力した課題解決、グローバル視野育成

の項目で生徒評価が高い。 

スキル学習では、今年度も１年次の担任と各教科の教員が連携し、後半の課題研究の充実

を目指して実施できた。昨年度に引き続き、シンキングツールを活用して、生徒はグループ

と自らの考えを深めることができた。スキル学習後の企業訪問での振り返り、課題研究にお

けるテーマ設定でもシンキングツールを使い、多面的に思考する場面が見られた。また全生

徒に統計グラフコンクールへの応募作品を作成させ、優秀な 23 作品を応募するなど、数学科

と情報科が連携した教科横断的な学びにより、学習の意欲が高まっている。 

SDGs に関する講演会を実施し、「持続可能な社会を目指して～SDGs から考える私たちの未

来～」というタイトルで、持続可能な社会の実現のために解決しなければならない課題や、

世界を変えるための 17 の目標について理解させ、課題研究を一層深めるための契機となっ

た。生徒からも概ね好評であった。 

企業訪問では、SDGs と絡めたワークシートを、事前、訪問、事後を通して活用することで、

目的意識を明確に持って企業訪問に臨むことができた。今年度も、生徒が訪問先を選択でき

るようにし、それぞれの興味・関心にあった企業への訪問となった。特に、企業における SDGs

の取組に対する理解が、実施後のアンケートから高い肯定的回答を示した。また、２年次の

学類選択も踏まえた１年次団の教員による訪問選択の指導が行われた。 

また、今年度から生徒が一人一台端末を使用するようになり、さまざまな場面での活用が

図られた。特に、プレゼンテーションの発表と準備、グループでの学習においては、端末を

使用することで、情報共有をしたり同時に作業を行ったりと、学びの手段が広がった。 

 

（２）課題 

一人一台端末の使用では、生徒はさまざまな場面で活用している。反面、端末の活用に教

員の得意、不得意があるため、今後より一層、一人一台端末のさらなる効果的な活用方法を

研究するため、研修を進めていく必要があると考えられる。 

課題研究では、SDGs に関連付けた課題を設定し、文献調査にとどまらず製品の試作、実験、

アンケート、インタビューなど多様なアプローチで課題に取り組んでいた。コロナウイルス

感染拡大防止による制約があり、さまざまな取組に制限がかかる中で、ウィズコロナの視点

から現状に合った取組を考えていく必要がある。その代わりに担任による指導を通して、議

論を深められたことはよかった。 

課題研究発表会の様子から、質疑応答に関しては、あまり慣れていないようだった。「GLOBAL

Ⅰ」の中で指導できればよいが、発表スキルのように、他の教科、教育活動でも育むことが

できるよう方策を研究したい。 

スキル学習では、一定の内容を確立することができているが、さらなる教科横断的な指導

の在り方を研究し、課題研究が一層充実するようにしたい。 

企業訪問では、訪問企業との繋がりを大切にするとともに、事業終了後の継続的な訪問に

ついても、早期に検討したい。 

 

（３）次年度の取組 

課題研究では、最終発表会までその都度、活動内容をまとめ、振り返りシートを用意した

が、課題研究のリサーチ、発表準備が始まると時間に追われ、その都度の振り返りが疎かに

なりがちだった。また、今年度から導入の生徒一人一台端末の活用について、使用法やポー

トフォリオの蓄積について、より一層の研究を進めていきたい。 

シラバスや評価方法の検証と改善、一層の教科横断を目指した指導の改善、総合的な探究

の時間と特別活動の計画の完成を目指して進めて行きたい。 
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第２節 「GLOBALⅡ」の実施 

１． シラバス・年間指導計画 
 
（１）「GLOBALⅡ」の基本的方針 

  「GLOBALⅡ」は、２年次生全員が履修することとしており、グループで研究する学習

形態により、生徒のコミュニケーション力や協働する力を育成する。SGH で取り組んで

きた「GLOBALⅡ」と異なる点として、「学類コア科目」と「GLOBALⅡ」を連動させるこ

とによって、学類ごとにグループを編成し、各学類の特徴や専門性を生かした探究活動

に取り組む。また、教科・科目の知識を学びながら世界の諸地域の文化や生活について

幅広い教養を身に付けられるよう、新たなカリキュラムでは地域におけるフィールドワ

ークを幅広く行うことを通して、より実証的な研究になるよう工夫する。 

    さらに、「GLOBALⅠ」で経験した探究型課題研究をより深めるため、岡山大学の教員

や経済界等と連携し、専門的な立場から研究テーマについての指導や助言を受ける。イ

ングリッシュ・ティーチャーとして３名の外国人講師からの協力を得て、より深い研究

活動を目指す。また、プレゼンテーション能力を高めるために、9 月下旬から 10 月にグ

ループ毎の中間発表、１月にはグループ毎の研究成果発表会を行い、その結果をもとに

選抜された代表班が２月の課題研究発表会で発表を行う。 

 

（２）「GLOBALⅡ」の方向性 

  「GLOBALⅠ」で学んだ技術や手法をもとに、より発展的な探究型学習を週３時間の授

業を中心に展開する。学校設定科目「学類コア科目」（１単位）と、総合的な探究の時

間「GLOBALⅡ」（２単位）を教科横断的に連動させることで、学類の専門性を生かした

課題研究に取り組む。従来の学類コア科目をベースとしながらも、週３時間の一貫性を

もった探究活動とする。 

    学類・コア科目毎に合計 10 グループを編成し、さらに各グループで数班に分かれて課

題研究に取り組む。外部からの支援として、各グループは、10 月の中間発表と１月のグ

ループ内研究成果発表会の２回、岡山大学教員から指導を受ける。また、英語発表を予

定する班には、毎時間 ET から指導を受けることができる体制を整え、語学力に対する意

識を高める。なお、研究過程で何らかの情報収集が必要となった場合には、企業や公的

機関等の訪問も含め、積極的にフィールドワークをするように勧める。最終的に、中間

発表を含め何度か予定している発表会では、発表者としてのプレゼンテーション能力と

ともに、聴衆として質問する力を高める機会と捉える。 

 

（３）教員間での方針の共有 

  昨年度に引き続き、学類や教科の専門性を生かしながら、SDGs との関連を意識し、地

域社会の問題解決につながるようなテーマを設定することが望まれる。課題研究のテー

マ設定や研究手法については、各グループの指導教員に一任しつつ、朝礼や年次会議で

情報や取組を共有しながら進めた。年間指導計画やルーブリック、研究成果の様式につ

いては年次で統一するようにした。「GLOBALⅠ」での経験やこれまでの２年次生の取組

を参照しながら、進めるようにした。 

    「GLOBALⅡ」の時間は、原則として２年次所属の教員が指導し、「学類コア科目」の

時間は、教科指導の立場から他年次教員も指導に加わる場合があった。したがって、週

３時間のすべての指導に関わることができない教員もいるので、生徒への指導が継続で

きるように、関係教員で緊密に連携することで適切な指導が行えるようにした。 
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（様式４－２）

総合的な探究の時間 年間指導計画

令和３年度

学校名 岡山県立岡山城東高等学校 記入責任者 國定 英之

名 称 科・コース 学年又は年次 単 位 数

ＧＬＯＢＡＬⅡ 普通科 ２年次 ２単位

学習活動 時数 学習活動の詳細 実施上の留意点

１．探究的学習 36 【学類の特徴を活かしながら、グローカルな問題に
ついての課題研究を行わせる】

①講座編成 ・学類特有のテー
学類特有の科目との２時間連続の授業設定で実施 マ設定を行い、SD
する。 Gｓとの関連を考

②研究テーマの決定 慮する。
学類特有の科目と関わりのある研究テーマを設定 ・研究手法として
させ、SDGsの１７の目標と関連づけさせる。 生徒参加型の検討

③RQの設定、仮説を立て、研究計画書の作成 ができる場を設け
GLOBAL Ⅰの経験を活かし、RQを設定させ、それ るようにする。
に対する仮説を立て、研究計画を考えさせる。

④調査・研究・検証
インタビューやアンケートだけではなく、実験、
ディベート、ディスカッションなどを取り入れな
がら調査・研究方針を検討したり、仮説の検証を
させる。

⑤研究内容のまとめ・発表
研究論文を作成させる。発表用のプレゼンテーシ
ョンをPowerPointで作成させる。班の中で分担し
て作成したものをひとつにまとめさせる。
学類ごとに代表を選出し、全体発表会で発表させ
る。

２．学類研修 16 【学類ごとに決められたコースの中から、興味のあ
るコースを選択し研修を行わせる】

①学類研修のコース別にグループを編成する。 ・研修の事前・事
②研修先での課題を設定し、事前調査を行わせる。 後指導を充実さ
③研修中に調査を行いつつ、そこでしかできない体 せ、研修中は現地

験活動を行わせる。 調査や体験活動が
④研修後、成果を各自でまとめて学類研修発表会で 有意義なものにな

成果を報告させる。 るよう調整する。

３．外部講師等との 18 【学類を横断しての講演会、学類ごとのワークショ
連携 ップなどキャリア教育となる行事を体験させ

る。】
①地域の課題と関わるグローバルな話題を聴くこと ・講演により生徒

で、グローカルの意義や重要性を理解させる。 が広い視野を持て
②職業への意識やライフワークバランスなど人生に るような人材を選

関わる話や体験を通してキャリア意識を持たせ ぶよう配慮する。
る。

４．学習成果の発信 8 【学類ごとに研究内容をまとめ、校内外での発表の
機会を持たせる。】

①研究成果を報告書でまとめ、外部に対して公表す ・成果発表会を公
る。 開会場で行い、多

②発表の場を設け、プレゼンテーションを実施し くの人に発信でき
て、外部の機関に評価してもらう。 るよう手配する。

③海外修学研修を通して、グローバルレベルでの評
価を受ける機会を設ける。

時 数 計 ７８

備 考
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◆ 何ができるようになるか［どのように資質・能⼒を⾝につけていくのか］

◆ 何を学ぶか［授業内容］ ◆ 何を学ぶか［教材］

◆ どのように学ぶか［主体的・対話的で深い学び］

授業に対する姿勢、課題に取り組む態度、グループによる相互評価、プレゼンテーションの
内容、発表の様⼦等により総合的に評価

３
学
期

・発表⽤プレゼンテーション作成
・課題研究発表会

評価⽅法

１
学
期

・講習会
・情報分析や実験の⼿法などのスキル学習
・先⾏研究のリサーチ

・探究ナビ

２
学
期

・講演会
・ルーブリック作成
・リサーチクエスチョンを考える
・仮説を⽴て、研究計画を作る
・調査・研究を⾏う
・研究論⽂を作成する

・グループワーク等によるスキル学習
・KJ法等によりリサーチクエスチョンの決定
・シンキングツールにより仮説を⽴てる
・情報収集、実験、アンケート、フィールドワーク等に
 より調査研究を⾏う
・論⽂を作成する

C 習得
(わかる)

各教科・GLOBALⅠのスキル学
習を通じて基本的な知識・技能
を⾝につけている。

テーマを決め、リサーチクエス
チョンを考え、他者に伝えるこ
とができる。

新聞やニュースから社会で起き
ていることについての情報を得
ることができる。

１０の資質・能⼒
[論理的思考⼒]
[ICT活⽤能⼒]

[課題解決能⼒]
[批判的思考⼒]
[⾃⼰表現⼒]

[コミュニケーション能⼒]
[グローバルな視野]
[⼈を⼤切にする⼼]

SDGsと関連づけた課題の仮説に
対して他者と協働してその検証
をすることができる。

B 上達
(できる)

実際の社会的事象について正し
く理解し、仮説を⽴てようとす
ることができている。

リサーチクエスチョンに対する
仮説を⽴て、そのための研究計
画を⽴案できる。

グループで情報を共有しSDGsに
関連した諸問題を発⾒しようと
することができる。

熟
達
ス
ケ

ル

S 探究
(究める)

仮説に対する検証過程に説得⼒
があり、その根拠となるデータ
等にも具体性がある。

⼀つの考え⽅に固執することな
く設定した課題に対し複数の視
点から検討できている。

研究を通して気づいた諸問題につい
ての検証を深めることで新たな課題
を⾒いだし、その解決策を地域に提
案する試みがみられる。

A 熟練
(使える)

研究の発表内容が論理的であり
適切にICT機器を使⽤することが
できている。

⾃分たちの仮説を検証すること
ができ、導き出した考察や新た
なる仮説を発表できる。

⽬標
・SDGsに関連する事項について課題を設定し、調査や研究を踏まえた具体的な提案をする。
・GLOBALⅠで習得した課題研究を⾏うために必要なスキルを実際に活⽤することができる。
・社会の諸事情に対して問題意識を持ち、諸問題を解決に導いていく思考⼒と⾏動⼒を⾝に着ける。

評価の観点
学びの三要素

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

科⽬
GLOBAL Ⅱ ⼈⽂社会学類
（総合的な探究の時間）

単位数 2 担当者

習得年次 2 ２年次⼈⽂社会学類所属教員
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◆ 何ができるようになるか［どのように資質・能⼒を⾝につけていくのか］

◆ 何を学ぶか［授業内容］ ◆ 何を学ぶか［教材］

◆ どのように学ぶか［主体的・対話的で深い学び］

授業に対する姿勢、課題に取り組む態度、グループによる相互評価、プレゼンテーションの
内容、発表の様⼦等により総合的に評価

３
学
期

・発表⽤プレゼンテーション作成
・課題研究発表会

評価⽅法

１
学
期

・情報分析や実験の⼿法などのスキル学習
・先⾏研究のリサーチ

・探究ナビ
・各教科の教科書、スキル学習⽤プリント

２
学
期

・講演会
・ルーブリック作成
・リサーチクエスチョンを考える
・仮説を⽴て，研究計画を作る
・調査・研究を⾏う
・研究論⽂を作成する

・グループワーク等によるスキル学習
・KJ法等によりリサーチクエスチョンの決定
・シンキングツールにより仮説を⽴てる
・情報収集、実験、アンケート、フィールドワーク等に
 より調査研究を⾏う
・論⽂を作成する

C 習得
(わかる)

情報の収集⽅法や実験の⼿順を
理解し、正しく扱うことができ
る。

テーマを決め、リサーチクエス
チョンを考え、他者に伝えるこ
とができる。

新聞やニュースから社会で起き
ていることについての情報を得
ることができる。

１０の資質・能⼒
[論理的思考⼒]
[ICT活⽤能⼒]

[課題解決能⼒]
[批判的思考⼒]
[⾃⼰表現⼒]

[コミュニケーション能⼒]
[グローバルな視野]
[⼈を⼤切にする⼼]

地域の課題解決に向けて仮説を
⽴て、他者と協働してその検証
することができる。

B 上達
(できる)

情報分析や実験結果から仮説を
検証することができる。

リサーチクエスチョンに対する
仮説を⽴て、そのための研究計
画を⽴案できる。

グループで情報を分析しながら
地域の諸問題を発⾒しようと努
⼒することができる。

熟
達
ス
ケ

ル

S 探究
(究める)

仮説を繰り返し検証し、理論的
に説明するための根拠を⽰すこ
とができる。

仮説の検証を繰り返すことで、
新たな課題を⾒つけて研究を深
化させ、研究成果をまとめて発
表できる。

他者と積極的に協働して、課題研究
に取り組み、その結果をもとにより
⼤きな課題の解決策を地域に提案す
る試みがみられる。

A 熟練
(使える)

仮説を検証し、更に理論的に説
明するための新たな根拠を⽰す
⽅法を提案できる。

⾃分たちの仮説を検証すること
ができ、導き出した考察や新た
なる仮説を発表できる。

⽬標
・課題研究を⾏うために必要な理系的な視点やスキルを習得する。
・理数学類ならではの視点で、SDGsに関する⾝近な課題を発⾒する。
・GLOBALⅠや理数科⽬で得た知識を⽤いて、調査・研究し解決⽅法を提案する。

評価の観点
学びの三要素

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

科⽬
GLOBAL Ⅱ 理数学類

（総合的な探究の時間）

単位数 2 担当者

習得年次 2 ２年次理数学類所属教員
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◆ 何ができるようになるか［どのように資質・能⼒を⾝につけていくのか］

◆ 何を学ぶか［授業内容］ ◆ 何を学ぶか［教材］

◆ どのように学ぶか［主体的・対話的で深い学び］

授業に対する姿勢、課題に取り組む態度、グループによる相互評価、プレゼンテーションの
内容、発表の様⼦等により総合的に評価

３
学
期

・発表⽤プレゼンテーション作成
・課題研究発表会

評価⽅法

１
学
期

・情報分析や実験の⼿法などのスキル学習
・先⾏研究のリサーチ

・探究ナビ
・各教科の教科書、スキル学習⽤プリント

２
学
期

・講演会
・ルーブリック作成
・リサーチクエスチョンを考える
・仮説を⽴て，研究計画を作る
・調査・研究を⾏う
・研究論⽂を作成する

・グループワーク等によるスキル学習
・KJ法等によりリサーチクエスチョンの決定
・シンキングツールにより仮説を⽴てる
・情報収集、実験、アンケート、フィールドワーク等に
 より調査研究を⾏う
・論⽂を作成する

C 習得
(わかる)

情報の収集⽅法や実験の⼿順を
理解し、正しく扱うことができ
る。

テーマを決め、リサーチクエス
チョンを考え、他者に伝えるこ
とができる。

新聞やニュースから社会で起き
ていることについての情報を得
ることができる。

１０の資質・能⼒
[論理的思考⼒]
[ICT活⽤能⼒]

[課題解決能⼒]
[批判的思考⼒]
[⾃⼰表現⼒]

[コミュニケーション能⼒]
[グローバルな視野]
[⼈を⼤切にする⼼]

地域の課題解決に向けて仮説を
⽴て、他者と協働してその検証
することができる。

B 上達
(できる)

情報分析や実験結果から仮説を
検証することができる。

リサーチクエスチョンに対する
仮説を⽴て、そのための研究計
画を⽴案できる。

グループで情報を分析しながら
地域の諸問題を発⾒しようと努
⼒することができる。

熟
達
ス
ケ

ル

S 探究
(究める)

仮説を繰り返し検証し、理論的
に説明するための根拠を⽰すこ
とができる。

仮説の検証を繰り返すことで、
新たな課題を⾒つけて研究を深
化させ、研究成果をまとめて発
表できる。

他者と積極的に協働して、課題研究
に取り組み、その結果をもとにより
⼤きな課題の解決策を地域に提案す
る試みがみられる。

A 熟練
(使える)

仮説を検証し、更に理論的に説
明するための新たな根拠を⽰す
⽅法を提案できる。

⾃分たちの仮説を検証すること
ができ、導き出した考察や新た
なる仮説を発表できる。

⽬標
・課題研究を⾏うために必要な理系的な視点やスキルを習得する。
・理数学類ならではの視点で、SDGsに関する⾝近な課題を発⾒する。
・GLOBALⅠや理数科⽬で得た知識を⽤いて、調査・研究し解決⽅法を提案する。

評価の観点
学びの三要素

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

科⽬
GLOBAL Ⅱ 理数学類

（総合的な探究の時間）

単位数 2 担当者

習得年次 2 ２年次理数学類所属教員

◆ 何ができるようになるか［どのように資質・能⼒を⾝につけていくのか］

◆ 何を学ぶか［授業内容］ ◆ 何を学ぶか［教材］

◆ どのように学ぶか［主体的・対話的で深い学び］

評価⽅法
授業に対する姿勢、課題に取り組む態度、グループによる相互評価、プレゼンテーションの
内容、発表の様⼦等により総合的に評価

１
学
期

・SDGｓテーマに関する学習
・講演会（ワークショップ）
・リサーチクエスチョンを考える
・仮説を⽴て，研究計画を作る

・探究ナビ
・Global Studies の関連資料

２
学
期

・ルーブリック作成
・調査・研究を⾏う
・研究論⽂を作成する ・SDGｓ関連の論題でディベート・プレゼンテーション

・TAとの英語によるディスカッション
・異⽂化理解をテーマにしたプレゼン発表
・リサーチクエスチョンの決定
・シンキングツールにより仮説を⽴てる
・情報収集、アンケート、フィールドワーク等により
 調査研究を⾏う

３
学
期

・発表⽤プレゼンテーション作成
・課題研究発表会

C 習得
(わかる)

研究論⽂を英語でまとめる際に
必要なスキルを⾝につけてい
る。論⽂を英語で発表すること
ができる。

あらゆるメディアから国内外の
情勢について情報を得て、課題
解決に必要となる情報を収集す
ることができる。

⾃分の意⾒を述べ、他者の意⾒
を理解することの重要性を理解
している。

１０の資質・能⼒
[基礎学⼒]

[⾃⼰表現⼒]

[論理的思考⼒]
[批判的思考⼒]
[課題解決能⼒]

[コミュニケーション能⼒]
[グローバルな視野]
[⼈を⼤切にする⼼]

⽴場の違う意⾒を理解し、他者
と協⼒して課題を解決する⽷⼝
を⾒つけることができる。

B 上達
(できる)

英語⽂献などから必要な情報を
取り出し、研究論⽂を英語でま
とめ発表することができる。

課題解決に必要となる情報を収
集して取り出し、仮説を⽴て
様々な観点から⾃分の意⾒を述
べることができる。

⾃分の意⾒と他者の意⾒を多⾓
的にとらえ、考えをまとめるこ
とができる。

熟
達
ス
ケ

ル

S 探究
(究める)

研究成果を英語で発表した後、
英語での質疑応答に対応するこ
とができる。

問題解決のために仮説検証を繰
り返すことで、さらに研究を進
めることができる。

世界を取り巻くあらゆる問題に対して課
題意識を持ち、新たな課題に向けて研究
を進め、その解決策を地域に提案する試
みがみられる。

A 熟練
(使える)

英語による研究⼿法をとり、必
要となる情報を精選し、英語で
論⽂を発表することができる。

課題解決に必要となる情報を精
選、分析し、仮説を検証するこ
とで客観的根拠を持って論理的
に説明することができる。

⽬標
・SDGｓをテーマとしたディベートやプレゼン等の活動をすることで、⾃⾝の知⾒を広げる。
・Global Studiesで習得した技能や知識等を活⽤し、国際的な視野をもち地域に根ざした課題を⾒つける。
・SDGsに関連する⾝近な課題について調査・研究し、解決⽅法をグループで提案する。

評価の観点
学びの三要素

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

科⽬
GLOBAL Ⅱ 国際教養学類

（総合的な探究の時間）

単位数 2 担当者

習得年次 2 2年次国際教養学類所属教員
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◆ 何ができるようになるか［どのように資質・能⼒を⾝につけていくのか］

◆ 何を学ぶか［授業内容］ ◆ 何を学ぶか［教材］

◆ どのように学ぶか［主体的・対話的で深い学び］

授業に対する姿勢、課題に取り組む態度、グループによる相互評価、プレゼンテーションの内容、
発表の様⼦等により総合的に評価

３
学
期

発表⽤プレゼンテーション作成
研究論⽂の作成
課題研究発表会

評価⽅法

１
学
期

⾳楽の歴史、⾳楽⽂化、⾳楽教育等における基礎知識
の学習
課題設定

・探究ナビ

２
学
期

課題探求のための仮説・検証
（アンケート調査や関連機関への訪問、演奏等のアウ
トリーチ活動）
中間発表
研究論⽂の作成 ・グループワーク等によるスキル学習

・情報収集をもとに仮説を⽴てる
・アンケートやフィールドワーク、実践的な活動等
 により調査研究を⾏う
・論⽂を作成する

C 習得
(わかる)

スキル学習（論⽂の書き⽅、⽂
献調査、実験検証、統計等）の
内容を理解できる。

⾳楽⽂化における⾝近な課題か
らテーマを決め、リサーチクエ
スチョンを考えることができ
る。

⾳楽の歴史や⾳楽⽂化、⾳楽教
育について多⾓的に情報を得る
ことができる。

１０の資質・能⼒
[ICT活⽤能⼒]
[論理的思考⼒]

[課題解決能⼒]
[批判的思考⼒]

[コミュニケーション能⼒]
[グローバルな視野]

[⾃⼰表現⼒]

⾳楽の歴史や⾳楽⽂化、⾳楽教
育における新たな課題の解決に
向けて、仮説を⽴て協同して研
究することができる。

B 上達
(できる)

考えを整理するためにブレイン
ストーミングやロジックツール
等を利⽤できる。

リサーチクエスチョンに対する
仮説を⽴て、そのための研究計
画を⽴案できる。

情報を分析しながら⾳楽の歴史
や⾳楽⽂化、⾳楽教育における
新たな課題を発⾒しようと努⼒
することができる。

熟
達
ス
ケ

ル

S 探究
(究める)

⾃分たちの研究を論⽂やプレゼ
ンにまとめることができ、他者
にしっかりと伝えることができ
る。

仮説の検証を繰り返すことで、
新たな課題を⾒つけ研究をさら
に進めることができる。

課題研究の成果をもとに、⾳楽⽂化
普及のためにより⼤きな課題に取り
組み、その実践として地域にフィー
ドバックする試みがみられる。

A 熟練
(使える)

⾃分たちの仮説を検証するため
に学んできたスキルを活⽤でき
る。

⾃分たちの仮説を検証すること
ができ、考察や新たな仮説を導
き出せる。

⽬標
・課題研究を⾏うために必要なスキルを習得する。
・スキル学習で取得した技能や知識等から、SDGｓに関する⾳楽⽂化における⾝近な課題を⾒つける。
・SDGｓに関する⾳楽⽂化における⾝近な課題について調査・研究し解決⽅法を提案する。

評価の観点
学びの三要素

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

科⽬
GLOBAL Ⅱ ⾳楽学類

（総合的な探究の時間）

単位数 2 担当者

習得年次 2 ⾳楽学類所属教員
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２． 実施概要 

 
（１）「GLOBALⅡ」の展開 

課題研究テーマ一覧（次ページ）に示すように、学類・コア科目ごとに 10 の研究グル
ープを編成し、さらにグループ内で６～12 班に分かれて課題研究を行った。 

 
    ・人文社会学類 … 文学探究、歴史探究、国際理解の３グループ 

・理数学類 … 数学・物理・化学・生物の４グループ 
    ・国際教養学類 … ７組、８組の２グループ 
    ・音楽学類 … １グループ 
 

（２）実施方法 

２年次全クラス共通で、水曜７限に「GLOBAL」の授業を実施し、次に示す２時間連続

の授業「学類コア科目＋GLOBAL」と合わせて、週３時間「GLOBALⅡ」の授業を実施した。 

 

    ・理数学類 … 木曜５～６限 

    ・人文社会学類 … 木曜６～７限 

    ・国際教養学類 … 金曜５～６限（７組）、金曜６～７限（８組） 

    ・音楽学類 … 金曜６～７限 

 

      時間割の都合上、２年次教員全員が指導にあたることができるのは水曜７限のみであ

った。一方で、コア科目の時間には、他年次の教員が教科の専門性を生かして指導に加

わるケースが、複数のグループで見られた。 

 

（３）活動の経過 

      年度当初、昨年度同様、各学類のコア科目と連動させて課題研究を進めることに関し

て共通理解を図った。課題研究の成果を、年度末には４種類の成果物にまとめ、提出す

ることを確認した。 

 

      ①発表用パワーポイントのスライド   ②A4 版１枚の要旨（日本語） 

      ③A4 版１枚の要旨（英語）       ④研究論文 

 

      各学類及びコア科目の特性に応じて、すぐにテーマ、リサーチクエスチョンの設定に

入るグループもあれば、背景知識などの十分なインプットをしたうえで課題研究に入っ

ていくなどそれぞれの形で課題研究に取り組み始めた。 

 

  ・９月 30 日、10 月１日  グループ内の中間発表（岡山大学の先生によるオンライン指

導・講評）ルーブリックに基づいて生徒は相互評価を行い、発表後は評価表を交換し

てその後の改善に役立てた。 

    ・１月 20 日・21 日  グループ内の最終発表（２回目のオンライン指導・講評） 

    ・２月３日     課題研究発表会（各グループの代表数班が、体育館や教室で発表） 

 

      今年度も、新型コロナウイルスの影響で、

校外での活動が大きく制限されたが、ビデオ

会議アプリケーションを活用し海外とのやり

とり、学校周辺で実験試料の採取、県内各所

でのインタビュー、演奏の披露など学類の特

色を生かした多種多様な研究が行われた。 

 

 

アメリカの元教員へのインタビュー 

◆ 何ができるようになるか［どのように資質・能⼒を⾝につけていくのか］

◆ 何を学ぶか［授業内容］ ◆ 何を学ぶか［教材］

◆ どのように学ぶか［主体的・対話的で深い学び］

授業に対する姿勢、課題に取り組む態度、グループによる相互評価、プレゼンテーションの内容、
発表の様⼦等により総合的に評価

３
学
期

発表⽤プレゼンテーション作成
研究論⽂の作成
課題研究発表会

評価⽅法

１
学
期

⾳楽の歴史、⾳楽⽂化、⾳楽教育等における基礎知識
の学習
課題設定

・探究ナビ

２
学
期

課題探求のための仮説・検証
（アンケート調査や関連機関への訪問、演奏等のアウ
トリーチ活動）
中間発表
研究論⽂の作成 ・グループワーク等によるスキル学習

・情報収集をもとに仮説を⽴てる
・アンケートやフィールドワーク、実践的な活動等
 により調査研究を⾏う
・論⽂を作成する

C 習得
(わかる)

スキル学習（論⽂の書き⽅、⽂
献調査、実験検証、統計等）の
内容を理解できる。

⾳楽⽂化における⾝近な課題か
らテーマを決め、リサーチクエ
スチョンを考えることができ
る。

⾳楽の歴史や⾳楽⽂化、⾳楽教
育について多⾓的に情報を得る
ことができる。

１０の資質・能⼒
[ICT活⽤能⼒]
[論理的思考⼒]

[課題解決能⼒]
[批判的思考⼒]

[コミュニケーション能⼒]
[グローバルな視野]

[⾃⼰表現⼒]

⾳楽の歴史や⾳楽⽂化、⾳楽教
育における新たな課題の解決に
向けて、仮説を⽴て協同して研
究することができる。

B 上達
(できる)

考えを整理するためにブレイン
ストーミングやロジックツール
等を利⽤できる。

リサーチクエスチョンに対する
仮説を⽴て、そのための研究計
画を⽴案できる。

情報を分析しながら⾳楽の歴史
や⾳楽⽂化、⾳楽教育における
新たな課題を発⾒しようと努⼒
することができる。

熟
達
ス
ケ

ル

S 探究
(究める)

⾃分たちの研究を論⽂やプレゼ
ンにまとめることができ、他者
にしっかりと伝えることができ
る。

仮説の検証を繰り返すことで、
新たな課題を⾒つけ研究をさら
に進めることができる。

課題研究の成果をもとに、⾳楽⽂化
普及のためにより⼤きな課題に取り
組み、その実践として地域にフィー
ドバックする試みがみられる。

A 熟練
(使える)

⾃分たちの仮説を検証するため
に学んできたスキルを活⽤でき
る。

⾃分たちの仮説を検証すること
ができ、考察や新たな仮説を導
き出せる。

⽬標
・課題研究を⾏うために必要なスキルを習得する。
・スキル学習で取得した技能や知識等から、SDGｓに関する⾳楽⽂化における⾝近な課題を⾒つける。
・SDGｓに関する⾳楽⽂化における⾝近な課題について調査・研究し解決⽅法を提案する。

評価の観点
学びの三要素

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

科⽬
GLOBAL Ⅱ ⾳楽学類

（総合的な探究の時間）

単位数 2 担当者

習得年次 2 ⾳楽学類所属教員
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学類 コア科目等 番号 代表 班 課題研究テーマ

1 勉強の最強コンディション

2 音楽が及ぼす影響

3 歩くべきか、走るべきか

4 ＳＮＳと幸福度

5 岡山の1番もんげー発電はなんじゃろか？

〇 6 人口減少社会における空き家問題

〇 7 中学生の数学力向上についての研究

〇 8 じゃんけんについての確率

〇 9 6×6オセロの最善手

10 A　DISTANCE　BETWEEN　BICYCLES

◎ 11 冬は暖かくありたい

12 色と熱の関係

〇 1 用水路の新たな効用 ～水力発電力を添えて～

2 新しい力～ボイスパワー～

3 Domino world

〇 4 渋滞学の応用 ～as soon as possible ～

〇 5 Possibility of Dilatancy

〇 1 草木染めにおける日光の影響

2 捨テキな化粧水

〇 3 チョークによる水質浄化

〇 4 自分たちで作る環境に優しい日焼け止め

◎ 1 外来種を減らそう！ ～アメリカザリガニの肥料化～

〇 2 シュレッダーゴミの活用法

〇 3 ジャンボタニシによる食害を減らせ

〇 4 川の臭いと酸素濃度

1 江戸っ子にげぇむを売ってみた!!!!!

〇 2 平安時代と現代のジェンダー差別

3 Various Love ～真実の愛、知りたくない？～

〇 4 『源氏物語』の魅力的な女性とその女性たちの悩み

〇 5 「生」と「死」と心の天秤

6 人を成長させるもの

7 貧困と高齢者問題 WITH 楢山

1 中国大返しから現代に生かせること

〇 2 江戸時代と現代の教育の違い～よりよい教育をめざして～

〇 3 世界に影響を与えた教育理念

◎ 4 足守メロンを盛り上げよう

〇 5 コレラとコロナ

1 韓国の経済はKorean（これやん）！

〇 2 岡山を盛り上げる

3 外国人観光客のマナー問題の現状と改善策

4 Welcome to おかやま　～こられぇ、おかやまに～

◎ 5 次世代へ国際人権意識の伝え方

6 Let's sleep shall we？

〇 7 自分に合った教育を手に入れる

〇 8 福祉のマークの普及 ～誰もが過ごしやすい社会へ～

9 ダイエットと健康美　～痩せるがすべてじゃない～

1 Are you happyf?

〇 2 Conveinience could be killing us.

3 Love yourself, accept yourself.

〇 4 Fill the wisdom gap of menstruation ～for ALL of us～

〇 5 Formula for  how to convey the seriousness of environmental issues

6 #L♡♡K AT ME! ～Find happiness through self-expression～ 

〇 1 Let's Protect Stray Cats.

〇 2 Why do Japanese People hesitate to tell their opinions?

3 How to study ～Japan and Netherlands～

4 WAKE UP JOTO!!

◎ 5 What kind of people are found attractive?

〇 6 Potential of School Lunch

1 社会の中の音

〇 2 Magic of Music ～音楽の魔法～

3 絶対音感の研究

〇 4 YOASOBIを超えろ！！

5 BGMの力で食欲をアップさせよう！！

◎ 6 面白い鑑賞の授業受けたくない？

音
楽
学
類

Global
Music

10

Global
Science
化学

03

国
際
教
養
学
類

Global
Studies

08

09

Global
Science
生物

04

GLOBALⅡ 課題研究テーマ 一覧　

　　全体発表の代表班：◎　　教室発表の代表班：○　　※国際教養学類は，全ての班が英語発表

人
文
社
会
学
類

文
学
探
究

05

歴
史
探
究

06

国
際
理
解

07

理
数
学
類

Global
Science
数学

01

Global
Science
物理

02
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３．フィールドワークの実施 

 
（１）フィールドワークの導入 

  １年次での企業訪問（全員参加）や県主催の企業説明会等を通じた学習をもとに、２

年次で地域におけるフィールドワークを行い、地域社会の課題の発見につなげることを

ねらいとしている。課題研究において、グローバルな視点を踏まえて地域課題の解決に

向けた探究活動を行うと同時に、課題研究の質的向上を図るために、地域におけるフィ

ールドワークを充実させ、グローバルな視点を持ちながらより柔軟な発想で地域課題に

対する解決策を追求させる。 

 

（２）「GLOBALⅡ」におけるフィールドワークの位置付け 

  「GLOBALⅡ」では、研究過程で何らかの情報収集が必要となった場合には、企業や公

的機関等の訪問も含め、積極的にフィールドワークをするよう勧めている。また、研究

を始める第一歩として、校外の施設を訪問する形を取ることもある。今年度も、新型コ

ロナウイルス感染症の蔓延の影響で、外部の機関を訪問することが難しい場合もあった

が、可能な限り、校外でのフィールドワークを実施した。また、実際に訪問することが

できない場合には、電話やビデオ会議アプリケーションを使って聞き取り調査を行った。 

 

（３）実施内容 

訪問先/連絡先 活動内容 活動単位 
岡山県立図書

館 

休日を利用し班員全員で施設に赴き参考文献の

貸し出しを受けた。もう一方のグループは、夏休

みを利用し班員のうち３名が事前にレファレン

ス相談していた図書館所蔵の資料を使用して閲

覧室にて３時間活動した。 

歴史探究２グ

ループ 

耳岩神社 日本人の言霊信仰について授業を行った後、地域

の神社を訪問し宮司（代理）から神社の由来や祝

詞について説明を受け、資料をいただいた。 

文学探究講座

生 

布勢神社 

アメリカ ビデオ会議アプリケーションを使用したインタ

ビュー 

国際理解１グ

ループ 

学校周辺（計７

回） 

実験試料（スクミリンゴガイ、アメリカザリガニ

など)の採取 

理数学類（生

物）２グループ

赤木農園 実験試料（桃の葉）の提供を受けた。 理数学類（科

学）１グループ

環境活動家 

谷口貴久氏 

生徒主体で、本校に招致し、講演会を行った。 国際教養学類 

県内公立中学

校４校 

知っておくべき生理に関する知識を学齢ごとに

まとめたリストを自作し、恩師を訪ね、リストを

見ての感想、意見をインタビューした。 

国際教養学類

１グループ 

岡山県立美術

館（計３回） 

学芸員と演奏会の打ち合わせ、作品についてのレ

クチャー、ファシリテーターの方と詩のワークシ

ョップ、演奏収録 

音楽学類１グ

ループ 

そんぽの家東

岡山（計２回） 

リモートで演奏交流、インタビュー 音楽学類１グ

ループ 

岡山県立岡山

盲学校  

インタビユー 音楽学類１グ

ループ 
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４．今年度の成果と課題 

 
（１）成果 

  今年度も、学類ごとにグループを編成し、コア科目を研究分野の柱としたことで、学

類の特色や教科の専門性を生かした研究テーマを設定できたことが、生徒たちの主体的

な学びの姿勢につながったと感じる。自分たちが好きで、興味関心が高い内容であるこ

とが、より意欲的に探究する姿勢を引き出したと思われる。加えて一部のグループに限

定されるが、コア科目が配されている教科の教員だけでなく、他教科の教員や外部講師

が関わることで、広がりのある研究ができただけでなく、教員の指導や役割を分散させ、

年次として課題研究に一丸となって取り組めたと考える。 

    前ページの一覧にもあるように、外部講師の招聘やフィールドワークの実施も、コロ

ナ禍でありながら一定の取組を行うこともできた。その内容も、単なる聴き取りだけで

なく、学類の特性に応じた「アクション」を含んだものが多く、城東高校ならではフィ

ールドワークを実践できたと考える。また、オンラインも含め多く発表の場も確保でき、

表現力の育成などに繋がっている。 

     

    「Glocal High School Meetings 2022」（主催：文部科学省指定 グローカル型地域協

働推進校探究成果発表委員会 共催：文部科学省）において、次のとおりの結果であっ

た。 

    英語発表部門  「Potential of School Lunch」 銀賞受賞 

    日本語発表部門 「冬は暖かくありたい」     銀賞受賞 

     

    また、「WWL･SGH×探究甲子園」において、次のとおりの結果であった。 

    「Fill the wisdom gap of menstruation ～for ALL of us～」の研究グループが予選

を通過し、３月 19 日にオンラインで全国発表を行う。 

 

（２）課題 

  研究テーマの設定に当たっては、事業の趣旨を踏まえ、学類の特徴や教科の専門性を

生かすだけでなく、SDGs に関連する世界的な解決課題や、地域社会の改善につながる提

案などを十分に意識するべきである。コア科目の性質上、関連付けが難しいと思われる

分野もあるが、これらは切り口の一つなので、研究の起点として使うだけでなく、興味

関心に基づいて進めてきた課題研究を振り返る際にこれらの観点との関連を考えてみる

ことで、研究を深めることができると考える。実際に、この授業の教科書と位置付けら

れている『探究ナビ』でも SDGs は、そのように位置付けられている。学類の専門性を活

かした課題研究である一方、今後、様々な進路に進んでいく高校生の課題研究なので、

折に触れて、他学類の教員が関わることができれば、生徒、教員ともに視野が広がり、

研究テーマにおける困難さはある程度解消されると考える。 

  また、学類コア科目と課題研究が紐づくことで、専門科目の教員に指導が集中する部

分は、解消できない面があった。 

 

（３）次年度の取組 

  「GLOBALⅡ」と学類コア科目が連動することで、コア科目の担当教員に負担が集中し

やすいので、年次内の他教科担当、同一学類の他年次教員が関わる仕組みを本年度以上

に、計画的に構築する必要がある。非常勤講師等の活用も、効果的に行われる必要があ

る。また、そのように様々な教員が関わることで、前述したように、研究テーマ設定に

関わる困難さを解消する一つの手段になり得ると考える。 

  SGH ネットワーク校、WWL 連携校でもあり、生徒の発表の場を確保し、一層の取組の充

実を図っていきたい。 
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第３節 「GLOBALⅢ」の実施 

 

（１）実施概要 

「GLOBALⅢ」は２単位の学校設定科目として３年次生希望者選択の個人研究とし、

１～２年次生までの課題研究をさらに深化させ、生徒個人の在り方・生き方に関わ

るような探究課題を設定した課題研究や、海外研修での発表等を行う。SGH 事業で実

施してきた「GLOBALⅢ」も参考に、年間指導計画を作成した。 

科目「GLOBALⅢ」の目標は次のとおりである。「GLOBALⅡ」での研究テーマを継承

し、「海外修学研修」で得たネットワーク等を活用し、研究に必要な情報収集や協力

者を確保し、探究型学習を極める。「専門的学習」と「海外体験」の実績により、高

度な思考力、コミュニケーション能力を身に付ける。探究に主体的・協働的に取り

組むとともに、互いのよさを生かしながら、国際的・社会的課題解決に関わる地域

の課題にも目を向け、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態度

を養う。グローバル人材育成に重点を置く大学や海外の大学への進学を目指す。 

「GLOBALⅡ」の学習をもとに、生徒の主体的キャリア形成に資する研究となるよ

う、高度な課題研究に個人研究として取り組ませる。生徒同士で発表し合い、ディ

スカッションを行う。研究を深化させるために、地域におけるフィールドワークを

通じて、データの独自性や信頼性を上げ、研究の充実を図る。研究成果の発信を行

うため、発表資料や論文作成（英文含む。）、コンテストへの応募などを推進する。

また、できるだけ多くの発表機会を確保するため、大学や学会で開催される発表会

への参加を計画する。三年間の課題研究の取組の体験レポートを作成する。 

また SGH 事業では、高いレベルで課題探究学習を個人研究として行い、高度な思

考力、コミュニケーション能力を身に付けるとともに、論理的な英語の文章を作成

し、独自の発想を発信する能力と態度を養うことをねらいとして実施しており、こ

れらの学習によって生徒の思考力、コミュニケーション能力、実践力が高められた

ことが各種調査から認められたことから、今後もこの内容を継承するとともに、生

徒の主体的なキャリア意識の形成を支援できるよう、引き続き地域におけるフィー

ルドワークを充実させ、発信するための発表の機会を確保する。「GLOBALⅢ」の時間

は、原則として３年次所属の教員が指導する。 

 

（２）選択者３名の研究概要 

 研究タイトル  研 究 概 要  

１  

伝統文化を次世

代へつなぐ  
―灘崎地域を事例とし

て― 

地元の灘崎地区を例に、少子高齢化や過疎化が進む地方にお

ける、地域の祭りなどの伝統行事や文化の継承のあり方を考

える。①自治会代表へのインタビュー②灘崎地域の資料を用

いた検証③他地域における先行研究の調査④提言 

２  

自己肯定感と日

本の文化的社会

的背景 

海外での経験から、日本人は他国の人々に比べて自己肯定感が

低いということを知った。なぜ日本人は自己肯定感が低いの

か、自己肯定感の高低を決定づけるものは何か検証する。①本

校生徒・韓国の金海外国語高校にアンケート・分析②論文や書

籍を用いた検証③校内課題研究発表会での発表 

３ 

Motivation 

Toward Studying 

English 

英語嫌いな友人が周囲に多くいたことをきっかけに、授業以外

において英語学習へのモチベーションを上げる方策を考える。

校内でワークショップを実行し、効果を検証した後、本校生徒

へ提言する。①校内でのイングリッシュカフェの開催②参加者

アンケートの分析③提言 
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（３）活動の経過 

  ① テーマ選択と課題研究（４～６月） 

「GLOBALⅠ」「GLOBALⅡ」での研究を踏まえて、各生徒が「GLOBALⅢ」で研究した

いテーマを発表することから授業が始まった。それぞれが個性を生かしたテーマを

考えていたが、コロナ禍ということもあって研究方法には制約も多く、テーマを絞

るのに苦労していた。一旦研究を進め始めたものの、参考になる先行研究や論文が

見つからなかったりして、テーマ設定の段階に逆戻りすることもあった。 

週に１度は各自でレジュメを作成し、研究の進捗状況を発表する機会を設けた。

これにより、生徒同士が互いの研究について知ることができると同時に担当教員も

全生徒の研究内容を把握することができ、スムースな指導に役立った。また、発表

する方も場数を踏むことによって、人前で発表したり、質疑応答に対応したりする

ことに慣れていった。 

 
  ② 中間発表（７月 13 日） 

    夏季休業前に、パワーポイントスライドを使っての中間発表を行った。アドバイ

ザーとして、岡山大学の宮川陽名先生には Zoom でご参加いただいた。宮川先生から

の質問に答えることで、自分の研究に足りていないことは何か明確になったり、テ

ーマについてさらに深く考えることができたりして、夏休み以降の課題がはっきり

した。講評の中で、「問いを明確にする」ことの重要性を伝えてくださり、改めてテ

ーマについて考え直す生徒もでてきた。 

 

  ③ 長期休業中の課題研究（７～８月）  
  ７月の中間発表で指摘された内容についてまとめ、２学期からの研究課題とした。

夏季休業を利用して、Google Forms でアンケートを作成し、韓国の交流校へ回答を

依頼した生徒もいた。先方も夏季休業中ということもあり、回答数はやや少なかっ

たが、英語によるアンケートを実施し、海外の高校生の意識を知ることは大きな刺

激となり、自信にもなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google Forms を活用し、韓国交流校へアンケートを実施 
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  ④ 研究の深化と発表の経験（９月～11 月を中心に） 

研究を深化させるために資料収集や考察が本格的になる時期である。11 月末の最

終発表を意識しながら、限られた時間の中で研究を進めていった。この時期は大学

の特別入試の時期と重なり、該当生徒には時間的にも精神的にも厳しいものがある

が、上手に対応してくれた。 

 

⑤ 最終発表会（11 月 25 日） 

    課題研究の集大成として、パワーポイントのス

ライドと発表原稿を完成させて、最終発表を迎え

た。出席者からの質問に答える経験も含め、プレ

ゼンテーション力が高まったと確信できた発表

会であった。最後に、岡山大学 宮川陽名先生に

講評していただいた。良い点を褒めてくださった

上で、専門家ならではの的確で丁寧なアドバイス

をしてくださり、大変参考になった。 

 
  ⑥ 研究成果のまとめ 

 最終発表会で使用したプレゼンテーション用スライドと発表原稿に加えて、Ａ４

判１ページの英文での概要と、「GLOBALⅢ」の研究成果に３年間の活動の振り返りを

含めたエッセイを作成した。また、３学期には校内での課題研究発表会をはじめ校

外の WWL 開発拠点校で開かれる発表会に 1 名が参加する予定である。  
 

（４）今年度の活動についての考察 

生徒たちは「GLOBALⅠ」「GLOBALⅡ」の経験を生かしながら主体的に取り組んだ。

研究を行う単位がグループから個人へと変化することで、自分の思いどおりに研究

を進められる一方で、行き詰まったときには一人で切り抜けなければならない難し

さも味わったようである。「GLOBALⅢ」での自ら課題を発見し解決に向けて探究する

経験は、各自の成長に繋がると同時に、今社会で求められている力を身に付けるた

めに必要な活動であると実感できた。  
 
最後に、授業を終えての生徒の感想を紹介する。  

☆GLOBALⅢの授業を通して、自分の興味・関心を深め、卒業後にどのようなことを学

んでいきたいかを考える機会となった。（中略）  
長期間一人で研究してみることで、多角的に物事を考える力、道筋を立てて効果的な

根拠を示す力を身に付けられた。また、研究内容や発表方法、論文の書き方など一連

の流れにおいて、三年間の集大成ができたと感じた。  
 
☆発表の際には、自分意見をどうやったら相手にうまく伝えられるか、より説得力あ

るものにするかということに関して、少し理解することができた。大学進学後もプレ

ゼンテーションなどで、自分の考えていることを相手に伝える機会はあると思うの

で、今回学んだことをきっかけにして自分をより磨いていきたい。  
 
☆研究テーマの決定に苦労したことが一番の思い出だ。もともと地域おこしや地域経

済に興味があり、地元で活動をしていたこともあって、GLOBALⅢでその活動へ反映でき

ることをしたいという思いがあった。しかし実際に研究活動をしていくと、地元地域

への理解が足りていないことを実感し、自分の中で何をしたいのか見えなくなった。

（中略）  
先行研究や資料などまだ内容を読み込めるものもあり、できることが山のように残っ

ているように思う。今後の活動に GLOBALⅢでの経験を少しでも生かすことができたら

いいと思う。  
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学校設定教科･科目 開設計画書 
 

 令和３年度 
 

 学校名 岡山県立岡山城東高等学校                     記入責任者 大西 宏和  

 

  
 
 
 
教科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
種     別 

 

 

 １ 学習指導要領に示された教科  ② 学校設定教科 

 

 ① 各学科に共通する教科     ２ 主として専門学科において開設される教科 

名    称  GLOBAL 

 

   
目    標 

 

 

 

 

 グローバル化の進展に伴い、地球規模の課題解決や、異なる文化を背景とする国際社
会の在り様が問われている。そこで、本校が積み重ねてきたグローバルリーダー育成の
実績を生かし、グローバルな視野と主体的・協力的な実践力を備えた人材を育成する。
すなわち、国際社会や経済界、地域のリーダーとして活躍することで、我が国及び人類
の未来に貢献する。 

 

指導教員の
免 許 教 科 

 

 国語 地理歴史 公民 数学 理科 保健体育 芸術 外国語 家庭 情報 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名   称  GLOBALⅢ 

 

目   標 

 

 

 

 

 

 「GLOBALⅡ」での研究テーマを継承し、「海外修学研修」で得たネットワーク等を活用
し、研究に必要な情報収集や協力者を確保し、探究型学習を極める。 

  「専門的学習」と「海外体験」の実績により、高度な思考力、コミュニケーション能力
 を身に付ける。探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、

国際的・社会的課題解決に関わる地域の課題にも目を向け、新たな価値を創造し、よりよ
い社会を実現しようとする態度を養う。 

   グローバル人材育成に重点を置く大学や海外の大学への進学を目指す。 

 

単 位 数 

 

 ２ 

 

 
 
 
内   容 
  

 

 

 

 

［課題研究の深化］ 
 総合的な学習の時間GLOBALⅡで収集した情報に対し、更なる分析・考察を加えること
により課題研究を深化させる。 

［研究成果の発信］ 
 国内や国外で開催されるコンテストや発表会を利用して、研究成果を発信する。 

［GLOBALの集約］ 
  GLOBALでの学びを、レポートやポスターおよびエッセイなどにまとめ、必要に応じて

利用する。 

 

 
 
 
内 容 の
  
取 扱 い 
 
 

 

 

［課題研究の深化］については、以下の手法などを取り入れる。 
 ・校外でのフィールドワーク 
 ・校内でのシミュレーション 
 ・研究に関連の深い教科・科目や学際領域の自主的学習 

 ［研究成果の発信］および［GLOBALの集約］については、ＩＣＴ機器を積極的に利用す
 る。また、海外文化体験研修や学類研修および海外修学研修などで得た人材を利用し
 て、英語によるプレゼンテーション能力やコミュニケーション能力を磨く。 
 校内の教職員は、生徒が自主的に研究活動を実施できる場を提供する。外部機関との

連携や、外部人材の活用を積極的に進める。 

 

教 科 用
図 書 等 

 

  各自の研究テーマに応じた文献を使用   

 

 

そ の 他 
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学 校 設 定 教 科 ･ 科 目  年 間 指 導 計 画 
 

   令和３年度 
 

   学校名  岡山県立岡山城東高等学校              記入責任者  大西 宏和  

 

 教 科 名 科 目 名 単 位 数 科 ・ ｺｰｽ・ 類 型  学  年 講 座 数

GLOBAL  GLOBALⅢ ２ 普通科 ３ ３ 

単元名

題材名 

事 項 名

（ 教 材 名 ） 

時数 形態 

 

指 導 内 容 

 

指導上の留意点、教材等 

 

 
課 
題 
研 
究 
の 
深 
化 

 

 

 

 

 

 

 

先行研究の調
査 
 
校外でのフィ
ールドワーク 
 
校内でのシミ
ュレーション 
 
教科・科目の 
自主的学習 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 26 

 

個 
人 
研 
究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・普遍性や独自性を確認する。 
 
 
・新聞記事や論文の検索、実地調査に
より、一次文献を入手する。 
 
・観察や実験をデザインし、再現性の
あるデータを得る。 
 
・関連する教科・科目の学力を深め
る。 
 

 

 

 

 

・深化の方針に反映する。 
 
 
・データの信頼性を上げ、研究
の充実をはかる。 

 
・研究結果の分析や考察に客観
性をもたせる。 

 
・行政や大学等の教育機関で企
画される学習会に参加する。

・学際的な領域についても理解
を深める。 

・活動を通じて得られる人脈を
 大切にする。 

 
研 
究 
成 
果 
の 
発 
信 

 

 

 

 

非凡な発表資
料の作成 
 
国内の発表会
やコンテスト
への参加 
 
インターネッ
トを利用した
海外への発信 

 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 26 

 

個 
人 
研 
究 

 

 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴ機器を利用して、効果的な発
表資料にまとめる。 

 
・大学や学会で開催される発表会への
 参加を計画する。 
 
・研究成果を論文にまとめ、コンテス
 トに応募する。 
 
・英語による発表資料をつくり、海外
 の交流校などに発信する。 

 

・表計算ソフトやプレゼンテー
ションソフトを使いこなす。

 
・研究発表に伴う質疑応答をこ
 なし、研究の質を高める。 
 
・海外での発表に繋がるコンテ
 ストなども視野に入れる。 
 
・海外での研修経験を利用す 
 る。 

 
Ｇ 
Ｌ 
Ｏ 
Ｂ 
Ａ 
Ｌ 
の 
集 
約 

 

 

GLOBALでの学
びを伝えるレ
ポート 
 
海外への進学
や留学の模索 
 
 
２年次生の研
究へのアドバ
イス 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 26 

 
個 
人 
研 
究 

 

 

 

 

 

 

 

・GLOBALⅠ・Ⅱ・Ⅲを通して学んだ体
験をレポートにまとめる。 

 
 
・海外の大学への進学や、国内の大学
 に進学後の留学を視野に入れた活動
 を行う。 
 
・後輩の課題研究に対して、経験者の
 立場からアドバイスを行う。 

 

 

・ポスターやレポート等の作成
 に活用する。 
 
 
・海外文化体験研修や学類研修
 および海外修学研修などで得
 た人脈を活用する。 
 
・研究の過程で体験した困難と
 その克服について紹介する。

 

  時数計  78 

備 考  
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第４節 課題研究発表会・成果報告会

１．課題研究発表会

（１）目的・実施の形態

「GLOBALⅠ」、「GLOBALⅡ」、「GLOBALⅢ」の中で取り組んできた課題研究が、グローカル

な視野と主体的・協働的な実践力を備えるための取組であることを発表を通して再確認す

る。また、その学習成果を１・２年次生全員で共有することにより、学類や年次を超えて知

的好奇心の高揚を図るとともに、次年度に向けた学習への意識付けの場とする。

なお、今年度も新型コロナウイルス感染症対策の一環として、午前中のステージ発表につ

いて、体育館へは２年次生のみが入場し、１年次生は各ホームルームでのオンライン視聴（Z

oomでの配信）の方法で行った。

（２）日程 令和４年２月３日（木）

9：00 開会行事＜体育館＞ 13：00 教室発表＜HR教室＞

開会挨拶・趣旨説明 「GLOBALⅠ｣

9：15 ステージ発表＜体育館＞ 「GLOBALⅡ｣

｢GLOBALⅠ｣ 14：30 閉会行事＜放送＞

「GLOBALⅡ｣ 閉会挨拶

｢GLOBALⅢ｣

指導講評（県教育庁高校教育課）

12：10 昼食・休憩

（３）「GLOBALⅠ」の発表内容

【ステージ発表】

① １年２組 「一食多利 ～TABLE FOR TWO を城東に～」

② １年８組 「動き続ける地球と私たちの生活」

【教室発表】

１年１組 「自分にできることを今。」

「児童虐待 〜子どもたちの未来を守ろう〜」

「海洋廃棄物の削減 ～海洋廃棄物が与える生物への影響とは～」

１年２組 「ながら勉強」

「Love&Peace」

「より良い親子関係を築くために。」

１年３組 ｢小学校の給食の食品ロスに効果的な啓発資料の作成｣

｢ヤングケアラーの現状と対策｣

「Terrace of Hopes Project 〜在日難民の生活環境改善〜」

１年４組 「プラスチックゴミを減らすために」

「未来のICT教育」

「海洋ゴミ等のこれからの課題と対策」

１年５組 「Are you hungry?」

「どうしたら発展途上国の子供が元気に大人になれるのか」

「地球温暖化のbeautiful idea」
１年６組 「学校にお昼寝タイムは必要なのではないか？」

「スマホの使い過ぎが自分の感覚に及ぼす影響」

「百間川でほたるを見るには」

１年７組 ｢食事が及ぼす健康と病気｣

｢高齢者の住みやすい町づくり｣

「すべての人権侵害の共通点」

１年８組 「To realize symbiosis with medical care」

「Japanese education compared to the world」

「インターネットがもたらす人類の発展」
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（４）「GLOBALⅡ」の発表内容

【ステージ発表】

③ 人文社会学類 「足守メロンを盛り上げよう」

④ 人文社会学類 「次世代へ国際人権意識の伝え方」

⑤ 国際教養学類 「What kind of people are found attractive?」

⑥ 音楽学類 「面白い鑑賞の授業受けたくない？」

⑦ 理数学類 「冬は暖かくありたい」

⑧ 理数学類 「外来種を減らそう！ ～アメリカザリガニの肥料化～」

【教室発表】

人文社会学類 「岡山を盛り上げる」

（国際理解） 「自分に合った教育を手に入れる」

「福祉のマークの普及 ～誰もが過ごしやすい社会へ～」

人文社会学類 「江戸時代と現代の教育の違い～よりよい教育をめざして～」

（歴史探究） 「世界に影響を与えた教育理念」

「コレラとコロナ」

人文社会学類 「平安時代と現代のジェンダー差別」

（文学探究） 「『源氏物語』の魅力的な女性とその女性たちの悩み」

「『生』と『死』と心の天秤」

理数学類 「人口減少社会における空き家問題」

（数学） 「中学生の数学力向上についての研究」

「じゃんけんについての確率」

「6×6オセロの最善手」

理数学類 「用水路の新たな効用 ～水力発電力を添えて～」

（物理） 「渋滞学の応用 ～as soon as possible ～」

「Possibility of Dilatancy」

理数学類 「草木染めにおける日光の影響」

（化学） 「チョークによる水質浄化」

「自分たちで作る環境に優しい日焼け止め」

理数学類 「シュレッダーゴミの活用法」

（生物） 「ジャンボタニシによる食害を減らせ」

「川の臭いと酸素濃度」

国際教養学類 「Conveinience could be killing us.」

「Fill the wisdom gap of menstruation」

「Formula for how to convey the seriousness of environmental

issues」

「Let's Protect Stray Cats.」

「Why do Japanese People hesitate to tell their opinions?」

「Potential of School Lunch」

・音楽学類 「Magic of Music ～音楽の魔法～」

「YOASOBIを超えろ！！」

（５）「GLOBALⅢ」の発表内容

【ステージ発表】

⑨ ３年 荻野 夏実 「自己肯定感と日本の文化的社会的背景」

（６）成果と課題

①「GLOBALⅠ」

今年度は一人一台端末を導入したことで、資料の収集やプレゼンテーションの作成など、

グループごとで協同作業を行ったり、iPadを発表で使用したり、学びの活用が広がった。デ

ータはクラウド上に保存されるため、情報教室など特定な場所に限らず、普通教室でも活動

ができるようになった。

課題研究前に「SDGsに関する講演会」、「課題研究講演会」を行い、研究の素地を養い10
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月から実際に研究活動に入った。前半での知識や基礎の積み重ね、iPad活用による効率化も

あるが、１月中旬のクラス発表までに短期間で研究テーマの決定、調査、実験を経て結論、

展望などをまとめたことは、生徒たちの努力の証である。

ステージ発表では、クラス発表を受けて選ばれた代表２グループが、発表会までにお互い

の発表を見せ合い、疑問点や問題点を出すことでブラッシュアップし、何度も練習を重ねて

発表に臨んだ。２グループとも、２年次生ばかりの中で練習の成果を発揮して堂々と発表し、

さまざまな質問に対してもできる限りの返答をしていた。また、２年次生のステージ発表で

は、各学類の特色を活かしたより深い研究内容や見やすくまとめられたスライド、聴く側を

引きつける工夫された説明に刺激を受け、次年度の「GLOBALⅡ」への意欲を高めることがで

きた。ステージ発表以外の生徒は昨年同様、教室で視聴する形になったが、２年次生の発表

は勿論、積極的で的確な質問に大いに刺激を受けていた。

午後からの教室発表では、ステージ発表のグループを除き、各クラスから３グループずつ

が発表した。今年度は人の動きをできるだけ減らすため、発表班の生徒が違うクラスに移動

して発表する形をとった。ここでも各グループともiPadを活用し、自らミラーリング機能を

使用しプロジェクタに資料を投影していた。どのグループも発表班に選ばれてから原稿の修

正や発表練習を行って発表に臨むことで、午前中のステージ発表にも負けないほど、堂々と

発表していた。発表を聴いている生徒からは、想像以上に積極的に質問する姿が見られた。

１日を通して、２年次生や同級生の発表する姿を見ることで大いに刺激を受け、次年度の

学類の特色を活かした課題研究「GLOBALⅡ」で自分たちがすべきことを考えることができる

良い機会となった。質疑応答については積極的に質問する姿は見られたが、単に疑問を発す

る質問ではなく、より内容に踏み込み、発表者とは違う視点から考察した質問を期待したい。

そうすれば、発表者の研究内容や聴衆者の理解も深まり視野が広がると考えられる。

②「GLOBALⅡ」

「GLOBALⅡ」の授業で、学類ごとの学校設定科目（コア科目）ごとに編成された班で取り

組んできた課題研究の成果を、プレゼンテーションソフトを使ってまとめ、それぞれのグル

ープごとに事前グループ内発表を行い、代表を選出した。発表会当日は午前の全体会で６班、

午後の分科会で30班がプレゼンテーション形式で発表した。

各班の発表では、各学類コア科目の特徴に沿った研究内容を、プレゼンテーションソフト

に加え、実物を使用したり音楽を聴かせたりして、より効果的に伝えようとする姿勢が見ら

れた。いずれの発表も、文献調査だけでなく、校内外へのアンケートや校外施設へのフィー

ルドワーク、実験を取り入れたものであった。また、学類ごとの班編成にしたことで、英語

による発表や音楽に関する発表等、バラエティに富んだ内容となった。

午前の全体会では、いずれの発表班も大勢の聴衆の前で堂々と発表を行い、その後の質疑

応答も大変活発であった。中には、的確な質問とそれへの応答によって、聴衆全体の理解が

深まる場面も見られた。午後の分科会では、10会場に分かれて発表を行い、午前同様に活発

な質疑応答が行われた。午後は３回の発表にしたことで生徒の発表機会が増え、より多くの

生徒が充実感、達成感を得ることができた。また、人流を少なくするためコア科目ごとに教

室を割り当て、その教室に発表班が移動する形式をとった。そのため生徒が聴きたい班の発

表ではなかったが、違う学類の発表を聴く良い機会になった。

課題として、今年度も新型コロナウイルス感染症により制約が多い上に、大学の先生との

交流もリモートになり、発表会直前まで発表内容がまとまらない班が多数あった。代表発表

班決定から発表会までの短い期間中に他の行事もあり、とても多忙な中、昼休みや放課後を

使うことを余儀なくされた。課題研究の成果をプレゼンテーションソフトにまとめ、より効

果的な発表の形に仕上げるには十分な時間が必要であり、改めて計画を見直したい。

③「GLOBALⅢ」

今年度は「GLOBALⅢ」が、３年次生受講者３名で開講され、それぞれが個人研究を進めた。

研究成果の発表の場として、まず、11月25日に講座内で「GLOBALⅢ 課題研究発表会」を行

い、岡山大学の宮川陽名准教授からそれぞれの発表に対して指導助言をいただいた。更に３

名の中から代表者を１名決め、２月３日の課題研究発表会でステージ発表を行った。研究内

容、発表態度ともに１、２年次に行った「GLOBALⅠ」「GLOBALⅡ」の経験が生かされた、芯
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のある堂々としたものであり、下級生にひとつのモデルを示すことができたと考えている。

発表後は、岡山大学のサビナ・マハムド准教授からも好評をいただいた。

④全体

実施後の教員の振り返りから、「１年次生の教室視聴はよかった」、「さすがは２年次生だ

と思った」、「質疑応答がしっかりできていた」、「遠隔ではあるが、１年次生も質疑応答が

できればいいと思った」、「コロナで仕方がないが午後の部で他学年の発表も聴きたかった」

といった意見があった。次年度以降に生かしたい。

午前：１年次代表の発表、教室へオンライン配信 午前：２年次生の発表に対する質疑応答

午前：３年次代表の発表 午前：高校教育課による講評（オンライン）

午後：１年次の教室発表 午後：１年次の教室発表

iPadを使用してプレゼンスライドを 質疑応答でもiPadで資料を提示

ミラリング機能でプロジェクタに投影
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２．成果報告会

（１）目的

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型）」の最終年次の第３年

次における研究を分析し、明らかになった成果や課題を校外の教育関係者に発信する。併せ

て、本校教職員が成果や課題を共有するともに、令和４年度から全面実施の新学習指導要領

を踏まえた教育活動や学習指導の改善に資する。

（２）日程 令和４年２月３日（木）

15：15～15：20 校長挨拶

15：20～16：10 成果報告（司会：副校長）

①概要説明（グローバル係主任） ⑤異文化交流の深化（国際課長）

②「GLOBALⅠ」(グローバル係) ⑥自主性・自律性を育成する取組（生徒課長）

③「GLOBALⅡ」(グローバル係) ⑦カリキュラム開発等（教務課長）

④「GLOBALⅢ」(グローバル係) ⑧全体を通して（グローバル係主任）

16：10～16：25 意見交換（司会：副校長）

16：25～16：40 指導助言 岡山県教育庁高校教育課

（３）概要

他の高等学校等や大学、小中学校、さらに県内企業等の地域に対しても、広く周知するた

め、成果報告会を毎年度実施することとしている。様々な外部機関から学校の研究に対する

意見を受けることで、学校の研究開発を加速させることをねらいとしている。

令和３年12月に、県内の学校、運営指導委員、コンソーシアム運営委員、企業訪問先、課

題研究指導者（岡山大学の先生）に、課題研究発表会と併せて参加の案内を送付した。令和

４年１月に入り、新型コロナウイルス感染症の急速な拡大を踏まえ、感染予防の観点からZo

omを使用したオンライン開催に変更した。オンライン開催ということもあり、校外からの参

加申込数は、課題研究発表会は29名、成果報告会は23名となり、参加者からも多くの質問、

感想、助言をいただき盛況であった。

特に今年度は、生徒の研究発表資料、事業の成果報告資料ともに充実した内容となり、参

加者への資料配付もGoogle Driveを活用して事前にPDFファイルをお送し、研究成果の普及

に努めた。本校職員も合併教室に集まり、事前にiPadに配付したPDF資料を見ながらオンラ

インで参加し、成果と課題を共有することで今後の事業の取組や学習指導の改善を図りたい。

【本校会議室からオンラインで報告】 【ホストは平賀副校長】

【発表資料の一部】
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第５節 一人一台端末の活用・探究活動の充実を目指した学習環境

１．情報企画室基本方針

ＧＩＧＡスクール構想の早期実現を目指し、生徒一人一台の端末やＩＣＴを効果的に活用

することで、生徒の主体的な学び、進路に応じた最適な学び、知的好奇心・探究心や学問的

興味を引き出す学び、生徒主体の学校行事や各種活動での学び、海外体験や高大連携での学

び、個別最適化された学び等において、学習活動の充実を図る。

２．生徒一人一台端末

本年度の１年次生からBYOD方式で生徒一人一台端末（iPad（第８世代）Wi-Fiモデル）を

導入することとした。端末の管理はインヴェンティット株式会社の提供する MobiConnect

for Educationを使用し、アプリケーションの配信やWi-Fiの設定等を行っている。さらに

Apple School Managerを端末と連携させ、さらに端末管理ツール（MDM）とも連携させて管

理をしている。

３．校内Wi-Fiアクセスポイントの設置

Wi-Fi環境も整え、校内のどこでも情報ネットワークにアクセスすることが可能である。

令和２～３年度にかけて、次の箇所にアクセスポイントを設置した。

令和２年度：全普通教室、第１生物教室、第１化学教室、第１物理教室、社会科教室、被

服教室、音楽教室、合併教室、職員室

令和３年度：体育館、第２生物教室、第２化学教室、第２物理教室、ｅ-スタジオ、美術

教室、応接室、電算室、セミナー室

４．アカウントIDの発行

（１）「Google Workspace for Education」のアカウントIDの発行

「Google Workspace for Education」の持つ機能（Drive,Classroom,Meet,GMailなど）が

活用できるよう、全校生徒及び全教員にアカウントIDを発行している。課題研究に限らず、

平素の授業や学校行事でも活用は広がっている。

（２）「岡山県教育委員会 Microsoft365」のアカウントIDの発行

１年次の生徒のiPadでMicrosoft Office（PowerPoint,Word,Excel）が使用できるよう、

「岡山県教育委員会 Microsoft365」のユーザID ・パスワードを発行した。課題研究でプレ

ゼン資料を作成するなど活用が拡大した。

（３）「Classi」のアカウントIDの発行

ポートフォリオやアンケートを中心に「Classi」を活用しており、各教育活動や学校行事

でも振り返りやルーブリック評価などを行い、活動の評価、計画の改善が図られている。保

護者にもアカウントIDが発行されており、生徒や保護者への連絡も常時使用されている。

５．その他主な整備状況

（１）Zoomアカウントのライセンスの取得

オンライン会議やオンライン配信を行うことができるよう、Zoomアカウントを取得した。

課題研究のフィールドワーク、課題研究発表会、成果報告会、外部講師講演会など、様々な

教育活動で活用が広がっている。

（２）生徒用ＰＣの整備

「県立高校ふるさと岡山"学び舎"環境整備事業」により、生徒が課題研究などで利用可能

なＰＣ４台（Windows10、Office搭載）を整備した。ネットワークにも接続可能である。

（３）貸出用iPadの活用

生徒がいつでもiPadが活用できるよう、図書室に常設した。課題研究や年次集会などでも

活用されている。

– 39 –



第６節 JLP の取組 

 

（１）はじめに 

JLP とは、Joto Learning Project の略称で、生徒の主体的・対話的で深い学び（ア

クティブ・ラーニング）を促す授業を継続しながら、育成したい資質・能力の三つの柱

を考慮した授業の在り方についての研修会を企画・運営し、授業改善を図るものであ

る。スタッフは、指導教諭、教務課長、生徒課長、進路指導課長、各教科主任である。 

 

（２）取組と成果 

今年度も昨年度に引き続き、教務課、進路指導課、生徒課と協働して、知識・技能を

しっかりと身に付けさせ、思考力・判断力・表現力を磨き、学びに向かう力・人間性を

高め、何事にも自主的・自律的に行動できる生徒の育成を目指し、各種研修会を通して

授業改善を図ることとした。 

 

・教務課との協働 

教務課 OJT 担当者と２回の研修会を企画・運営することができた。第１回は６月

に各教科内で iPad をどのように授業で活用するかの教案作成や実践例の紹介などを

行い、７月に全職員で iPad を活用して各教科の取組を共有した。第２回は、９月か

ら 11 月に iPad を活用した他教科の授業参観を実施し、各教科内で様々な教科の取

組を共有し自教科での導入方法や活用方法を検証した。各教科内でのまとめは、iPad

を活用して共有した。今後も iPad を活用した授業が増え生徒の様々な能力を育成で

きると確信する。 

 

・生徒課との協働 

生徒課長や生徒課主任と制服の着こなしやマナーについての意見交換を行った。

１年次生を対象とした着こなしセミナーの実施を考えたが、日程等を上手く調整で

きず実施することができなかった。一方、生徒会では、ジェンダーレスの制服につい

ての検討を始め、臨時生徒総会などをオンラインで実施して意見を取りまとめてい

た。その後、来年度は、着こなしセミナーや制服を着る意義についての講演会等を実

施してほしいと生徒会から要望が出た。次年度は、着こなしセミナーを実施しマナー

向上を図る機会を得ることができると確信している。 

 

・進路指導課との協働 

若手教員と希望教員を対象に生徒面談の在り方や志望大学についての助言方法に

ついての研修会を実施した。また、昨年度に引き続き、若手教員による小論文伝達講

習会を実施した。若手教員の取組も大変すばらしく

内容も理解しやすく明快で、生徒対象の講習会を開

きたくなるものであった。また、全教科に校外での公

開授業への参加を呼びかけ、可能な限り校外の授業

へ参加し、授業改善への一助とした。更には、校内５

名の指導教諭の授業参観も促し各担当者の授業改善

や指導の工夫を共有してもらった。次年度も、以上の

取組を継続し、可能であれば、生徒対象面接講習会を

企画したい。 

 

（３）課題と次年度の取組 

教務課、生徒課、進路指導課と考え方や意見を共有し、協働を推進することができ

た。次年度も上記の取組を継続していきたい。また、指導教諭が５人となり各課にそれ

ぞれ１名が所属しているので、JLP と各課の中心となりよりスムーズに各取組を実施で

きるものと考えられる。 
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第３章 異文化交流の深化 

 

１．先進的な取組を取り入れた英語の授業の実施 

 
（１）実施内容 

  グローバル人材に求められる英語の実践的コミュニケーション能力を強化し、海外体

験や国際交流の効果を最大限のものにするため、３年間の英語の指導過程や指導法、評

価方法の研究開発を行う。これまで国際教養学類で指導を行ってきた様々な言語活動、

例えば、スピーチ、ディベート、ディスカッションなどを他の学類の授業においても取

り入れる方策を研究する。GTEC の成績分析をもとに、英語力を向上させる授業展開につ

いて研究開発を行う。 

 

（２）３年間の指導過程・指導内容の策定 

  新学習指導要領における４技能５領域、CEFR との整合性を意識し、文部科学省「英語

力を強化する指導改善の取組」拠点校指定時（平成 24 年、25 年）に作成した CAN-DO リ

ストの改訂を本事業第１年次に行ったが、この３か年での生徒の授業での活動の観察、

成績の伸長等を考慮し、本年度、CAN-DO リストの改訂を再度行った。 

 

（３）指導法の改善 

  実践の共有、指導法の改善を目指し、以下の公開研究授業を行った。 

   

日 時 科 目 授 業 内 容 
６月 23 日 Practical writing（３年次国際教養学

類） 

エッセイライティングを中

心とした４技能統合型言語

活動 

10 月４日 コミュニケーション英語Ⅱ（２年次） リテリングを中心とした４

技能統合型言語活動 

11 月１日 英語表現Ⅰ（１年次） 

＊指導教諭による公開授業と兼ねる 

文法知識の習得を中心とし

た４技能統合型言語活動 

12 月 21 日 コミュニケーション英語Ⅰ（１年次） 

＊外国語指導助手との共同授業推進研修会と兼ねる 

ディベート 

１月 17 日 コミュニケーション英語Ⅲ（２年次） 

＊校内のみ 

サマリーライティングを中

心とした４技能統合型言語

活動 

１月 31 日 英語表現Ⅱ（２年次） 

＊校内のみ 

パラグラフライティングを

中心とした４技能統合型言

語活動 

 

（４）評価方法の開発 

  本年度は、毎週月曜日３限に外国語科会議を開き、完成した CAN-DO リストの改訂、新

学習指導要領における指導方法及び評価方法の検討を中心に協議を行った。これらの会

議と公開授業における助言者として、就実大学教授小山敬一氏に複数回来校していただ

いた。 

 

（５）成果 

  GTEC における４技能総合の CEFR が、昨年度２年生次の B1 の割合が 22.6％だったが、

同生徒が本年度３年次生になると、44.1%と大きく伸びた。これは過去３年で最高値であ

り、本事業の成果といえる。本年度２年次生も、１年次から２年次にかけて、昨年度の

生徒と同程度、B1 の割合が増えているので、着実に力をつけているといえる。本年度１
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年次生は、B2 の割合が 10%を超えており、過去３年で最も高い割合を示した。本事業で

の取組を継続及び深化させ、さらに伸びていくことを期待したい。 

  また、英検に関しては、本年度３年次生も、25 名という多くの生徒が準１級を取得し

ている。本年度２年次生でも、５名の生徒が準１級を取得している。また、本年度２年

次生は、英検２級の合格者が例年よりも多く、中位層においても英語学習のモチベーシ

ョンが高まっていることが窺える。 

  その他、TOEFL、IELTS、TOEIC などの試験も、新型コロナウイルス感染症流行のため、

多くの制限があったが、積極的に受験していた。また以下のように、今年度も英語運用

能力を様々な場面で評価された。 

 

・第 10 回岡山県高校生英語ディベート大会３位 

・第 11 回日本高校生パーラメンタリーディベート連盟杯 岡山県大会優勝 

・第 27 回吉備国際大学高校生英語スピーチコンテスト加計賞（第１位相当） 

・第 60 回全国高等学校生徒英作文コンテスト１年の部優良賞（１名）、入選（１名） 

・Glocal High School Meetings 2021 英語発表部門銀賞 

・第 15 回岡山県高校生英語レターコンテスト入選 

   

ここまでは、各種資格試験結果と外部評価に基づく量的な成果となるが、最後に、こ

の事業指定期間である３年間、本校で学んだ本年度３年次生の声を、質的な成果の一つ

として紹介したい。当該年次生のうち、３年間で GTEC のスコアが大きく伸長した 10 名

の生徒に聞き取りを行った。ほとんどの生徒がペアワークなどで自分の意見をアウトプ

ットする機会が授業の中に豊富にあったことを、自身の伸長の要因としてあげていた。

授業以外の要因としては、海外文化研修やネイティヴとの交流が、英語学習に対する意

欲を増大させたという回答が多かった。また、そのような機会がさらに充実することを

望む声が、コロナ禍も相まって多く見られた。 

 

（６）事業を終えて 

  本事業を通して、CAN-DO リストの改訂を行い、それに基づいた授業や評価を行い、そ

れらの実践を踏まえ、再度 CAN-DO リストの改訂を行い、新学習指導要領における学習に

も対応し得る CAN-DO リストを作成することができたことは大きな成果である。また、年

次によって指導と評価に差があることが外国語科の課題であったが、本事業を通して、

授業を参観する風土も醸成された。そのことで、各年次のリテリングやディベートなど

のスピーキング活動を中心とした４技能統合型言語活動を軸とし、それぞれの年次で取

り組むべきアウトプット活動を充実させていくという授業が、外国語科全体を通してデ

ザインされている。そのような授業スタイルが、英語運用能力の伸長に寄与していると

生徒が感じていることも前述したとおりである。また、その生徒たちが、海外体験や国

際交流の機会が、英語学習のモチベーションを高めることにつながったと回答している

ことは、冒頭で述べた「海外体験や国際交流の効果を最大限のものにするため、３年間

の英語の指導過程や指導法、評価方法の研究開発を行う」ことを目的とした本事業は、

生徒のニーズに合致し、生徒の力を伸ばすものだったといえる。新型コロナウイルス感

染症が収束する兆しはまだ見られないが、ビデオ会議アプリケーションの活用などが進

み、国際交流の機会を確保できつつある。そのような機会を捉えて、生徒の学びが深ま

るよう、本事業で培ったノウハウを次年度以降にも引き継ぎ、発展させながら、より良

い授業を模索していきたい。 
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２．海外交流の取組 

 
（１）“FLAT (Foreign Language Active Learning) in Osaka” 

 

  本校では、国際理解教育の一環として、創立以来、１年次生の希望者を対象に、夏季

休業中の７月下旬から８月上旬に海外文化体験研修を実施してきた。現在のような情勢

では、海外への渡航は難しく、直接海外の人たちとの交流ができなくなっている。その

代案として、国内で語学異文化体験研修“FLAT(Foreign Language Active Learning) in 

Osaka”を８月７日（土）から 11 日（水）に企画した。気軽にふらっと参加して語学学

習ができ、滞在中はネイティヴの講師たちと様々な国の食事をともにしながら就寝まで

交流し続ける５日間となるようプログラムを工夫した。残念ながら、緊急事態宣言のた

め中止となった。以下は行程表とプログラムである。 

 

 ＜行程表＞ 

 

 ＜プログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 ※５日目は 12 時      

まで活動を続け、 

昼食をネイティヴ

講師たちと食べて

終了するプログラ

ムに変更した。              
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（２）国際交流推進員との交流会 

 

   実施日：令和３年６月 23 日(水) 韓国国際交流推進員 

      令和３年９月 22 日(水) 中国国際交流推進員 

 

２年次国際教養学類の生徒を対象に、岡山県の国際交流推進員と交流会を実施した。

例年、学類研修で韓国を訪問し提携校である外国語高等学校の生徒と交流していた経緯

があり韓国国際交流推進員と、また、学類研修の代案としてシンガポールへの訪問を計

画したのでシンガポールにおける中国文化を学ぼうと中国国際交流推進員との交流会を

決めた。国際交流推進員を本校に招き、対面形式で韓国と中国の文化をそれぞれ学び、

異文化理解を深めることがきた。 

 
（３）希望者対象国際交流行事 

 

 

その他、多くの生徒が積極的に国際交流行事（岡山市国際課主催のもの）への参加や

各種留学プログラムへの応募を行った。 

名 称 参加者数 開 催 日 時 

Design Your Future 2021 
１年次生

２名 
令和３年７月 26 日(月)～31 日(土) 

Stanford MBA GMIX Program 
１年次生

４名 
令和３年８月 28 日(土) 

岡山県・中国江西省青少年交流事業
１年次生

４名 
令和３年 11 月 21 日（日） 
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茶道のお点前を練習するメラニーさん たこ焼き作りに挑戦したメラニーさん 

３．海外姉妹校・提携校等の受け入れ、外国人留学生の受け入れ 

  

 （１）海外交流校の受け入れ 

 本校には韓国に、金海外国語学校、慶南外国語学校２校の交流校がある。毎年、本校国

際教養学類２年次生が学類研修の一環として両校を訪問し、９月と 10 月には両校からの修

学旅行の受け入れを行うという相互訪問による交流を行っている。しかし、昨年度に引き

続き、今年度も新型コロナウイルス感染症蔓延のため、残念ながら相互の訪問は中止とな

った。韓国の高校生との交流を楽しみにして入学してきた生徒が、交流できないまま卒業

を迎えることになり、大変残念に感じている。アフターコロナを見据え、交流をいかに継

続させていくかが今後の課題である。 

 

（２）外国人留学生の受け入れ 

本校では、長期留学生の受け入れも積極的に行っている。ホストファミリーを本校生徒

の中から募集し、学校生活でも家庭生活でも留学生と交流する機会を設けている。本年度

は１名の留学生を受け入れた。 

ドイツ・ルートヴィッヒスフェルデより留学しているメラニー・アントニウスさんで、

令和２年 11 月から令和３年７月末まで滞在した。新型コロナウイルス感染症蔓延により留

学開始が遅れたり、滞在中も行きたいところへ行くことができなかったりと不便なことも

多かったが、無事に留学期間を満了して帰国することができた。 

昨年度は２年次、本年度は３年次国際教養学類に所属した。勤勉な性格で日本語の学習

をはじめ、茶道などにも高い関心を持ち茶道部の活動にも自ら進んで参加した。短期間で

お点前も上達し、作法も大変美しくこなすこともでき、多くの日本文化を学んだ。また、

週５回の日本語授業では、たこ焼きやいちご大福など日本ならではの料理を体験しながら

日本語を学ぶという、ユニークな授業も行われた。ホストファミリーに連れて行ってもら

った温泉も気に入ったようである。 

最後まで礼儀正しく、誠実な人柄で、友人からはもちろんのこと、教員やホストファミ

リーからも厚い信頼を得ており、愛されていた。「あきらめずにがんばれば、なんでもでき

ます」というメッセージによく表れているように、彼女のひたむきな姿は、多くの生徒た

ちに良い刺激を与えてくれた。ぜひまた日本を訪れ、今回行くことの叶わなかった京都に

も足を運んでもらいたい。 
そして新たに、４月にはフィンランドから１名、９月にはドイツから２名の留学生受け

入れに向けて準備が進んでいたところであったが、こちらも新型コロナウイルス感染症蔓

延のため、現在のところ留学延期・中止を余儀なくされている。何かと不自由な中ではあ

るが、生徒たちが異文化との接点を持つことができるチャンスを今後も模索していきたい。 
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４．岡山大学外国人留学生との交流 

 

 （１）目的 

グローバル社会において異なる文化背景を持つ人々と意思疎通を図り、相互理解を

深める一助としての英語コミュニケーション能力の向上を目的とする。 

 

 （２）目標 

   岡山や日本の理解を深めると同時に異文化理解を深め、グローバルリーダーとして

の資質・能力の土台作りを行う。 

 

 （３）実施日・実施場所  
   ・第１回 令和３年７月 27 日（火）14 時～15 時半・本校セミナー教室 

   ・第２回 令和４年３月３日（木）14 時半～16 時半・同上    

 

 （４）参加者  
   本校１年次 国際教養学類進級予定の生徒及び希望者 45 名程度 

岡山大学大学院に所属する外国人留学生 

第１回９名（インド１名、ケニア２名、ネパール１名、ガーナ２名、シリア１名、

バングラデシュ１名、ナイジェリア１名） 

第２回８名（ケニア２名、ナイジェリア１名、トリニダード・トバコ１名、ガーナ

２名、カメルーン１名、ベナン１名） 

 
（５）内容  

   ・第１回（オンライン開催） 

本校生徒と岡山大学外国人留学生が各自事前にそれぞれの国・特徴的な文化・伝

統行事等についてのプレゼンテーションを英語で準備しておき、当日は生徒４～

５人と外国人留学生１人が１グループとなりプレゼンテーションと質疑応答を行

った。留学生のプレゼンテーションは各回 15 分、４回のローテーションで行って、

様々な文化圏についての知識理解を深めた。生徒のプレゼンテーションは、自分の

紹介したい日本文化を、質疑応答を含め１人２分で全員が発表した。 

・第２回（オンライン開催） 

本校生徒４～５人と岡山大学外国人留学生１人が１グループとなり、生徒から

司会と記録係を決めた上で、あらかじめ提示したトピックについてグループディ

スカッションを行う。トピックは「自分の国の文化を特徴付けるものとは」「自分

の文化の中で失礼にあたる言動とは」といった、異文化理解に関わるものとする。

その後、生徒がディスカッションを通して学び得たことを他のグループに対して

発表することで、様々な文化圏についての理解を深められるようにする。 

 

 （６）成果と課題 

   昨年までは２年次国際教養学類生徒を対象に開催していたが、今年は試験的に１年

次の国際教養学類進級予定の生徒を対象とした。海外文化体験といった海外交流の機

会が失われる中、生徒の英語学習に対する目的意識や異文化に対する興味を高揚させ

ることがねらいである。ALT との TT 授業以外に外国人と接する機会がない生徒が大多

数を占める中で、多国籍の外国人との交流の機会をもつことで、文化の多様性を認識

するとともに、自国文化についても見識を深めることの重要性を再認識した。また、

ネイティブの英語話者でない者同士で、自らの考えを伝えたり相手の言いたいことを

正確に理解したりするために、英語力の向上の必要性に気付き、学習意欲の高揚につ

ながった。１年次を対象とすると、時程外での交流となり、事前準備の時間や活動内

容も限られてくることが課題で、第２回の活動が対面でないために難易度が高いとい

う懸念はあるが、今回の反省を踏まえて来年以降の方向性を検討していきたい。 
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５．ハーバード大学生とのオンライン交流（GLOBAL ENGAGEMENT PROGRAM）

２年次国際教養学類に向けた新たな取組

（１）プログラムの概要と導入の経緯

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、今年度も学類研修、海外文化体験研修など、海

外での学習活動が中止又は変更となった。昨年度は、新たな試みとしてISA・GIP US協力のも

と、「JOTO STEEEEM（Science,Technology,Engineering,Environment,Entrepreneurship,Engl

ish and Math） 2020」と題し、アメリカ現地のオーディエンス(大学生・大学院生、研究者、

ビジネスパーソンなど)とオンラインで繋いで、課題研究の発表やその内容の指導を受けた。

アメリカで行われているStudent Centered Learningと探究型学習法に基づいた授業であり、

生徒を中心とする参加型授業である。これにより、生徒のリーダーシップ性、理系的思考力、

プレゼンテーション力、課題解決能力等の育成を図ることを目指した。

（２）ハーバード大学生とのオンライン交流

今年度は、国際教養学類２年次生を対象に、近畿日本ツーリスト・JACC(Japan America Aca

demic Center)日米学術センターの協力のもと、「GLOBAL ENGAGEMENT PROGRAM」と題し、令和

４年３月15日（火）から18日（金）に海外研修の代替プログラムを実施する。ハーバード大学

生とオンラインで繋ぎ、世界における様々なテーマについてディスカッションなどを行う。ま

た、「GLOBALⅡ」で研究してきたテーマについての発表を行い、意見交換を行う。様々なバッ

クグランドと専門知識を有するハーバード大学生との交流は有益であり、海外研修が不可能と

なったことで、当初の計画でねらいとしていた資質・能力の育成が、本プログラムへの変更に

より、十分代替できるものと考える。令和３年12月に、管理機関から文部科学省へ研究開発実

施計画変更申請書を提出し、この度の取組が実現可能となった。

（３）ねらい

例年、海外研修では、「GLOBALⅡ」での課題研究の成果をもとに、海外の大学や高校、国際

機関などで意見交換を行うことにより、プレゼンテーション力やコミュニケーション力を身に

付けることをねらいとしている。また、ハーバード大学生との交流や意見交換を通して、大学

入学までの過程、大学生活とそこで学び考えていること、将来の夢などを知ることで、進路や

考え方などに意義ある刺激を与えることもねらいとしている。

この度は、JAAC日米学術センターが実施するSLICEオンラインプログラムを実施し、ハーバ

ード大学の学生をメンターとして招へいし、英語でのオンラインフィールドワーク、ワークシ

ョップ、ディスカッションを実施する。「GLOBALⅡ」の課題研究の内容をさらに深めるととも

に、プレゼンテーション力やコミュニケーション力、批判的思考力を身に付けることをねらい

とする。なお、ハーバード大学の学生メンター、JAAC現地スタッフなどの必要な人材の確保や

コーディネートなどは、変更前の海外研修に係る委託業者であり、本事業の趣旨、目的を熟知

している近畿日本ツーリストに業務を委託する。

（４）プログラムの目的

①グローバルリーダーシップ理解

幅広い分野においてグローバルリーダーシップとはどのようなものかを理解するととも

に、自らのリーダーシップスキルを身に付ける。

②思考力の向上

様々な情報を検討し、シナリオを分析し、ハーバード大学生や仲間と協力して様々な問

題に対して独自の解決策を提示するワークショップを通して、思考力を養う。

③英語によるコミュニケーションスキルの向上

すべてのアクティビティは英語で行われ、文化的、専攻分野の異なるハーバード大学生

がセッションを担当する。ハーバード大学生のサポートを受けながら、生徒は幅広いトピ

ックについて英語で考え、自信をもって自分の意見を述べ、アイディアを共有する能力を
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身に付ける。

④知識の習得

プログラムの期間中、参加者はハーバード大学生によるワークショップのシリーズを受

講する。プログラムの前には、ワークショップで取り上げられるトピックについて新たな

知識を得るための課題が用意される。

（５）日程・内容

○事前学習セミナー

令和４年３月２日に、参加生徒を対象に事前学習セミナーを行った。近畿日本ツーリストの

担当者にも来校いただき、当日のスタディーガイドを配付するとともに、JAAC日米学術センタ

ーとオンラインで繋ぎ説明を受けた。スタディーガイドは、各ワークショップのトピックの基

本的な理解を確立するのに役立つようにデザインされたリーディング、ライティング、リスニ

ングのアクティビティ教材である。本プログラムで必要となる主要な用語や語彙を事前に学習

し、自分の考えや意見を発表するための準備も行った。また、当日に参加するメンターの紹介

や各国のクイズも交えて、事前学習が行われた。

○思考力を養う「ハーバードワークショップ」

事前準備で学習した知識をもとに、様々な視点から問題を議論し、シミュレーションやケー

ススタディを通して、問題に対する解決策や対応策を考え、提案を行う。他国の同世代の優秀

な若者と比較して、日本の生徒たちが顕著に不足していると指摘される２つの基本的なスキル

である「掘り下げて考える力＝クリティカル・シンキング」と、「自己の考えを英語で表現／

伝える力＝英語コミュニケーション」の重要性と実践の機会を設ける。

○主体性を養う「グループワークとディスカッション・プレゼンテーション」

生徒はハーバード大学生や仲間と様々なアクティビティに参加する。少人数のグループで行

われ、各自が積極的に参加できるようにする。また、プレゼンテーションを準備し、ハーバー

ド大学生からコーチングを受ける。プログラム最終日にはプレゼンテーションを行い、ハーバ

ード大学生からフィードバックを受ける。

３月２日事前学習セミナー

２年７・８組の教室で実施

（オンライン）

事前配付のスタディーガイド
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○日程

[ DAY1 ]３月15日

〇プログラムイントロダクション

ファシリテーター（主任講師）からプログラムの目的と目標、４日間のスケジュール詳細

について説明を受ける。ハーバード大学生の自己紹介に続いてアクティブで楽しいアイスブ

レーキングセッションを通して、生徒とハーバード大学生の距離を近づけてプログラムを開

始する。生徒は５～６名のグループ（ホームルーム）に分かれて、４日間のプログラムに臨

む。

〇ハーバードホームルームセッション

ホームルームに分かれてホームルーム担当のハバード大学生と以下について話し合う。

・ハーバード大学生はなぜハーバードに進学し、何を学んでいるか

・参加生徒の夢や目標を共有

・世界の様々な人々と交流し社会問題を理解することの意義と重要性について

・課題研究に関するプレゼンテーション、[DAY2][DAY3]の準備
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[ DAY2 ][ DAY3 ]３月16日・17日

〇フィールドワークセッション

生徒は課題研究のプレゼンテーション発表をオンライン上で行う。メンターは自身が関心

を持っているトピックを生徒のプレゼンテーションに関連付けて話す。トピックはそれぞれ

のメンターの出身国が抱える問題や課題を題材とする。生徒はその課題やトピックについて

事前に学習を行い、メンターとディスカッションやインタビューリサーチを行う。トピック

以外にもフリートークの時間を設け、メンターの出身国の文化や習慣についても理解を深め

る。

[ DAY4 ]３月18日

〇リフレクティブディスカッション

初日同様にハーバード大学生が参加し、ホームルームに分かれて、[DAY2][DAY3]に学んだ

内容をハーバード大学生と共有する。ハーバード大学生は生徒にフィールドワークを行うと

ともに、発展的なトピックを提起し、生徒とディスカッションを行う。意見やアイディアを

出した上で、ホームルームごとにプレゼンテーションを作成する。

〇グループプレゼンテーション、クロージング

グループごとに学んだこと、話し合ったことについてのまとめを発表し、生徒間で意見交

換を行うとともに、ハーバード大学生が総評を行う。世界の様々なトピック、問題、課題を

英語で学び考えることの重要性を、生徒とハーバード大学生とで共有し理解を深める。

（６）オンラインの活用

①使用機器

・PC（Windows、ホスト用）

・iPad14台（生徒１班当たり２台）

・プロジェクタ（セミナー室既設）

・Wi-Fiは新設のアクセスポイントを使用（セミナー室）

②使用アプリケーション

・Zoom（現地とのオンライン接続、ブレイクアウトルームも使用）

（参考）昨年度の取組の様子（JOTO STEEEEM 2020）

初日、講師による説明。その後、全グループの現時点での英語による課題研究発表。

その後は、現地アメリカとオンラインを活用し、課題研究を深める。
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６．今年度の成果や課題 

 

（１）成果 

生徒の英語力を伸ばすため、教員が一丸となって授業改善に取り組んだ。週に１時間

の外国語科定例会議を行い、各科目の授業目標や各授業における目標と活動について話

合いを重ね授業実践に結び付けた。初年度は学期に１回の公開授業を実施したが、年々

教員の意識が向上し、今年度は校外に案内した公開授業を４回、校内研修としての公開

授業を２回、合計６回の授業を公開した。これにより、“JOTO STYLE”と呼ばれる授業形

態を確立することができた。英語のメモを参考に生徒自身の言葉で英文の内容を筆記や

口頭で即座にまとめさせる活動を継続することにより、指示されたテーマや語数で英文

を書いたり、口頭で発表したり、討論したりする力を身に付けさせることができた。生徒

にも CAN-DO リストを配布し各年次で身に付けるべき４領域５技能の力、達成目標を明示

し、生徒とともに授業を構築することに成功した。英語の成績を向上させている生徒へ

の聞き取り調査では、「授業で自分の英語が理解され意見交換ができるのが楽しくて、自

宅でも英語の勉強を積極的に行っている」と複数の回答があった。また、アドバイザーの

就実大学教授の小山敬一氏からも、「生徒の英語力を伸ばすために３年間を見通した授業

を行えるようになり、各教員の個性も生かしながらそれぞれの授業で指導目標を達成し

ている」との評価を得ることができた。 

今年度新たに導入したのは、iPad を活用したスピーキングテストである。外部資格試

験でも音声の吹き込みを行うので、実践を兼ねた練習にもなった。この iPad を活用した

スピーキングテストは１年次生のみを対象としており７月と３月に実施した。音声を

iPad に吹き込み、生徒自身で発話内容を確認したり語数を数えたりするなどして分析を

行い Google Drive に提出する。その後、教員が同様の評価を行う。評価シートを返却し、

フィードバックとして授業での各種活動に繋げ指導を継続することができた。 

国際教養学類の生徒を中心とした海外交流活動も昨年度に引き続き実施することがで

きた。１年次生で国際教養学類へ進級する生徒を対象とした岡山大学留学生との交流会

を１回から２回に増やすことができ、７月と３月に行うことができた。残念ながら、新型

コロナウイルス感染拡大予防のためオンラインでの実施ではあったが、各自の iPad を有

効活用し班毎に留学生と英語で２時間に及ぶ交流を行い、即興でプレゼンテーション資

料を作成し、全留学生に対して発表するなどの精度の高い交流ができた。留学生からは

他校の生徒に比べて英語力の高いことを評価してもらい、生徒は自分の英語力に自信を

持ち、益々海外へ行き多くの人たちと交流することを希望するようになった。 

２年次生国際教養学類生徒を対象としたハーバード大学生との交流会も３月に４日間

実施することができた。昨年度の STEEEEM プログラムに代わるものである。専門的知識

をしっかりと身に付け見識の広い大学生と英語で交流することは、かなり刺激的なプロ

グラムであり、生徒たちも積極的に参加し自分自身を鍛えることができた。 

 

（２）課題、次年度の取組 

次年度は、外国語科内で計画的に相互授業参観を行い更なる授業改善が継続できるよ

う取り組む予定である。生徒の高度な英語運用能力の育成には、教員の指導力向上と指

導の工夫が絶えず必要である。各授業で様々な英語運用場面を考え、生徒が楽しみなが

ら授業を受け英語を使用する場面をより多く設定できるよう改善を続けたい。 

また、生徒が海外の人たちと実際に英語を話したり発表したりする場面を定期的かつ

継続的に設定していきたい。現時点では、１年次生の国際教養学類進級予定者を中心に

岡山大学留学生との交流を続けているが、その他の学類の生徒にも国際交流の場を設定

していきたい。幸運なことに、次年度は、オーストラリアから１名の生徒が１年次生へ、

ドイツから２名の生徒が２年次へ留学してくる予定である。直接海外の生徒と交流でき

る機会を得るのは大変貴重なことで、より多くの生徒が留学生と交流する場を提供した

い。 

計画通りに進まない場面もあるかもしれないが、より多くの活動計画を立て海外交流

場面を増やし生徒の高度な英語運用能力の育成に努めたい。 
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第４章 自主性・自律性を育成する取組 

 

１．社会貢献活動の実施 

   社会貢献活動では学校が主催する活動と有志（生徒会・部活動・個人）による活動と

大きく分けて２つのカテゴリーで実施した。 

学校が主催する活動は、1 年次生全員を参加対象として企画した。昨年度に続き新型

コロナウイルス感染症拡大防止のため、あわじ宿泊研修清掃活動、小学生学習支援、ス

ポーツ支援ボランティアは中止となった。しかし、「献活デー」（社会貢献活動の日）で

は、多くの近隣施設で生徒の受け入れに協力いただいた。オンラインによる高齢者と

の交流や、車椅子やおもちゃの消毒作業等、コロナ禍ならではの経験も生徒にとって

は有意義であった。 

 有志による活動では、企業との協働ボランティアや有志ボランティアへの呼び掛け

に様々な部活動が積極的に参加することができた。昨年以上に生徒の参加数が増加し

た背景には、これまでのボランティア活動の実践が定着し、生徒が主体となって参加

する意識や意欲が高まったことが挙げられる。 

 

（１）学校主催の社会貢献活動 

①参加実績 

  ・あわじ宿泊研修清掃活動（５月中止） 

  ・小学生学習支援、スポーツ支援ボランティア（８月中止） 

・吉備路ウォーキング清掃活動（1 年次全員対象 実施） 

  ・献活デー（９、10 月１年次生全員対象 実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②活動の様子 

 

  

「献活デー」受け入れ先施設 

参加人数 

１日目 ２日目 

１ 財田幼稚園    30 30 

２ 古都こども園    20 20 

３ 芥子山小 みつばちクラブ     4 ― 

４ 城東チャイルドセンター     5 ― 

５ 特別養護老人ホーム けしごの里    30     30 

６ 介護老人保健施設 古都の森    42 40 

７ サービス付き高齢者向け住宅 VERZ 城東    ― 10 

８ 芥子山幼稚園 30    30 

合  計    161 160 

献活デー（財田幼稚園） 献活デー（オンライン交流会）献活デー（芥子山幼稚園） 
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③生徒の感想   

・城東チャイルドセンター（保育施設） 

      小さい子供たちが遊ぶおもちゃを消毒するのが思ったより大変だった。丁 

     寧にすることが第一だが、時間の制限もあるので効率よくすることが大切だ 

と思った。コロナ禍ということもあり、交流などはあまりできず残念だった 

が、最後に見学をさせてもらえたのがよかった。今回の体験を将来や次の貢 

献活動にも生かしていきたい。 

 

・けしごの里（特別養護老人ホーム） 

       駐車場や建物の周りの落ち葉集めや草抜きなどをした。落ち葉が多くあっ 

て一人で一袋半集めることができた。他のクラスの初対面の人とも話をしな 

がら、普段施設の人ができないような細かいところまできれいにするように 

心掛けた。施設の利用者の方には会えなかったが、間接的に少しでも役に立 

っていたらうれしい。 

 

・古都こども園 

       花壇の整備や運動場の掃除などをした。自分から進んで行動し、目に見え 

にくいところまで掃除することができた。また、安全面や使いやすさなど、 

施設の工夫をたくさん見つけられた。子どもが使う施設では、私たち高校生 

とは違って子どもの視点でものを考えることが大切だと思った。参加する前 

は大したことはできないと思っていたが、大勢いないとできないことや力が 

必要な作業は、高校生でもとても役に立てることがわかった。感謝されると 

とてもうれしく達成感が得られ、他のボランティア活動にもぜひ参加したい 

気持ちが高まった。 

 

・吉備路ウォーキング清掃活動 

  吉備路は一見とてもきれいなのでゴミはないだろうと思っていたが、結構 

たくさんのゴミが落ちていた。側溝や田んぼに落ちているものなど拾えるゴ 

ミはほぼ拾い、ビニール袋３つをパンパンにして持ち帰ることができた。自 

然の中でのんびりとみんなで歩きながらのゴミ拾いだったので、あまり作業 

という感じではなく、楽しみながらできたのがよかった。ゴールで全部のゴ 

ミを集めるとかなりの量になった。今日１日歩いたルートがかなりきれいに 

なったと思い、充実感を味わうことができた。 

 

 

      

献活デー（けしごの里） 

  

献活デー（みつばちクラブ） 

 

献活デー（古都の森） 
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（２）有志（生徒会・部活動・個人）の社会貢献活動 

①活動実績について 

・通学路清掃活動（５月野球部） 

・玉野市渋川海岸清掃（７月バレーボール部） 

・ファジアーノ岡山（サッカー）ハーフタイムショー（７月管弦楽部・合唱部） 

・中学校へのボール寄付（８月テニス部） 

・こども園交流会（11 月音楽学類２年次９組） 

・岡山中央警察署特殊詐欺防止啓発動画作成（11 月美術部） 

・動物愛護募金（11 月ボランティア部） 

・通学路清掃活動（11 月社会貢献活動委員会） 

・岡山中央警察署交通安全呼びかけ動画作成（12 月美術部） 

・JR 東岡山駅清掃・点字ブロック清掃（12 月テニス部） 

・財田保育園ボランティア（12 月バレーボール部・サッカー部・テニス部） 

・こども園交流会（３月合唱部） 

・地域清掃活動（通年バレーボール部） 

・小学生登校サポート（通年テニス部） 

・コンタクトレンズケース回収リサイクル（通年保健委員会） 

・ヘアドネーション（個人） 

・NHK 海外たすけあい募金活動（個人） 

 

 

②活動の様子 

 

 

 

 

 

 

渋川海岸清掃（バレーボール部）

テニスボール寄付 

 

 
特殊詐欺啓発動画作成（美術部） 

 

こども園交流会（音楽学類） JR 東岡山駅清掃 
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③生徒の感想 

・渋川海岸清掃ボランティア 

砂浜のゴミ拾いをすることで、自分や周りの誰かが怪我をするのを少しで 

も防ぎ、人の役に立つ活動ができて良かった。また、人が捨てたゴミ以外に 

も海からのゴミが多いことを実感した。今回の活動を通して、身近な環境問 

題にも触れることができたので、今後の生活や公共の場の利用の仕方を改め 

て考える良い機会になった。 

 

・特殊詐欺防止啓発動画作成 

誰かに自分が呼びかけたいことを伝えるためのツールとして絵を描くのは 

初めての経験で、とても緊張した。文字と絵をどういう動きで画面に出すか 

という悩みもこういう機会を与えてもらえたから感じられた事だと思う。今 

後も誰かの為に自分の絵を使えたらいいなと思った。 

 

・こども園交流会ボランティア 

園児たちが体を動かしながら、楽しそうに聴いている様子を見ていると、 

歌っている私たちも自然と笑顔になれた。私たちの音楽が、小さな子どもた 

ちに元気を分けてあげられていると思うと、これからも楽しい音楽を提供で 

きるように交流を続けたい。 

 

・JR 東岡山駅清掃ボランティア 

比較的きれいだったが、細かいところまで目を配ってみるとお菓子の袋や 

たばこの吸い殻などのゴミが意外と多く見つかった。やはりいい気分はしな 

いし、ポイ捨てをしないことは周りの人への配慮にもつながると改めて感じ、 

ゴミを自主的に拾えるように心掛けたい。 

 

 

NHK 海外たすけあい募金 

 

  
小学生登校サポート こども園交流会（合唱部） 財田保育園ボランティア

 

 
環境美化（花壇作り） ヘアドネーション寄付 
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・小学生登校サポートボランティア 

地域の方と連携して、横断歩道を渡る小学生の登校安全支援を行った。私 

たちの活動が小学生の安全を守っていると思うととても意義があるものと感 

じた。また、活動を通して高校生の交通マナーや安全について考える機会と 

なった。今後も元気な挨拶を交わしながら地域の交通安全活動に貢献したい。 

 

・財田保育園ボランティア 

保育園では、園児から目を離せないため、職員の方が普段掃除や片付けが 

困難な箇所を掃除した。活動が終わった時には大変感謝していただき、きれ 

いになった園を見て、役に立てたというやりがいを感じ自分のことを誇らし 

く思えた。また、参加したいと思った。 

 

・動物愛護募金ボランティア 

今年度ボランティア部は 1 年次生の発案で動物愛護募金活動を行った。募 

金活動の経験者はおらず、ポスターや募金箱も手作りで「本当に募金は集ま 

るのか？」と不安な気持ちの中で準備を進めてきたが、終わってみると予想 

を大幅に上回る金額が集まった。今回の活動を通して得た経験を今後の活動 

に活かしてさらなる社会貢献活動に努めていきたい。 

 

・NHK 海外たすけあい募金ボランティア 

大勢の前で募金を呼びかけるのは緊張したが、自分の呼び掛けが役立つこ 

とが何よりも嬉しく、最後には笑顔で終わることができた。この募金活動を 

きっかけにこれからもこのようなボランティア活動に参加したいと思った。 

 

・通学路清掃ボランティア 

いつも何気なく通っている道も、視線を低くしてよく見るとたばこの吸い 

殻や空き缶など様々なものが落ちている。かなりのゴミがあったが献活委員 

で協力して清掃できた。通学路をきれいにしたことで、城東生や地域の方が 

気持ちよく通行できるようになった。 

 

・ヘアドネーション寄付ボランティア 

今回の寄付のために髪の毛をしっかりケアしてきた。その髪でヘアウィッ 

グができ、笑顔になってくれる人がいると思うとヘアドネーションをして良 

かったと思う。また、私たちの行動を見て、「私もヘアドネーションをしてみ 

よう！」と思ってくれる人がいれば幸いだ。 

 

２．生徒会活動や委員会活動の活性化 

（１）生徒会活動 

   生徒会活動は、生徒が企画・実践することを大原則としている。教員の指示はあく

まで助言にとどめ、資料作成や各行事の企画運営、司会進行などを生徒たちが主体的

に行っている。リーダーとなった生徒たちは権限と責務を自覚し、計画的に物事にあ

たっている。 

32 期生徒会長の発案した代表委員会を、半年に２回のペースで開催している。室長

が各クラスで意見を収集し、そこからまとめた会議資料を執行部が各種委員長あてに

配布する。代表委員会では各種委員長や室長が全校から集められた課題を確認し、担

当するものを各自で持ち帰って委員や顧問と課題解決に向けての検討・活動を行うよ

うにした。リーダーとして働く委員長たちは、他者と協働すること、他者に指示を伝え

ることの難しさとやりがいを学ぶことができた。 
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（２）執行部・各種委員会の活動 

①実施した主な内容 

    ・リーダー研修会（生徒会執行部・室長・各種委員長・翠実・生徒有志） 

    ・新入生歓迎会、生徒総会、オープンスクール体育館発表、３年生を送る会などの

運営（執行部） 

    ・代表委員会の開催 

    ・翠緑祭の企画運営（翠緑祭実行委員） 

    ・コロナ対策のため、昼食時などの注意喚起（室長） 

    ・号令の質の向上を目指し、号令啓発運動の動画を作成（室長） 

    ・行事写真を定期的に掲示（文化広報委員、生徒会副会長） 

    ・生徒会役員のリコール制度の検討（選挙管理委員会） 

    ・生徒会役員選挙リモート中継（選挙管理員会） 

    ・教室の換気やサーキュレーターの管理（保健委員会） 

・きれいなクラス大賞（美化委員会） 

・翠緑祭での規律ある行動の呼びかけ（風紀委員会） 

・携帯電話・スマートフォンの使用マナーについてのアンケート（風紀委員会） 

・携帯電話・スマートフォンの使用マナー向上に向けての啓発活動（風紀委員会） 

・交通マナー向上に向けた立ち番（交通委員会） 

・自転車鍵かけコンテスト参加（交通委員会） 

・コンタクトレンズケース回収リサイクル（保健委員会） 

・制服を考える会の実施（評議員会・有志生徒） 

・校内広報活動の活性化（文化広報委員会） 

   

②活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーダー研修会（執行部討議） リーダー研修会（討議の資 

料） 

 

リーダー研修会（ディベ 

ート） 

  

リモート生徒会役員選挙 

（選挙管理委員会） 

制服業者とのリモート

情報交換会（制服を考え

る会） 

他校とのリモート情報交換会 

（翠緑祭実行委員）  
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③委員会活動実践報告（風紀委員会の取組） 

     昨年度から実施している携帯電話・スマートフォンの使用マナー向上に向けて、 

今年度も引き続き啓発活動やアンケートを行った。マナーやルールを守りながら

携帯電話・スマートフォンを使用できる本校独自のスタイルを持続させ、全員が気

持ちよく学校生活を送るために、風紀委員会が実態を検証して、報告したり改善に

向けた啓発活動をしたりすることで、生徒同士で使用マナーを守るという意識の

高揚を促すことができた。 

 

 ◎アンケート結果分析 

(a) 昨年度とほぼ同じ結果であることから、今後も粘り強く改善に向けた取組

が必要である。 

(b) 自分自身は「使用マナーがよい・どちらかと言えばよい」と感じている生徒

が全体の 90％なのに対して、「城東生のマナーがよい・どちらかと言えばよい」

と感じている生徒は全体の 69％であり、自分自身の目線と他者からの目線に

おいて差がある。 

(c) 携帯電話・スマートフォンの使用が必要かどうかの判断ができず、なんとな

く使用している生徒が多い。 

→(b)(c)から、他人からどう見られているか、本当に使用する必要があるのか

などを考えて行動できておらず、自分本位な行動を取ってしまっている生

徒が多いことが考えられる。 

＜現状の課題＞ 

○休み時間等に娯楽目的で使用している生徒が多い 

○歩きスマホをしている生徒が多い 

○お互いに注意し合うことができていない 

＜呼びかけていくべきこと＞ 

○自分たちで過ごしやすい環境を作っていく意識を持つこと 

○携帯電話・スマートフォンの使用が必要かの判断をできるようにすること 

定例会（代表委員会） 行事写真の掲示（文化広

報委員会）  

スマホ使用に関する啓発ポスタ

ー掲示（風紀委員会） 

風紀委員会と美術部の協働作成

啓発ポスター完成作品 

街頭指導（交通委員会）
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＜具体的な行動内容＞ 

○LHR 等で、自分たちで携帯電話・スマートフォンの使用について考える時間を 

 設ける 

○啓発活動の継続と新しい取組の提案・実践をする 

 

＜携帯電話・スマートフォンの使用に関するアンケート 質問内容＞ 

●以下の質問に該当するものに○をしてください 

１ 自分の携帯電話・スマートフォンの使用マナーについて 

＜ よい  どちらかと言えばよい  どちらかと言えば悪い  悪い ＞ 

 

２ 城東生の携帯電話・スマートフォンの使用マナーについて 

＜ よい  どちらかと言えばよい  どちらかと言えば悪い  悪い ＞ 

 

３ 城東生の携帯電話・スマートフォン使用マナー向上に向けて、必要なことや改善すべき

ことは何だと思いますか？ 

 

 

 

＜携帯電話・スマートフォンの使用に関するアンケート 結果＞ 

 

 

– 60 –



 

 
 

④生徒の感想 

・２年次室長 

      翠緑祭後の行動について、本来なら盛大に成功を祝いたいところだが、感染

症対策に基づいて互いに自粛するように啓発文を作成・掲示した。先生から言

われて行動するのではなく、自分たちが発信することでより高い効果が得られ

ると考えた。全校の協力もあって翠緑祭を無事に終えることができ、自分たち

から動くことで物事に影響を与えられるのだということを学べた。 

 

    ・生徒会副会長 

      行事を運営する際に一番大事なことは、全体を広く見渡し、計画を立てて行

うことだ。例年にならう行事では、感染症対策などの多くの変更にもその都度

対応した。また新規の企画では、自分の企画に対する他者の意見を予想し、で

きるだけ先に対応しておくなど、物事がスムーズに進むように取り組んだ。 
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３．今年度の成果や課題 

 

 （１）社会貢献活動について 

  ①成果 

   ・社会貢献活動の日（献活デー）と地元企業と協働する社会貢献活動が定着したこ

とで、地域のボランティア受け入れ体制が整い活動内容が充実した。 

   ・部活動単位における社会貢献活動への参加は、地域貢献や集団における協力性や 

責任を培う活動につながる観点から積極的な参加がみられ、部活動・委員会等に 

よる活動人数は 266 名から 360 名へと増加した。 

   ・活動の振り返りの感想より、意欲的に参加でき有意義な活動であったことが窺え 

今後も継続してボランティアに携わりたいという意思を確認することができた。 

    

年次 ⼈数 年次 ⼈数
１年次⽣ 320 １年次⽣ 320
１年次⽣ 320 １年次⽣ 320

合  計 640 合  計 640
部活動・委員会 ⼈数 部活動・委員会 ⼈数
卓球部 15 野球部 21
バレーボール部 10 バレーボール部 11
テニス部 16 管弦楽部 40
サッカー部 20 合唱部 40
陸上競技部 26 テニス部 24
ソフトテニス部 25 ⾳楽学類２年次９組 25
管弦楽部 40 美術部 2
合唱部 48 ボランティア部 6
ダンス部 42 社会貢献活動委員会 24
書道部 11 美術部 3
美術部 1 テニス部 24
個⼈参加の活動 12 テニス部 20

合  計 266 バレーボール部 12
サッカー部 8
合唱部 40
バレーボール部 11
テニス部 37
保健委員会 4
有志 8

合  計 360

令和２年度 社会貢献活動 ボランティア実績 令和３年度 社会貢献活動 ボランティア実績
主な活動内容 主な活動内容

社会貢献活動の⽇ 社会貢献活動の⽇
吉備路ウォーキング清掃 吉備路ウォーキング清掃

主な活動内容 主な活動内容
⼤会補助員 通学路清掃活動
通学路清掃 渋川海岸清掃
ＪＲ東岡⼭駅清掃  サッカーハーフタイムでの演奏

啓発活動 サッカーハーフタイムでの演奏

通学路清掃活動 中学校へのボール寄付
通学路清掃活動 こども園交流会
美術館コンサート 特殊詐欺防⽌啓発動画（警察）

サッカーハーフタイムでの演奏 動物愛護募⾦
サッカーハーフタイムでのパフォーマンス 通学路清掃活動
JR東岡⼭駅 医療従事者応援 交通安全呼びかけ動画（警察）

JR東岡⼭駅 医療従事者応援 JR東岡⼭駅ボランティア
ヘアドネーション 地元での活動 財⽥保育園ボランティア

ヘアドネーション 募⾦活動

財⽥保育園ボランティア
財⽥保育園ボランティア
こども園交流会
通学路清掃
⼩学⽣登校サポート
コンタクトレンズケース回収

  

  ②課題 

   ・学類の特性を生かしたボランティア活動の種類を増やすことができなかった。 

   ・部活動や有志のボランティア活動は、ワークシートを活用した事前指導と事後指 

    導ができているとより効果的になったと思われる。 

・部活動単位で活動が増えた一方で、校外における有志個人の参加数は減少した。

また、有志個人で校外において参加した活動の情報が入りにくかった。 
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  ③次年度の取組 

   ・計画的に部活動単位でボランティア活動へ参加できるよう季節や大会とのスケジ 

ュール調整を行い、年間ボランティア参加計画を作成し継続的に活動ができるよ 

うにする。 

   ・地元企業との協働を基盤に、学類の特性を生かした活動が展開できるように学類 

のニーズと受け入れ先のマッチングを強化し連携を図れるようにする。 

   ・今後も学校と地域企業とが連携し、持続できる社会貢献活動を定着させる。その 

際、学類の特性も関連づける。 

 

 

 （２）生徒会活動や委員会活動の活性化について 

①成果 

 ・学校生活における課題や制服に関する意識調査を行うなど、自治的な活動が活発 

に行われた。活動実績は令和元年度６項目、令和２年度 12 項目、令和３年度 19 項 

目と年々増加した。 

・開催が困難と思われた学校行事や生徒会行事について、生徒が自発的に実践方法

のアイディアを出し合い代替案を提案することができた。そして、その提案が認め

られ学校行事の実施が可能となった。 

    

  ②課題 

   ・校内へ向けての情報発信は文化広報委員会を中心に取り組めたが、地域やメディ 

アへ向けて情報発信する取り組みは乏しかった。 

・地域と連携した委員会活動は低調だった。多くの生徒が委員会と部活動を兼ねて 

いるので、委員会活動と部活動を関連付けて取り組むことが効果的であると考え

られる。 

       

③次年度の取組 

   ・これまでに定着した活動を、委員会活動の年間計画へ明記し、生徒全体へ周知す 

るとともに他の活動との関連を持たせ実践していく。 

   ・委員会と部活動と協働し、互いの特徴や特性を生かした実践活動を促していく。 

   ・生徒会便りや広報便りなどを作成し、生徒会や委員会活動の計画と活動報告の情 

報発信ができるように取り組む。 

   ・評議委員会や生徒会執行部が主体的となり、生徒会活動や行事の企画・運営がで 

きる機会をこれまで以上に増やす。具体的には、生徒総会、ホームルーム活動を 

活用し、エビデンスを明確に示したプレゼンテーションを作成させ、主張や提案 

を学期に１回できるようにする。 
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第５章 カリキュラム開発

１．カリキュラム・マネジメントの推進

（１）目的

本事業において、生徒に習得させる資質・能力として「創造的・批判的思考力」「高度

な英語運用能力」「グローバルな視野と多様性の理解」「自主的・自律的な行動力と社会

貢献意識」を設定している。これらの資質・能力を習得させるためのカリキュラム開発で

あり、それらのカリキュラムが生徒の成長に寄与しているかどうかを検証するためのカリ

キュラム・マネジメントである。本来は、すべての教育課程に対して行うべきカリキュラ

ム・マネジメントであるが、本事業においては地域との協働による探究的な教育活動に焦

点をあてて行うことで、生徒の資質・能力の変容をより把握しやすくなるであろうと考え

ている。すなわち、カリキュラム・マネジメントの推進により、本事業の成果目標の達成

度を測りながら生徒の習得すべき資質・能力を伸長させることを目的としている。

（２）カリキュラム・マネジメントの実施に向けて

① 経緯

本事業に特化したカリキュラム・マネジメントでは、一過性のものとなり継続的にカリ

キュラムを見直していくことができない。そこで、教科・科目、総合的な探究の時間及び

特別活動を主軸として、学校行事、生徒会活動などを有機的に結びつけながら学校全体と

してのカリキュラム・マネジメントの実施方法を模索してきた。つまり、来年度から全面

実施される学習指導要領に対応できるようにシステムを構築を検討してきた。そのシステ

ムにおいて、本事業に流用できる部分を試験的な運用として実施することで、本事業の目

的にも期することができ将来的な本校の課題であるカリキュラム・マネジメントの実施に

向けた準備も整ってきた。本校のシステムは青森県立青森高等学校のカリキュラム・マネ

ジメントを参考としている。

② 概念（Concept）

図１は、本校のグランドデザインを抜粋したものである。

本校の学校教育目標の一つである「進取の気性を持ち、自主的・自律的に行動していく

態度を養う」を基に、「育成したい生徒像」の一つとして「自主的・自律的に行動するこ

とのできる生徒」をあげている。

これをカリキュラム・マネジメントの中核をなす概念（Concept）としている。

図１
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③ システム（PhaseⅠ～Ⅲ）

PhaseⅠ

・学校経営計画、グランドデザイン

・スクールポリシー

・スクールミッション

・本事業において、生徒に習得させる資質・能力の細分化（表１）

育成したい資質・能力 細分化した資質・能力

創造的・批判的思考力 「基礎学力」「論理的思考力」「批判的思考力」

「課題解決能力」「ICT活用能力」

高度な英語運用能力 「基礎学力」「コミュニケーション能力」「自己表現力」

「グローバルな視野」

グローバルな視野と 「グローバルな視野」「コミュニケーション能力」

多様性の理解 「論理的思考力」「批判的思考力」「ICT活用能力」

自主的・自律的な行動力と 「課題解決能力」「コミュニケーション能力」

社会貢献意識 「自己管理能力」「人を大切にする心」

表１

・城東高校で育みたい「10の資質・能力 」（学びのポータル）

「基礎学力」「論理的思考力」「批判的思考力」「課題解決能力」

「コミュニケーション能力」「自己表現力」「自己管理能力」「グローバルな視野」

「人を大切にする心」「ICT活用能力」

図２は達成困難度を球の大きさで表し、自主・自律の度合いに合わせて色を変えた

概念図である。

・学校行事等と「10の資質・能力」の関連づけ

・「熟達スケール」（羅針盤＝共通言語）

「習得」 → 「上達」 → 「熟練」 → 「探究」

資質・能力の到達度を表す基準となるものである。

PhaseⅡ

・教育課程

令和４年度から全面実施の学習指導

要領に対応した教育課程

・10の資質・能力のルーブリック

（Big Chart）

表２を参照

・Competency Baseのシラバス

（Small Chart）

第２章「GLOBALⅠ」「GLOBALⅡ」の

実施を参照

PhaseⅢ

・メソッド（Small Chart）

授業、学校行事、考査、学習評価

・活動単位（Ship）

年次、クラス、講座、部活動、委員会等（生徒、教員が活動する単位）

図２

来年度から実施
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10の資質・能力のルーブリック（次ページ参照）

（３）進捗状況

今年度は本事業終了後のことを見据えて、この事業において調査・研究してきたカリキ

ュラム・マネジメントを実施可能なレベルに整備することが求められた。

令和４年度から実施する学習指導要領に則った教育課程は１年次は完成しているが、２

・３年次については、大学入学共通テストの科目との関係で修正しなければならない部分

があり、それは来年度初めに対応しなければならない。さらに、指導の評価と一体化を目

指して、学習評価についても大幅な見直しが必要であるが、こちらは現在進行中である。

昨年度、策定した「10の資質・能力のルーブリック」（Big Chart）については、今年

度入学生についても自己評価を実施しており、初めて全年次での実施が叶う形となった。

その分析もいろいろと進めており、今後のカリキュラム・マネジメントの資料になってい

くことであろう。また、「GLOBALⅢ」のシラバスが完成し、「GLOBALⅠ」、「GLOBALⅡ」の

シラバスも修正を行い今年度の評価に生かしたいと考えている。各科目におけるCompeten

cy Baseの「シラバス」（Small Chart）も着々と完成しており、来年度の実施に向けた準

備が整いつつある。

しかしながら、学校行事と「10の資質・能力」の紐付けについては、計画はしているが

実行段階での周知がまだ不十分のようである。これは、来年度以降の課題となるであろう。

「定期考査・実力テストの目的と構成」については今年度より実施しており、各教科と

も意欲的に取り組んでいるようである。まだ、教科間での意見交換等には至っていないの

で、「熟達」レベルの問題としてどのようなものを出題すればよいのかは今後の検討であ

るが、定期考査の見直しという点においては機能しているように感じる。今後も授業改善

の一助となるように教科内だけではなく学校全体として定期考査の在り方を考えることが

できるようにしたい。

生徒、保護者、教員による「自主的・自律的に行動できる生徒像」の共有はまだ、実施

できていない。今後、「社会に開かれた教育課程」の確立を目指して、生徒、保護者、地

域との共通理解（Consensus）を構築すること必要となるであろう。
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  １０の資質・能力のルーブリック

基礎学力 論理的思考力 批判的思考力 課題解決能力 コミュニケーション能力

知識及び技能として身に
つける必要のある学力。
教科書の内容が概ね理
解できる。

知識及び技能を十分に
習得した上で、それらを
駆使しながら客観的な
根拠を提示したうえで自
分の考えを組み立てるこ
とができる力。

物事を多面的な視点で
捉え、自分と他者の考え
を比較・検討しながら自
分の意見を論理的に構
築していくことができる
力。

取り組むべき課題に対し
て、仮説を立て、協働し
ながら論理的に答えを
導き出すことができる
力。

他者の気持ちを慮り、集
団の調和を保つように行
動することができる力。
人の話をよく聴き、自分
の考えをわかりやすく人
に伝えることができる
力。

知識・技能 ◎ ○

思考・判断・表現 ◎ ◎ ◎ ◎

主体的に学習に取り組む態度 ○ ○ ○

Ｓ : 探究

主体的に自分と社会との
繋がりを理解し、取り組む
べき課題を発見し、その
解決に向け試行錯誤する
ことで学びに向かう力を
醸成する。

Ａ : 熟練

思考力・判断力・表現力を
積極的に駆使しながら、
様々な場面において課題
解決に取り組む姿勢が見
られる。

Ｂ : 上達

習得した知識及び技能を
活用し、課題解決におい
て思考力・判断力・表現力
を発揮できるようになる。

C : 習得

基礎・基本が十分に理解
できる学力や技能が身に
ついている。

課題を自ら発見し、結
論に至る論理的展開
に科学的な説得力が
ある。課題解決に向
けて、周囲との議論を
主導することができ
る。

社会における様々な
問題に対して課題意
識を持ち、必要な情
報の精選・分析を踏
まえて、多角的な視点
から自分と他者の意
見を比較・検討しなが
ら、解決に向けての自
分の意見を論理的に
構築していくことがで
きる。

課題解決後の状態を
仮定し、考察、検証を
繰り返すことで、新た
な課題を見つけ、課
題解決をさらに進め
ることができる。

自分の考えも含め、
集団の意見をまとめ
問題解決に向け行動
することができる。

１０の資質・能力

定    義

三
観
点

熟
 
 

達
 
 
ス
 
 
ケ
 
 

ー
 
 
ル

知的好奇心を持ち、
自らの能力を社会に
活かすという視点を
もっている。教科横断
的に知識を活用して
思考できる。

自己分析して課題を
見つけ、計画的に学
習に取り組むことが
できる。基本的事項
を組み合わせて複雑
な論理展開や表現に
対応できる。

結論に至る論理展開
に合理的な説得力が
あり、十分な水準にあ
る。人の意見を参考
に論理展開を再構築
し、課題解決に取り組
むことができる。

立場の違いによる意
見の相違を理解し、
課題解決に必要とな
る情報を精選・分析
することで、考えをま
とめ、客観的根拠を
持って論理的に説明
することができる。

課題解決後の状態を
仮定し、自分たちの仮
定を検証することが
でき、考察を導き出し
たり、より良い課題解
決後の状態を仮定し
たりできる。

集団の中で起こった
課題を皆で考え、解
決方法を探ることが
できる。

学習習慣が身につい
ている。基本的な事
項を活用して学習内
容を正しく理解し、表
現することができる。

結論に至る論理展開
に説得力が加わり、
習得した知識及び技
能を活用し、より深く
考察することができ
る。

自分や相手の意見を
正しく捉え、課題解決
に必要となる情報を
取り出し、様々な観点
から考えをまとめ、筋
道立てて説明するこ
とができる。

課題解決に向けて、
課題解決後の状態を
仮定し、そのための計
画を立案できる。

周りと調和して行動
し、自分の意見を相
手に分かりやすく伝
えることができる。

予習や復習の方法が
身についている。基
本的な事項を正確に
理解できている。

基礎・基本的な知識・
技能を身につけ、結
論に至る論理展開が
できる。

自分や相手の意見を
正しく捉えようとする
姿勢が見られる。課
題解決に必要となる
情報を収集し、根拠
を持って説明する意
義を理解している。

テーマを決め、課題
解決のための問いを
考えることができる。

他者の気持ちや考え
を理解することができ
る。

◎……10の資質・能力と特に強い関連のある観点
⭕……10の資質・能力と強い関連のある観点 表２
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  １０の資質・能力のルーブリック

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

Ｓ : 探究

主体的に自分と社会との
繋がりを理解し、取り組む
べき課題を発見し、その
解決に向け試行錯誤する
ことで学びに向かう力を
醸成する。

Ａ : 熟練

思考力・判断力・表現力を
積極的に駆使しながら、
様々な場面において課題
解決に取り組む姿勢が見
られる。

Ｂ : 上達

習得した知識及び技能を
活用し、課題解決におい
て思考力・判断力・表現力
を発揮できるようになる。

C : 習得

基礎・基本が十分に理解
できる学力や技能が身に
ついている。

１０の資質・能力

定    義

三
観
点

熟
 
 

達
 
 
ス
 
 
ケ
 
 

ー
 
 
ル

自己表現力 自己管理能力 グローバルな視野 人を大切にする心 ICT活用能力

自分の考えや思いを、自
分の言葉を使って正確
に他者に伝えたり、形の
あるものとして表現する
ことができる力。

広い視野をもち、物事を
効率よく処理するため
に、自分の内的・外的要
因を適切に律することが
できる力。

様々な資料から、世界で
起こっている事象を知
り、それらの事象が地域
や社会とどのように関
わっていくのかというこ
とに興味・関心をもつこ
と。

社会における円滑な人
間関係を築くことを考
え、他者の話をよく聞い
て相手を理解するように
努めること。自己肯定感
を高め自分の事を大切
にすることで、他者にも
優しく接するようになる
こと。

ICT機器を利用して、自
分の考えをまとめことが
できる力。また、協働して
課題に取り組む際にツー
ルとしてICTを活用でき
る力。

○

○ ○ ○

○ ◎ ◎ ◎

自分の考えや思い
を、客観性を持って論
理的にまとめ、効果的
な表現手法を工夫し
て、相手に分かりやす
く伝えることができ
る。

広い視野をもち、物
事を効率よく処理す
るために、主体的に考
えて自分の内的・外
的要因を適切に律す
ることができ、他者の
行動にも気遣った言
動をすることができ
る。

多様性のある人たち
と相互理解を深め、
構造化・体系化した
世界の事象を検証
し、新たな課題を発見
し協働して解決策を
見つけることができ
る。

自己肯定感を高め、
自身を大切にするこ
とができ、また、他者
を思いやり良好な人
間関係を築きながら、
自らを取り巻く人間
関係や社会状況を考
慮した協調的な行動
を取ることができる。

情報手段を適切に用
いて情報を得たり、情
報を整理・比較した
り、得られた情報をわ
かりやすく発信・伝達
したり、必要に応じて
保存・共有したりする
ことができる。

自分の考えや思い
を、根拠に基づいて
客観的に考察し、相
手に説得力を持って
伝えることができる。

広い視野をもち、物
事を効率よく処理す
るために、主体的に考
えて自分の内的・外
的要因を適切に律す
ることができる。

世界の多様性を理解
し、構造化・体系化し
た世界の事象を用い
て、論理的に自分の
意見を述べることが
でき、地域社会での
問題点の解決に向け
て努力できる。

自己肯定感を高めて
自身を大切にするこ
とができ、また、他者
を思いやり良好な人
間関係を築くことが
でき、自己を取り巻く
人間関係に配慮する
ことができる。

情報手段を用いて情
報を得たり、情報を整
理・比較したり、得ら
れた情報を発信・伝
達したり、保存・共有
したりすることができ
る。

自分の考えや思い
を、相手によく伝わる
ように整理したり、ま
とめたりすることがで
きる。

物事を効率よく処理
するために、主体的に
考えて自分の内的・
外的要因を適切に律
することができる。

世界的な事象を整理
し、異なる文化を理解
して、構造化・体系化
することができ、地域
社会での問題点を探
ることができる。

自己肯定感を高めて
自身を大切にするこ
とができ、また、他者
を思いやり円滑な人
間関係を築くことが
できる。

情報手段を用いて情
報を得たり、情報を整
理・比較したり、得ら
れた情報を発信・伝
達したり、保存・共有
したりすることが３つ
できる。

自分の考えや思い
を、具体的な言葉で
まとめることができ
る。

物事を効率よく処理
するために、他者から
の支援を受けて、自
分の内的・外的要因
を律することができ
る。

資料などを通して世
界で起こっている事
象を整理しようとした
り、様々な文化背景
を持つ人たちと交流
し、異なる文化を認識
することができる。

自己肯定感を高めて
自身を大切にするこ
とができ、また、他者
を思いやろうとする姿
勢がみえる。

情報手段を用いて情
報を得たり、情報を整
理・比較したり、得ら
れた情報を発信・伝
達したり、保存・共有
したりすることが２つ
できる。

◎……10の資質・能力と特に強い関連のある観点
⭕……10の資質・能力と強い関連のある観点 表２
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２．「GLOBALⅠ」、「GLOBALⅡ」、「GLOBALⅢ」の評価

（１）評価方法の検討

SGHでは「GLOBALⅠ」「GLOBALⅡ」「GLOBALⅢ」において、事細かにルーブリックやシラ

バスを作成していたが、その取組の成果を一般の教科・科目に反映できるよう、指導と評

価の改善を目指してきた。「GLOBAL」の指導と評価は大きく改善されたが、引き続き一般

の教科・科目の指導と評価が改善されるよう、研究を進めたい。研究指定事業で得られた

経験や成果を今後に生かしてこそ、本校にとってメリットを得ることができる。負担だけ

が教師に残るのでは、生徒の資質・能力を伸ばすことなど到底できはしない。

そこで、来年度実施予定のカリキュラム・マネジメントの手法を取り入れることを検討

した結果、「城東高校で育みたい「10の資質・能力」（学びのポータル）」と「熟達スケー

ル」を組み合わせて、シラバス（評価規準）を作成することにした。これは、正式なカリ

キュラム・マネジメントの試験運用による実験的な試みである。この２年間において運用

してきた中で、浮かび上がった問題点や改善点を修正・改良したものを今年度は使用して

いる。

本事業の「GLOBALⅠ」、「GLOBALⅡ」は「総合的な探究の時間」に実施されており、評

価は文章表記によって行われる。そのために必要なことは、生徒の活動を教師がどれだけ

しっかりと観察しているかということである。SGHの学校設定科目「GLOBALⅠ」では、観

点に基づいて評価するためにすべての活動を点数化することで評点を計算していた。その

ため、かなり煩雑な作業を担当者に強いることとなっていた。その反省を踏まえて持続可

能な評価方法を検討してきた。

最終的な評価は、文章表記になるので担当者の主観によって決定するところが大きい。

ただし、文章表記だからといっても何らかの基準となるものがなければ評価ができない。

さらに、全体での評価に偏りがあってはいけないので、評価者である担当者が生徒の活動

を公平公正に評価できるような指標を用意する必要がある。「GLOBALⅠ」ではその指標と

して、図１のシラバス（評価規準）を利用することにした。「GLOBALⅡ」はコア科目等と

関連づけているので、「教科による評価」と「総合的な探究の時間の評価」の２本立てに

なる。そこで、各学類ごとに「シラバス」を作成してもらい「総合的な探究の時間の評価」

はこのシラバスを一つの指標として利用することにした。

「GLOBALⅠ」のシラバスの作成には、生徒にも関わってもらっている。自分たちの活動

を自分たちでも評価できるように生徒の言葉も使った。

「GLOBALⅡ」は生徒の言葉が反映されていないまま作成してしまったので、来年度は生

徒の意見も取り入れた「シラバス」にしたいと考えている。今年度も生徒による自己評価

が参考資料となるような仕組み

を取り入れて文章表記に結びつけ

るようにしてある。

当然、シラバスだけで評価する

わけではないので、１年間の探究

活動を通して評価できるようにし

なければならない。そのためには、

ポートフォリオを活用することが

有効であると考えている。

Classiによりポートフォリオを

電子化して貯めていくことで、探

究活動の振り返りが容易にでき、

生徒自身が自分の成長や変容を実

感できるようになっている。また、

教師は生徒の実態を短期的にも長

期的にも把握しやすくなってい

る。 図１

GLOBALⅠ
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「GLOBALⅢ」については、３年次の選択科目として実施しており、今年度は選択者が３

名であった。３名とも文系の生徒であったので、国語、地理歴史、外国語の教員３名が担

当した。この担当者に「GLOBALⅢ」のシラバスを作成してもらった。「GLOBALⅢ」は個人

研究であり、選択者も多くはいないであろうとの予想もできたので、シラバスの作成は教

員のみで行った次第である。今後、「GLOBALⅢ」を継続していくことで、課題設定や研究

手法についてのノウハウが蓄積されていけば生徒個々に対応したものが作られていくこと

であろう。今年度は、このシラバスにより担当者が観点別評価を行い、それに基づいて評

定を算出している。

（２）評価方法

具体的な評価には以下のものを参考資料と考えている。

「GLOBALⅠ」

・スキル学習の成果（グラフコンクール出品者に加点）

・「GLOBALⅠ」のクラス発表における評価アンケート

・「GLOBALⅠ」についての様々なアンケート（ポートフォリオ）

・シラバスによる自己評価、教師による評価（図２）

「GLOBALⅡ」

・「GLOBALⅡ」における活動記録（ポートフォリオ）

・「GLOBALⅡ」についての様々なアンケート（ポートフォリオ）

・「GLOBALⅡ」のクラス発表における評価アンケート

・シラバスによる自己評価、教師による評価（図２）

「GLOBALⅢ」

・「GLOBALⅢ」における活動記録（ポートフォリオ）

・「GLOBALⅢ」についての様々なアンケート（ポートフォリオ）

・「GLOBALⅢ」の最終発表における評価

・研究内容に対する評価（図２）

これらを、評価のためのエビデンスとしながら、担任が生徒個々人の到達度を「学びの

三要素」による三つの観点で評価していく。その評価を「GLOBALⅠ」、「GLOBALⅡ」につ

いては「総合的な探究の時間」の文章表記に反映させていく。「GLOBALⅢ」については観

点別評価をもとに評定を算出していく。

来年度入学生からは、全ての教科・科目で「学びの三要素」に基づいた Competency Ba

se のシラバスを作成し、それに則った観点別評価を実施する。

図２

GLOBALⅡ GLOBALⅢ
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３．アカデミック・インターンシップの状況

（１）高大連携事業について

① 高校生が岡大キャンパスで大学生と共に受ける授業の聴講

例年「岡大聴講」と呼ばれている高大連携事業であるが、令和３年度は岡山大学の時

間割変更に伴い、募集が行われなかった。

講義の内容は様々であるが、全てが大学の講義であり、高校生には難解な内容も多く

含まれている。例年、３～４名程度が参加しており、半年間の講義を受ける生徒が多く

いる。中には、１年間通して講義を受ける生徒もおり、参加した生徒からは「難しい内

容だったが、大学の講義を体験できて良かった。」「大学の学部・学科の選択に役立っ

た。」などの感想があった。生徒にとって大変刺激となる事業であり、来年度は実施さ

れることを期待したい。

② 高校生のための大学講座

例年８月に岡山大学で行われる県内の高校生のための公開講座である。県内の多くの

高校から多数の参加者があり、この日は岡山大学のキャンパス内で多くの高校生が見受

けられる活気のある高大連携事業となっている。

今年度も昨年度と同様に、新型コロナウイルス感染対策として11月20日（土）にZoom

を用いたオンライン授業で実施された。申込についても学校で取りまとめをせず、生徒

自身がホームページから各自で申し込む形であった。本校からは４名の生徒が医学部保

健学科、法学部、経済学部の講座に参加した。オープンキャンパスと違い、大学の教授

等から実際の講義を受けるという体験は、高校生にとっては新鮮な経験であり大学の実

態に触れることのできる貴重な機会である。参加した生徒にとっては今後の学習目標と

なり、進路選択の一助となったと思われる。

③ SJPP（SAKUYO-JOTO Partnership Program）

平成18年に締結した「高大連携授業に関する協定」により開始した音楽学類における

聴講制度である。毎週木曜日の６・７限にくらしき作陽大学に行き大学の授業やレッス

ンを受けることができる。本校の高大連携事業として従来から取り組んでおり、他の学

類における高大連携の在り方にも大きく参考となっている。今年度も１学期の間は、オ

ンラインの実施が中心であったが、それ以降は例年どおり、くらしき作陽大学に赴き講

義を受ける形での実施ができた。今年度は17名の音楽学類の生徒が受講しており、来年

度は31名が受講予定である。

（２）アカデミック・インターンシップ

残念ながら岡山県内の大学にはアカデミック・インターンシップを実施している大学が

見当たらない。社会的にもインターンシップについては高校・大学である程度の認知度が

あり、実際に実施したり協力したりしてくれる企業・団体は多く存在する。昨年度に引き

続き、新型コロナウイルスの影響で、なかなか大学に赴くということが難しくなっている

のが現状である。

オンラインの導入により、高大連携の形も多様になってきている。今後のアカデミック

・インターンシップの在り方も模索したい。
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４．総合的な探究の時間のカリキュラム開発

（１）教育課程について

来年度の「総合的な探究の時間」において１年次では、今年度と同様に週１時間の「G

LOBALⅠ」を実施する。「スキル学習」と「課題研究」を中心として行う予定である。

また、「企業訪問」も生徒の希望を優先する形で実施する予定であり、SDGsも含めた地

域課題に取り組む企業の実態や世界市場で活躍する企業戦略等を学習し、将来の進路を

考えさせるとともに、自分と社会との関わりについての考えを深めさせるよう、キャリ

ア教育の充実を図りたい。

２年次の「GLOBALⅡ」は教育課程上は週２時間の実施を予定している。ただし、この

２時間は連続して行うものではない。２時間のうち１時間を各学類特有の学校設定科目

と連続した時間割を編成し、２時間連続での授業を行う。人文社会学類は「文学探究」、

「歴史探究」、「国際理解」、国際教養学類は「Global Studies」、音楽学類は「Global

Music」、理数学類は「Global Science」である。また、残りの１時間は全クラス同時

に行う「GLOBALⅡ」を実施する。学類の特色を前面に押し出して、得意分野を十分に生

かして仮説検証を繰り返し行えるようなより深い研究ができるものと期待している。

３年次では希望者になるが「GLOBALⅢ」を週時程内に２時間実施することになってい

る。「GLOBALⅠ」、「GLOBALⅡ」で培った経験を生かしながら、個人研究の形で実施する。

「GLOBALⅡ」での研究手法を踏まえてより自分の興味関心を深めて研究を進めていく。

（２）実施内容について

今年度、１年次の「GLOBALⅠ」では、「課題研究」を行うために必要なスキルの習得

を１学期に行った。新型コロナウイルス感染症の影響のため、短縮授業となった。昨年

度と同様に「探究ナビ」のテキストを用いて、「国語」「地歴公民」「数学」「理科」「情

報」の５教科による教科横断的な学びをクラス単位で５回実施した。年間を通して、生

徒自身による振り返りを記録させた。また、今年度は内閣府が提供する地域経済分析シ

ステム（RESAS)を用いたデータ収集の講演やSDGsに関する岡山市の取組について学習す

る講演、課題研究の進め方に関する講演などを課題研究を始めるタイミングで実施し、

探究学習へスムーズに入ることができるように工夫した。また、課題研究の準備につい

ては、一人一台端末のiPadを導入したことにより、ホームルームでの共同編集が可能と

なり、作業の効率も向上させることができた。次年度についてもさらなる取組の充実を

図りたい。

２年次の「GLOBALⅡ」では、学類の特色を生かす方向で実施している。SDGsの17の目

標と関連付けてテーマ設定を行ったが、教科の特性が強いので、SDGs17の目標に当ては

まらない部分があるともいえる。だが、169のターゲットとならば関連付けすることは

可能であると考える。社会をよくすることを大目標として、リサーチクエスチョンや仮

設の決定を行ってもらいたい。シンキングツール利用も今年度は増えており、課題研究

を指導してきた経験が生かされているようである。調査・研究における手法は、主にア

ンケートやインタビューが多く用いられた。コロナ禍のため施設によっては、インタビ

ューに行けなかったりと例年どおりとはいかなかったが、フィールドワークやClassiに

よるアンケートなどできることを利用しながらの行ってきた。来年度も基本的には、こ

れらの手法を取り入れながらICTを活用していこうと考えている。

３年次の「GLOBALⅢ」においては、個人研究による課題研究に取り組んだ。自分たち

が考える地域の課題や身近な問題を取り上げることで、地域の活性化や社会をよりよく

することへの提言ができればよいのではないかと考えている。研究手法は、１年次、２

年次で学んだことをうまく活用し、インタビューやGoogle Formsによるアンケートなど

を実施した。すべてを一人で行わなければならないので、今までの課題研究より負担は

増えるが、そのかわり自分が納得するまで研究することができるので内容的には深みを

増すこととなった。この研究成果は、大学入試にも生かすことができている。
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５．今年度の成果や課題、次年度の取組

（１）カリキュラム・マネジメントの推進について

今年度は、カリキュラム・マネジメントのPhaseⅢに取りかかり、12月の時点でほぼ予

定していた内容を完了させることができたが、細かい調整をしなければならない。

このシステムは青森県立青森高等学校の取組を参考にしており、一昨年度からシステム

の構築に取りかかり、３つのPhaseに分けて準備していく予定である。一昨年度、PhaseⅠ

が完成し、昨年度はPhaseⅡのほぼ完成させた。今年度は、年度当初はコロナ禍の影響が

あり、緊急事態宣言下における時差登校、時短授業等を強いられた。２学期になると宣言

解除とともに授業、学校行事も通常どおりに行えるようになり、昨年度ほどの混乱はなか

った。また、７月に青森県立青森高等学校の「学習評価について」の発表をオンラインで

視聴する機会があり、PhaseⅢへの大きなヒントを頂いた。今年度のカリキュラム・マネ

ジメント委員会は一昨年度同様に月１回（８、９月はなし）のペースで開くことができた。

協議内容は多岐にわたったが、本事業の終了に伴い来年度以降の内容について決定したこ

とを中心に記載する。

PhaseⅢにおいて、まず決めなければならないのが各教科・科目の学びの３要素によるC

ompetency Baseのシラバスである。各教科にお願いして10月中には原案がほぼ決まり来年

度実施の目処が立った。来年度以降のことについては基本的には課題研究等は変更なしで

実施できるように教育課程を作成しているが、本事業における担当が一部の課や教科に偏

っていたためそれらの部署に大きな負担をかけることになっていた。これを解消するため

に全学校的な取組となるように修正した。その際に、「Bon Voyage！（仮称）」というプ

ロジェクト名をつけた。この仮称は、我々教師は生徒が様々な試練を乗り越えるための支

援を行い、思い悩みながら成長していく過程を見守りながら、３年後には「Bon Voyage！」

（よい旅を！）と言って生徒を送り出せることを目指して、名付けたものである。また、

表３のように本事業における三つの柱を受け継ぐものを改めて設定した。

三つの柱（Three Main Components）

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」を受け継ぐもの（案）

地域密着の課題研究 異文化交流の深化 自主性・自律性を育成

名 する取組

称 ↓ ↓ ↓

未来の自分をみつめて 社会を深掘り 多様性の理解

資 基礎学力 グローバルな視野 人を大切に思う心

質 論理的思考力 批判的思考力 コニュニケーション能力

・ 批判的思考力 課題解決能力 自己表現力

能 課題解決能力 ICT活用能力 自己管理能力

力 自己管理能力

担 教務 総務 進路 図書 国際 情報企画 生徒 厚生 相談 人権

当 グローバル

表３

これにより、各部署でカリキュラム・マネジメントに関わってもらうことができるもの

と考えている。以上が現在までに決定した内容である。さらに、現在検討中の内容として、

「学習評価」がある。来年度からの「指導と評価の一体化」のための学習評価をどのよう

に行うかをカリキュラム・マネジメント委員会で議論している。大筋での合意は取り付け

たが、細部においてはまだ検討を重ねており、今年度中に決められるものを決めている段

階である。この学習評価の手法には、青森県立青森高等学校の学習評価方法を取り入れて

いる。
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（２）「GLOBALⅠ」「GLOBALⅡ」「GLOBALⅢ」の評価について

「GLOBALⅠ」の評価については、昨年度同様カリキュラム・マネジメントの推進のため

に準備しているCompetency Baseのシラバスを利用しようと考えている。生徒の自己評価

と教員による評価を観点別評価の基準として、統計グラフコンクールの出品作品や、スキ

ル学習のアンケートをはじめとする生徒のポートフォリオなどを用いて「GLOBALⅠ」への

取組を多面的に評価していきたい。

「GLOBALⅡ」の評価については、学類特有の科目と「GLOBALⅡ」を連続で行っており、

学類特有の科目の評価と「GLOBALⅡ」の評価とを関連づけて行わなければならない。ただ

し、学類により内容は異なるので、学類ごとに用意したシラバスを用いて生徒の自己評価

と教員による評価を観点別評価の基準として、課題研究の研究記録等のポートフォリオも

参考にしながら多面的に評価していきたい。

「GLOBALⅢ」の評価については、「GLOBALⅠ」同様にCompetency Baseのシラバスを利

用しようと考えている。ただし、「GLOBALⅢ」は個人研究であり、生徒一人に担当者が一

人つくようになっているので、担当者による評価を中心に行うことになっている。その際

に、研究に対する取組、利用した研究手法における工夫、発表原稿などをポートフォリオ

として評価の参考にしている。

今年度の成果としては、「GLOBALⅠ」「GLOBALⅡ」「GLOBALⅢ」の評価が確立できたこと

である。改善すべき点は多くあるが、まず形を整えることができたと考えている。後はポ

ートフォリオをいかに活用するかである。この点において、本校はまだまだ不十分と言わ

ざるを得ない状況である。まずは、「何を貯めるのか」、次に、「どのような内容を貯める

のか」、さらに、「いつ振り返るのか」最後に「自己の成長をどのように捉えるのか」と

言ったことを計画的に実施できなければならない。ClassiやGoogle Workspaceの導入によ

りICT環境も整備されつつあるが、それを生かすことが今後の課題である。

（３）アカデミック・インターンシップの状況について

来年度、コロナ禍がどれほど収束するのか不透明であり、その状況下でどれほどの高大

連携事業が行われるかは疑問である。ただ、アカデミック・インターシップへの取組は、

本校のキャリア教育において重要なものとなる可能性を秘めており、今後も模索していか

なければならない。

（４）指定３年目の総合的な探究の時間のプログラム開発について

「GLOBALⅢ」の評価方法を確立することができたので、探究活動としては、「GLOBALⅠ」、

「GLOBALⅡ」、「GLOBALⅢ」と一貫した形ができあがったことになる。スキル学習から始

まり、グループ研究、教科の特性を生かした研究、個人研究と基本的なプログラムを多く

の生徒が３年間で体験することができるようになっている。来年度以降は、より生徒の資

質・能力を伸ばすように仕組みを改善していかなければならない。これも、カリキュラム

・マネジメントとして本校が取り組まなければならない課題である。

（５）まとめ

次年度は、カリキュラム・マネジメントを本格的に導入することになる。（１）で示し

たとおり「Bon Voyage！（仮称）」を推進するための準備は着々と整いつつあり、やっと

スタートラインに立つことができた。クリアーしなければならない課題は多々あるが、事

業終了後も持続可能な仕組みを築くことができつつあると考えている。昨年度以上にカリ

キュラム・マネジメントも探究活動も生徒、教員間に少しずつ浸透してきたようである。

来年度以降、「Bon Voyage！（仮称）」というシステムを内外に周知徹底していくことに

努めなければならない。３年間の本事業において様々な試みを実践してきたが、それらの

成果を生かして今までのシステムに手を加えながら、新たなシステムの構築が完成しつつ

ある。今後は、さらなる検証を重ねることでよりよいものを目指していきたい。
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第６章 各種委員会の開催

１．運営指導委員会・コンソーシアム運営会議（○委員発言 ●学校発言）

（１）第１回コンソーシアム運営会議

令和３年７月１日(木)14:00～15:30（オンライン）

□ 協議内容

【質疑】

○「英語授業の改善」についての説明のなかで、国際教

養学類のみGTECを受検、成績分析、分析結果のフィー

ドバックを行っていくということだが、英語の４技能

が重要視されている一方で、大学入学共通テストにGT

ECや英検などの民間検定試験の活用が見送られたこと

で、多くの学校が組織として受検する動きがなくなっ

てきている実態があるようだ。大学入試に必要だから

ということではなく、これからの社会において必要と

されてくる英語４技能をどのように育成し評価してい

くのかということが、本事業の成果の一つとして重要

だと思うが、そのために、育成した力を客観的に捉え

るエビデンスとして、外部検定試験の成績の分析と活

用は必要かと思う。このことについて、学校として組

織的にどう考え、取り組んでいるのかについて聞きた

い。

●説明が足りていなかったが、GTECは全学年、全学類で

受検している。国際教養学類のみというのは、スピー

キングテストを、外国人講師に依頼して実施している

ということである。

●本校は、大学入学共通テストへの外部検定試験の導入

が議論される以前からGTECを受検しており、また、国

際教養学類があるということで、岡山城東高校では英

語をしっかりやっていくということは生徒にもメッセ

ージとしてしっかりと伝わっている。英語の授業で目

標としている力がどれだけ身に付いているかを測るた

めに、GTECを受検するのだということは、生徒に伝え、

意識させている。また、話す力を鍛えていくと、別の

技能においてもしっかり力がついてくるので、CAN-DO

リストに改訂を加えながら、新学習指導要領にも対応

した指導を継続していきたい。

○資料にある１・２年次の７月下旬～８月上旬、１年次

の３月上旬～中旬に設定された「スピーキングテスト」

がGTECのことか。

●このスピーキングテストは授業中の取組である。例え

ば昨年度の１年生だと、英語表現Ⅰの授業のなかでAL

Tと英語の教員が１クラスを半分ずつそれぞれ担当し、

７月と３月とで担当を入れ替えて、スピーキングテス

トを対面で行った。

○GTECをいつ受検するのか。また、全員受検するのか。

●１・２年生は８月である。３年生は昨年度において７

月にも受検機会があったが、今年度はそれがなくなっ

たので、全学年８月である。全員受検である。

【各委員から】

○運営指導委員会でも話題となったが、岡山城東らしさ

にどう磨きをかけていくか、そのためにSGHも含め、

事業の主旨を上手に活用しながら取組を進めてきてい

ると思う。今年度は、これまでの取組の積み重ねをし

っかりと整理し、成果をまとめるとともに、事業指定

終了後にどのようにつなげていくのか、取組を継続し

ていくのかということを考えてもらいたい。とりわけ、

企業訪問については、この事業でつくった企業とのつ

ながりをどう次に生かすのかということが課題であろ

う。

○コロナ禍で海外交流の取組の実施に苦労しているとい

うことだが、大学の留学生との交流に加えて、例えば

岡山の企業で仕事をしている外国人の方や、かつて海

外勤務を経験している方の話を聞くような機会を設け

ることは可能である。仕事という視点から、世界との

つながりについて考える取組として、検討してはどう

か。

○コロナ禍で外部へ出ていく取組に困難があったことと

思うが、生徒のために非常に工夫しながら様々な取組

を進めてきていることがよくわかった。

○持続可能な地域をつくっていくためには、次の世代を

担っていく人材の育成が重要であり、中山間・地域振

興課で策定中の過疎地域の持続的な発展に向けた方針

においても、人材育成を重要な項目として位置づけて

いるところであるが、岡山城東高校がこの事業で、地

域の課題について考えながら世界で活躍する生徒の育

成を目指していることは、非常に意義のあることだと

考える。

○発表のなかで、コロナ禍でボランティア活動、社会貢

献活動の場が減っているということであったが、例え

ば中山間地域の集落で社会貢献活動を行ったり、地元

の方と地域課題について考えたりする活動の紹介は可

能である。地域によっては、感染対策を十分に講じて

いるならば、来てもらって構わないという集落もある

ので、そうした地域との橋渡しが可能である。

○事業の三つの柱のなかに、「地域密着の課題研究」と

「自主性・自律性を育成する取組」とがあるが、地域

密着の課題を探究し、それに対する解決策を社会貢献

活動という形でリンクさせていこうという取組を考え

てもらえれば、中山間・地域振興課としてはありがた

い。

○SDGsやESDに関わる取組を行う、岡山ESD推進協議会と

いう任意団体を２００５年に立ち上げている。この協

議会の近年の方針として、高校生や大学生といったユ

ースの取組に力を入れており、高校生の様々な活動の

発表の場を設けている。

○今年度も、昨年度に引き続き、学校からの依頼を受け、

１年生に対する講演を、７月１３日に行う予定である。

SDGsとは何かということに加えて、岡山市の具体的な

取組の紹介も交えながら、生徒が自分たちにできるこ

とについて考えることができるようなきっかけにして

もらえればと考えている。

○近年、岡山城東高校に限らず、多くの学校に出向いて

SDGsについて話をする機会は多いが、岡山市では、高

校生や大学生がSDGsと自分たちをつなげたり、地域課

題を見つけたりするためのイベントも色々と企画して

いる。一例を挙げると、８月１８日に「おかやまマチ

ナカSDGs探険」というイベントを西川緑道公園を中心

に行う。これは、高校生、大学生といったユース、若

い世代が、SDGsのコアの部分を学びながら、身近にあ

るSDGsについて、大人たちに教わるのではなく、自分
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たちで発見し、課題解決のために何ができるか、行動

をどのように変えていく必要があるのかを考えるきっ

かけとするイベントである。こうしたイベントもぜひ、

活用してもらえればと思う。

○岡山城東高校が、生徒の資質・能力の育成のために、

地域密着の課題研究、英語教育の充実、自主性・自律

性の育成に、学校を挙げて取り組んでいることは岡山

県全体のモデルとなるものであると思う。

○この事業で取り組んでいること、自分が研究している

ことが、大学のどういう学部、研究につながっていく

のか、それらを大学でどう発展させ、持続可能な社会

の実現のために、自分に何ができるのか、という将来

の進路をしっかりとイメージさせてもらいたい。事業

の多岐に渡る様々な取組を、生徒たちの進路にどう結

び付けていくのか、ということが、この事業の着地点

として、非常に重要である。生徒一人一人が、問題意

識、課題意識をしっかり持ちながら、大学で伸びてい

くための道筋をどうつけていくのか、ということを意

識してもらいたい。

○岡山大学でも、総合型や学校推薦型の入試の枠を広げ

ていこうという動きがある。特にSDGsについては、岡

山県や岡山市とも連携をとりながら、持続可能な社会

の実現を図っていく拠点としての大学を標榜してい

る。そうしたなかで、SDGsや地域課題の解決を見据え

た課題研究が、大学での学びに結びつき、主体的な進

路選択に結びついていくということを目指してもらい

たい。

○岡山大学のホームページに、岡山大学×SDGsという、

岡山大学のそれぞれの学部が、学部を越えて連携しな

がら取り組んでいる事例を紹介した特集を掲載してい

る。こうしたものも参考にしながら、問題意識を高め

て、岡山大学へ進学してもらえればありがたい。

○新型コロナウイルス感染症に係る、大学の感染防止の

ガイドラインにより、７月１３日の課題研究の指導へ

の教員派遣についてはオンラインでの実施となった。

今後の派遣については、その時点の感染状況によって、

対面派遣も可能になるかもしれない。

○生徒たちが探究学習で取り組んでいるテーマが、最終

的には自分の将来の進路に結びついていくことがやは

り大切である。自分がやりたいことを探しながら課題

研究のテーマを決め、そのテーマに向けて生徒が自走

していくことが、探究学習のあるべき形ではないか。

特に普通科進学校において探究学習をすることの意義

はそこにあると考える。

○新学習指導要領において、全体的な学ぶ内容の総量を

変えることなく、一方で生徒の「主体的・対話的で深

い学び」を目指し、かつ探究活動も重視されているが、

これらすべてを授業のなかでこなしていくのは、現実

的には無理である。いかに授業外のところで、生徒た

ちが自走していけるかということが鍵となるが、その

ときに探究するテーマが生徒の興味、関心に結びつい

たものであること、そしてそれが最終的に将来の進路

につながるような「マイプロジェクト」になっていく

ことが重要である。

○また、学校の授業のなかで行う探究活動と、ICT、一

人一台端末を活用しながら、家庭学習としてできるこ

とをはっきりさせていくことが必要になってくる。授

業はやはり対面の良さ、強みを生かして、生徒たちが

協働的、対話的な学びを通して互いに刺激を受けるよ

うな時間とするべき。家庭学習で個人探究をしっかり

行い、授業では、それを互いに持ち寄り、対話、交流

を深める時間にしたい。

○新学習指導要領の内容の記述は、主語がすべて生徒に

なっており、生徒自身が何をどのように学ぶかが示さ

れている。そのなかで教師には、支援者の立場として

生徒たちに併走しながら、学び合いの場をつくり出し、

生徒たちの心に火をつけ、探究活動が活性化していく

ようにコーディネートする役割が求められる。それは、

AIにはできない、生身の教師ならではの役割であり、

指導力の見せ所である。

○以上のような観点から、岡山城東高校の取組は、岡山

県の高校のリーディングケースとなってもらいたい。

岡山城東高校は、ここまでの取組の一つ一つを、事業

のねらいに照らし合わせながら、非常に丁寧に進めて

きていると感じる。事業最終年である今年度、積み重

ねてきたものをさらにブラッシュアップしながら、一

人一台端末の活用も含めた生徒の「学び方」の部分に

ついても、リーディングケースとなることを期待して

いる。

【学校からの質問】

●探究活動を将来の進路にどう結び付けていくかという

ことは、学校としてもポイントだと感じている。今年

度は、取組をキャリア教育とどう結び付けていくかと

いうことがテーマだと考えている。８月の企業訪問に

ついても、この視点を重視した取組を検討している。

こうしたキャリア教育を進めていく上での、ヒントを

もらいたい。

○テーマ設定が重要だ。テーマを設定する過程で、教師

が生徒としっかりと対話を重ねていくことが必要。特

に、自分が将来、何をすればいいのかわからないとい

う生徒にとっては、教師との対話や、校内の取組だけ

ではなく、外部から講師を招いての講演会や、社会貢

献活動等で様々な外部の方の話を聞く、といった経験

を通して、興味、関心がもてるものを見つけていくこ

とが大切である。

○また、個人だけでなく、例えば学類ごとに生徒たちに

グループで考えさせていくことも一つの方法だ。いず

れにしても、学校側、教員側がテーマを決めてそれを

させる、ということではなく、ある程度時間をかけて

対話したり、様々な経験をさせたりしながら、生徒た

ち自身にテーマを決めさせていくということが重要で

ある。

（２）第１回運営指導委員会

令和３年10月12日(火)13:30～15:15（セミナー室）

□ 協議内容

【質疑】

○シラバスについて、これは生徒と共有しているのか。

各教科の最初の授業でこのシラバスを使って、教員が

生徒に説明をしているのか。このシラバスを見て、生

徒は理解できるのか。シラバスは、まず授業内容が示

された上で、それをどう評価するのかについて説明さ

れるのが通常の形式ではないか。しかし、このシラバ

スはどのように評価するかが先に示されており、実際

に何を学ぶかということがあまり示されていない。生

徒たちにとっては、どのようなことが学べるのか、ど

のようなことをやるのか、ということの方が大事なの
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ではないか。

○「10の資質・能力」について、全ての教科、科目間で

バランスは取れているのか。一つの教科のなかに全て

の資質・能力が同じウエイトで設定されるわけではな

いと思うので、カリキュラム全体の科目間でのバラン

スが取れているかどうかが大切である。もし、バラン

スが取れていなければ、生徒たちがルーブリックで自

己評価を行ったときにも、項目間でばらつきが生じて

しまう。そのようにならないために各教科間でバラン

スを取る「カリキュラム・マッピング」を行っている

か。

●シラバスは生徒に示している。今回の資料で示してい

るものについては、学習評価の部分のみが出ているが、

実際には年間指導計画がこれとセットになっており、

これらを併せて運用していくというイメージである。

●「10の資質・能力」について、各教科・科目のシラバ

スは現在作成中である。まずは各教科・科目、学校行

事など、学校の全ての教育活動を「10の資質・能力」

に紐付けて実施していくということを進めている。今

後、各教科が作成したものをもとに、カリキュラム全

体のバランスを見ていくことになるが、まだそこには

至っていないのが現状である。

○大変な作業だとは思うが、「10の資質・能力」を設定

していることで、バランスを取る作業自体にそれほど

時間はかからないのではないか。全ての科目を縦軸に、

「10の資質・能力」を横軸に置いて、交差するところ

にチェック欄を作って見ていけば、各科目で弱い部分

が見えてくるかと思う。ある科目で足りない部分が分

かれば、それを補うために、新たな科目を設定したり、

内容を変更したりすれば、全体でのバランスは取れる

かと思う。

○評価の仕方について示すのはルーブリックであり、シ

ラバスはあくまでも生徒たちに対して教育内容を事前

開示し、学校側の説明責任を果たすものである。その

点で現在示されているものは、フォーマットが違うの

ではないか。まず、授業の中で何を学んでいくのかを

しっかりと示し、その上でこういう評価をする、とい

うのが本来の形ではないかと思う。

○企業訪問について、事業終了後の来年度以降、この取

組を継続していくためには、これまで受け入れてくれ

た各企業との結びつきが重要になってくるかと思う

が、現段階での各企業の感触はどうか。

○社会貢献活動について、どれだけ自主性・自律性を育

成する取組になっているか。保育園、こども園、社会

福祉施設への訪問などが行われているが、生徒が「や

らされ感」をもってやっているならば、あまり意味が

ない。生徒自身がそうした取組に対して、「なぜやら

なければならないのか」「やる必要があるのか」とい

うことを自主的・自律的に考えて行動できるよう仕向

けることができているか。

●企業訪問について、訪問後、各企業にアンケートを行

ったところ、来年度以降も受け入れ可能と回答をいた

だいた企業もある。また、「おかやまSDGsマップ」に

掲載されている企業を中心に、訪問先を増やすことで、

一つの企業に受け入れを依頼する人数を少なくして企

業側の負担を軽減すれば、受け入れてもらえる可能性

が高くなるのではないかと考えている。また、事業指

定終了後については、大型バスで40人単位の訪問では

なく、生徒自身も含めて直接、企業にアポイントメン

トを取ってそれぞれ訪問するという形も含め、検討し

ていきたい。

●学校が設定している社会貢献活動について、参加後の

生徒の声として、「これをきっかけに、一般に募集さ

れているボランティア等に参加したいと思った」とい

うものが見られた。学校としては活動の機会を与えな

がら、それが生徒の自主的・自律的な取組に一層つな

がるよう、今後、どう働きかけていくかを模索してい

きたい。

【運営指導委員会】

○運営指導委員会では、最終年度ということで、成果を

まとめていくとともに、事業終了後の来年度以降、こ

れまでの取組をどう発展、継続していくかということ

についての助言ができればと思う。

○生徒たちは、「地域密着の課題研究」の情報収集をど

ういう方法で行い、テーマをどのように設定している

のか。最近は高校生も、その親の世代も新聞を読まな

い人が多い。そのような中で高校生が、地域にどのよ

うな課題があるかということをどういう方法で知り、

取り組みたいテーマを決めているのか、知りたい。

○より能動的に、実体験を通して体で覚えていく、とい

う要素がやや弱いと感じる。例えば、海ゴミの問題が

様々なメディア等で取り上げられているが、これに関

連して、河川の清掃が単なるボランティアに留まらず、

海ゴミの問題解決に向けた取組として意義づけられる

ようになっている。こうした取組に参加することによ

って、本事業における「地域密着の課題研究」と「自

主性・自律性を育成する取組」という二つの柱がつな

がっていくのではないかと思う。あるいは地域の公共

交通手段の減少という問題について、岡山市、倉敷市

などの県南部の中心地域で生活していると意識するこ

とは少ないかもしれないが、岡山県内にも既に、公共

交通機関で行くことのできない地域は存在している。

例えば、実際にローカル線に乗って、県北の地域にど

うやって行けばいいのかということを実際に体験して

感じたこと、考えたことをきっかけにして、さらに課

題として探究していくということがあってもよいので

はないか。

●テーマ設定については、単にインターネット検索だけ

ではなく、論文、書籍、新聞などにも当たるよう指導

はしているが、生徒になかなかそうした文献資料を読

む習慣がないということで、難しい面がある。指導す

る教員側が読んだ新聞記事等を紹介するということは

行っている。また、地域課題の発見については、全県

学区の学校であるため、西備、東備、県北から通学し

ている生徒、下宿している生徒もおり、それぞれの地

域の抱える問題を個人の問題として意識している生徒

も多い。また、課題研究において、岡山県立美術館で

演奏を行ったグループや、自分達で講師を招聘し講演

会を開催したグループがあった。まだ十分なものとは

言えないものの、単に文献研究を重ねるだけではなく、

必要な情報や知識を得るために自分たちで考え、行動

した例と言えるかと思う。また、他のグループの生徒

がこの取組を知り、そういう方法もあるのか、という

感想を書いていたが、こうした生徒の能動的、体験的

な取組の輪がさらに広がっていけばよいと考えてい

る。

○先日の岡山フィルハーモニック管弦楽団の演奏会で、

岡山城東高校出身の二人の演奏家が客演していたが、

素晴らしい演奏で感服した。こうした人材を輩出でき
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る学校は、本当にすごいと思う。

○事業最終年ということで、この事業を通して、生徒が

何を学んで、何が良かったのか、ということについて

検証する必要がある。印象だが、あまりにも多くのこ

とを詰め込みすぎてはいないか。生徒からすると、要

求されることが多く、苦しくなっている部分もあるの

ではないか。大切なことは、生徒たちが大学へ進学し

てから高校時代を振り返ったときに、その学びを肯定

的に評価しているのかどうかということであり、その

検証が必要だ。肯定的に評価しているのであれば、学

びを通して何に気付き、発見し、体得したのか、とい

うことを、卒業生アンケート等を用いて追跡し、検証

してもらいたい。在学中の生徒のアンケートの結果だ

けではなく、進学後、さらには社会人になった後で、

この事業の取組を生徒たちがどう評価しているのかと

いうことは大事な指標である。そういった指標も基に

して、事業で取り組んできた内容を振り返り、事業終

了後の取組については、あれもこれもではなく、もう

少し焦点を絞って進めていくべきではないか。

○自分が塾長を務めている国際塾では、有名な経営者の

方々に話をしてもらった内容を、必ず自分で文章にま

とめさせることをしている。自分が見たこと、聞いた

こと、感じたことを、自分の言葉でしっかりと書き上

げることは、とても力がつくと感じている。

○これまでも指摘してきたが、キャリア教育の重要性を

認識し、仕事について生徒にきちんと指導できる人、

キャリア・アドバイザーのような人材を置く必要があ

る。例えば、英語が得意だから外交官になりたいとい

う生徒がいたとすると、外交官になるためには、国家

公務員試験を受ける必要があり、英語だけできれば良

いわけではなく、法律の勉強をする必要があるという

こと、そのためにはどういう学校で学ぶ必要があるの

かということを、きちんと指導できる人が必要だ。こ

れは教員だけでは限界がある。キャリア教育の在り方

についても検討してもらいたい。

●キャリア教育については、別添資料の中に本校の全体

計画を示しているが、現在の学校の資産をどう生かし

ていくかという形で進めている。例えば企業訪問、課

題研究といった本事業の取組についてもこの中に位置

付けている。また、卒業生が多方面で活躍しているの

で、２年次生の「先輩の話を聞く会」において、活躍

している先輩の生の声を生徒に聞かせるといった取組

も行っている。

○コロナ禍において、特に「異文化交流の深化」に関わ

る取組については、代替事業の検討も含め、大変な苦

労があったことと推察するが、その中で着実に成果を

上げていることに敬意を表する。

○開校以来、新しいタイプの普通科高校として、個性的

な教育活動を行ってきた結果、多方面に渡って活躍す

る卒業生を多く輩出してきた。その強みである「岡山

城東らしさ」は大切にしてもらいたい。

○３年間の事業指定が終了し、来年度から予算措置がな

くなるということだが、逆に言えば、やらなければな

らない、という縛りがなくなるということでもある。

SGHも含めた、これまでの８年間にわたる事業を通し

て積み重ねてきた成果や経験を生かしながらも、生徒

のために学校としてやるべきこと、やりたいことにし

っかりと焦点を絞り、「岡山城東らしさ」が発揮でき

るような取組を継続していってもらいたい。

○先に杉山委員が触れたクラシック音楽界の第一線で活

躍している音楽家や、ポップミュージック界で活躍し

ている歌手、キング・オブ・コントで優勝した芸人な

ど、これほど多様な人材を多く輩出している学校は、

本当に素晴らしいと思う。

○学校自己評価アンケートの教員の評価が多くの項目で

低い。必要なのは、教員の意識改革なのではないか。

自由な校風でユニークな生徒が育っているが、教員の

意識はどうか、という点について考えていく必要があ

る。一番の問題は、教員の忙しさではないか。

○来年度から新しい学習指導要領が高校でスタートし、

高大接続改革が進んでいくことになる。その中の大き

なトピックの一つが教員の働き方改革、業務の軽減で

ある。大学の教員が高校の教育活動に関わっていくと

いうことが、高校の教員の業務軽減につながっていく

と考えている。例えば、本事業も、岡山操山高校のＷ

ＷＬ事業についても、岡山大学をはじめ、複数の岡山

県内の大学の教員が生徒の指導に関わっている。それ

は、高大接続改革の中での大学の役割だと考える。ま

た、地域との協働の一つの在り方でもあると思う。教

員の仕事を軽減し、頼れるところには頼っていく、と

いう校内体制の構築についても検討してもらいたい。

○現代は、大学を出て、就職して、定年まで勤めて、と

いう従来のキャリアのモデルが崩壊し、多様な働き方

や生き方がある時代である。そのような多様性の時代

の中で、生きていく力をどう育んでいくかということ

が重要だ。

○先日、ノーベル賞を受賞した真鍋淑郎氏が「好奇心が

研究の原動力だ」ということを言っていたが、この事

業が、生徒一人ひとりの好奇心を出発点にして、学校

が目指す資質・能力の育成につなげ、さらに目指す人

材の育成につなげていくということが大切なのではな

いかと思う。事業最終年度の仕上げに向け、「岡山城

東らしさ」の追求に結びつく取組を続けていってもら

いたい。

（３）第２回コンソーシアム運営会議

令和３年10月12日(火)15:30～16:30（セミナー室）

○企業訪問の内容に対する生徒の満足度はどうか。企業

としては、多くの生徒に地元で就職してもらいたいと

いう思いもある。企業訪問の内容について、生徒がど

ういう印象をもったか、改善すべき点はあるかという

ことが知りたい。

○生徒アンケートから見ると、満足度としては大変高い

と思う。自分はナカシマプロペラに引率したが、SDGs

に関する取組などを知ることができ、良い学びができ

たという感想が多く見られた。また、岡山城東高校出

身の方が５、６人、座談会のような形で、大学選びの

ことや高校時代にどのようなことを頑張っておけば良

いかということなど、色々と話をしてくれていた。そ

うした経験も生徒にとって良かったのではないかと思

う。

○次年度からの企業訪問の方向性として、OB・OGの活用

ということが一つの鍵になるのではないか。「おかや

まSDGsマップ」の活用と併せて、同窓会名簿などでど

の企業に卒業生が所属しているかということを参考に

しながら、そうした企業を当たっていくのも良いかと

思う。

○確かにアンケート結果を見ると、満足度は高いようだ
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が、具体的な本音の部分も、受入れ企業側としては知

りたく思う。そうしたこともフィードバックしてもら

えるとありがたい。

●２年次生の「先輩の話を聞く会」については、昨年度

と今年度はコロナ禍で直接来校しての実施ができなか

ったものの、昨年度はメッセージを届けてもらい、今

年度はメッセージ動画の作成をお願いしたが、依頼し

たOB・OGは皆、快く引き受けてくれた。企業訪問につ

いても、OB・OGの所属している企業に依頼するのは期

待が持てると思う。

●企業訪問については、コロナ禍で、なかなか実際の現

場を見せてもらえる機会が少ないということがあっ

た。例えば理数学類であれば、実際のものづくりの現

場を体感するという機会を持たせたかった。

○高校時代の「体験」は非常に大きい。次年度以降、や

り方、形態の工夫をしながら、ぜひ、いろいろな企業

を見て、体感する取組は継続してもらいたい。

○コロナ禍で実際に地域に出ていく活動は本当に難しい

状況だと思う。中山間・地域振興課としても、地域の

方に話を聞くことすらままならない状況が続いてい

る。それでも、やはりこの事業の趣旨を考えると、企

業だけではなく、県内の中山間地域の集落にも目を向

けてもらいたいし、訪問もしてもらいたいと考えてい

る。地域としても、若い人が来てくれることが、活力

につながるということもある。当課としては、地域と

学校との橋渡しをしていきたいと考えている。

○以前にも提案してきたことだが、「地域密着の課題研

究」に取り組んでいくなかで、その解決策を「自主性

・自律性を育成する取組」、つまり社会貢献活動とい

う形で取り組んでもらえれば、中山間・地域振興課と

してはありがたい。

●課題研究のテーマ一覧を見ると、昨年度の２年生と比

較して、岡山という地域に対する課題意識をもったも

のが多いと感じる。今後は、探究したことを実際に行

動に移していくのが、次のステップかと考えている。

指導に当たっている岡山大学の教授からは、「研究し

て終わりではなく、解決策を示していこうとするのが

岡山城東の課題研究のスタイルだ」という評価もいた

だいているので、そういった進め方を今後も継続して

いくことができればと考えている。

●来年度以降も、中山間・地域振興課に地域でのボラン

ティア等の活動を紹介してもらうことは可能か。

○「元気集落応援団」という、人手を必要としている地

域と、ボランティアを考えている人との橋渡しをする

事業がある。こうしたものも活用していただければと

思う。

●これは現地集合か。

○そうだ。交通費だけでもこちらで負担するということ

も検討してはいるが、なかなか難しい。

●昨年度も今年度も、コロナ禍でボランティアに参加し

たくてもできないという生徒が非常に多い。次年度以

降もそうした情報をぜひ紹介していただければありが

たい。

○３年間、非常に優れた取組を積み重ねてきている。学

校、先生方に敬意を表する。

○大学教員の講師派遣について、大学と高等学校の仕組

みの違いから、派遣については苦労するケースが非常

に多かった。本事業については、連携に関する特別な

要項を作成し、これに基づいて派遣を行っているが、

事業指定終了後については、根拠となるものがなくな

るため、次年度以降の教員派遣に関しては、新たなガ

イドラインを改めて作成するなどの対応が必要となっ

てくるかと思う。講師として高校生を指導した大学の

教員は、非常に満足感をもってやってくれているが、

派遣に至るまでがなかなか大変というのが実情だ。事

業終了後の岡山城東高校の取組の在り方については、

県教委と学校でしっかりと協議して、引き続き連携の

必要があれば、相談してもらいたい。

○来年度からの新教育課程の実施に伴い、大学入試改革

の動きも進んでいく。岡山大学としては、次の三つを

備えている学生を求めている。一つ目は学力。「知識

及び技能」に加えて、「思考力、判断力、表現力等」、

「学びに向かう力、人間性等」を兼ね備えていること。

英語について４技能ということが言われるが、日本語

についても同様であり、人の話を聴く力、まとめる力、

長文を読む力、書く力、発表する力などが、今の大学

生には不足していると感じる。そういう点で、岡山城

東高校の課題研究等で生徒に取り組ませてきたこと

は、彼らが大学生に入ってから、社会に出てからも必

ず必要となる力であるので、引き続きしっかりと育成

していってもらいたい。大学に進んでから伸びていく

ために、また、社会のなかで自立し、より良い社会を

作る人間になっていくために、という視点で、高校時

代の学びを捉え、改めて考えてもらいたい。二つ目は、

学ぶ目的意識を持っているかということ、三つ目は、

自分で考えて動くことのできる人間であること、であ

る。いずれも今の大学生に不足している要素である。

したがって岡山大学では、SDGs入試を通して、「岡山

大学でこれを学びたい」というしっかりとした意志を

持った学生を取ろうとしている。一般入試の後期課程

廃止を決めたのも、岡山大学で学びたいと考える学生

をぜひとも取りたいという岡山大学の強い覚悟の表れ

である。岡山城東高校の事業で学んだ生徒たちは、ま

さにこの岡山大学が求める学生像に合致していると考

える。実際に今年度も岡山城東高校から多くの生徒が

入学してくれている。今後も、一般入試、SDGs入試も

含め、岡山城東高校で学んだ多くの生徒に岡山大学に

入学し、これからの地域社会、世界を担う人材になっ

てもらいたいと考えている。

○課題研究で生徒が取り組むテーマの発見、設定につい

ては、普段の授業のなかで、生徒たちにどう社会の問

題に出会わせるか、ということがポイントになるかと

思う。授業と関係のない本を読め、と言ってもなかな

か難しい。教員が持っている問題意識が、各教科の専

門性と結びついて、生徒を感化していくことが大切だ。

総合的な探究の時間での学びと、各教科での学びとが

有機的に結びつくようにマネジメントしていくこと、

また、その学びを評価して指導につなげていく、とい

うことがカリキュラム・マネジメントの本質的意義で

ある。

○「岡山発グローバルリーダーの育成」とあるが、生徒

全員、一人ひとりがこれからの社会のリーダーとして、

よりよい郷土、社会、世界をつくっていこうという意

識をもち、進学して学び、社会に出て活躍していく、

ということが、本事業の目指すところかと思う。そう

いう観点から、岡山城東高校の取組を見ると、やや教

員が用意周到に準備し過ぎなのではないかと感じる。

岡山城東高校の校風は、本来、生徒たちが自主的・自

律的に、自分たちの学校を自分たちでつくっていこう

という高い意識をもっている、ということではなかっ
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たかと思う。そうした伝統的な校風を生かしながら、

事業に関連する取組を、もっと生徒主体で取り組ませ

ていくことが大切ではないかと思う。どうしても教員

は生徒たちのためと思って色々やりがちであるが、も

っと生徒たちを信じて、彼らが自分たちで考えて動き

出すのを待つ、ということも必要なのではないか。

●事業指定終了後、講師として岡山大学の教員の派遣を

依頼する流れは、どのようになるか。直接、それぞれ

の学部や教員に依頼をしていくことになるのか。

○岡山大学と県教委との間で締結されている連携協定に

基づいてということになるので、確認して進めてもら

いたい。

○国の指定事業以外の講師派遣については、岡山大学と

県教委との大きな連携協定という全体の枠組みに基づ

いて、各学校から講師派遣を依頼するという流れにな

っている。指定事業のように、県教委を通して依頼を

する、ということはない。

○事業で求められていることに対して、真摯に取り組み、

着実に成果を積み重ねてきている。

○本日の運営指導委員会、コンソーシアム運営会議で各

委員からの意見、指摘を聞いていると、キャリア教育

と総合的な探究の時間と各教科、それぞれの取組は計

画に基づいて進められているが、これらの取組の相互

の連携が重要だ。例えば、総合的な探究の時間と各教

科との関係について、岡山城東高校では課題研究のテ

ーマは学類に基づいた設定となっているが、さらに各

教科で学んだこと、各教科ならではの見方・考え方が、

総合的な探究の時間で設定したテーマの解決につなが

っていくような計画を意識してもらいたい。キャリア

教育については、単に、将来何になりたいかという職

業へのアプローチだけではなく、将来、どういう自分

で在りたいかというアプローチで進めていく必要があ

るかと考える。職業へのアプローチだけだと視野の狭

いものになってしまいがちだ。これからの予測不可能

な時代においては、生徒たちが社会に出たときに、そ

の職業が存在しているかどうかもわからない。より広

い視野で、将来社会に出て、たくさんの人たちとの関

係のなかで自分はこのように貢献したい、といったよ

り根本的な人間としての生き方・在り方へのアプロー

チが必要である。

○キャリア教育の側面からもう一点、「自分が社会をつ

くっていく当事者である」という意識を持たせていく

ことが大切だ。将来、職に就いて収入を得るというこ

とは、自分がやったことが社会のなかで評価された対

価としてお金をもらうということであり、自分が身に

付けた力がどんな形で社会に還元されるのかというこ

とを考えていくようなキャリア教育につなげてもらい

たい。自分のしたことが、社会のなかで他の人の幸福

につながり、そのことが自分の満足感や自己肯定感に

もつながっていく、ということを伝えていくことも大

切かと思う。

○自分が社会で力を発揮できる部分を探っていくのが、

総合的な探究の時間のテーマであってほしい。そして、

探究活動のゴールが課題解決策を提案し、行動に移す

ところまで進めることができればよいと考える。自分

が探究したことが社会のなかで評価されるということ

を経験するとともに、さらに大学に進学してからもそ

の課題の探究を続けていくというのが理想だ。

○大学入試改革が進められているが、岡山城東高校の取

組は、間違いなく今後の大学入試のトレンドになって

くるだろう。大学も徐々に、高校時代の探究的な学び、

取組を評価する方向へシフトしてきており、今後はさ

らにその中身が問われてくる。その点で、岡山城東高

校は他校よりも一歩も二歩も先を進んでいると言え

る。今後は総合選抜型入試や学校推薦選抜型入試も含

め、生徒たちが興味や関心を持って取り組んだ結果が

進路につながっていくための進路指導の在り方も研究

してもらいたい。

○シラバスについては、新教育課程の実施に向け、県教

委としても課題意識をもっており、平成15年に示した

参考様式について見直しを考えている。岡山城東高校

のシラバスが優れている点は、学校が目指している「1

0の資質・能力」と評価の観点である三つの柱がどう

紐付いているかが示されていることである。これによ

って、学校の教育目標と、教科で付けたい資質・能力

とがどう結びついていくかということを、各教科で考

えていくとともに、それを生徒と共有していくことが

重要であると考える。県教委としても非常に参考にな

った。今後、シラバスの参考様式については検討を重

ね、示していきたい。

○ここまでの協議のなかで、気になることが２点ある。

１点目は生徒が本を読まないことについて。インター

ネットで情報がすぐに検索できる時代だからこそ、文

献資料にあたってほしいという思いがある。県立図書

館の検索機能は非常に優れており、キーワードを入力

することで、候補となる文献がたくさん検索できる。

そうした方法についても教えていってほしい。昨年度

の課題研究の報告書を見ても、出典はインターネット

の記事であったり、文献資料は１、２冊程度であった

りというものが目立つ。多面的な見方を学ぶことは重

要であり、必ず複数のソースにあたるという意識付け

をさせてもらいたい。また、できれば学校の図書館の

利用率を客観的なデータとして持っておくことも、指

導上必要かと思う。

○コロナ禍において、特に異文化理解、国際交流に関す

る取組の多くが中止となっていることが気掛かりだ。

当面、この状況が続くことを考えれば、代替の取組を

今後しっかりと考えていく必要がある。学校だけでは

解決できない部分かと思うが、各大学やコンソーシア

ム各機関の協力も得ながら、オンラインの活用も含め

て検討していく必要があるかと思う。
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（４）【昨年度】第２回運営指導委員会

令和３年３月23日(火)13:30～15:15（セミナー室）

□ 協議内容

○GPS-Academicの「創造的思考力」の数値が１年生で低

いという結果が出ているということだが、そもそも学

校としては「創造的思考力」をどのように捉え、本事

業のどのような取組においてそれを育てていこうと考

えているのか。

○課題研究の進め方の「城東メソッド」の確立について、

現在、探究学習の進め方のプロセスで、何か参考にし

ているものはあるのか。

●「創造的思考力」については、資料と既有の知識とを

結び付けて、最善の解決策を選択したり、他の事象に

応用できる力を想定している。科目によっては、創造

性の基礎を培うことが目標に示されているものもあ

る。GPS-Academicの結果は返却されたばかりであり、

これから校内、各教科で結果を共有、分析して、具体

的にどのような取組においてこれを育てるかについ

て、考えいきたい。

●SGHの頃から、探究学習については、「課題研究メソッ

ド」（啓林館）という書籍を生徒も、指導する教員も

活用して進めてきた。現在はそれに加え、１年次にス

キル学習を導入し、探究学習に導入しやすいよう工夫

を行っている。また、今年度の１年生には、「課題研

究メソッド」はやや内容が難しいこともあり、より高

校生に分かりやすい教材ということで、「探究ナビ」（ベ

ネッセ）を持たせている。加えて指導する教員には、

大阪教育大学附属高等学校平野校舎による「平野メソ

ッド」を一冊ずつ購入し、活用している。以上のよう

な様々な方法や進め方を統合した形で、岡山城東高校

としての探究学習のパッケージを、本事業を通してま

とめることができればと考えている。

○「創造的思考力」については、まさにこれから子供た

ちに必要とされる力である。本事業を通して、ぜひ見

える化し、成果を他校へも広めてもらいたい。

○「城東メソッド」について、探究学習の進め方は、こ

れまでも様々なものが出されており、唯一の正解とい

うものはないので、岡山城東高校ならではのものを作

っていけば良い。また、基本的な型は必要だが、あま

り型ばかりにとらわれるのではなく、状況に応じて臨

機応変に扱えるようにしていけば良い。

○２年目ということで、取組が積み重ねられ、昨年度と

比べても、充実してきていることが窺えたが、今日の

報告を聞いていると、多様な取組について、やってき

たこと自体の報告になっている印象がある。やはり大

切なのは、取組を通じて、どのような資質・能力がど

のように高まり、生徒が変容したかということである。

各取組の目標に対して、生徒に資質・能力が身に付い

たかどうかという観点での成果と課題の整理と明確化

が必要。おそらく、これまでの取組の蓄積のなかに、

そうしたデータもあるのだと思うが、それらをぜひ見

える化してもらいたい。それが、本事業の取組を検証

する視点になり、他校への成果の発信の際にも有効な

材料になる。

○それぞれの取組の説明は非常に納得できるものであっ

た。前回の運営指導委員会で話題となった「岡山城東

らしさ」ということについて、改めて考えておきたい。

○学校自己評価アンケートで気になるのが、「城東高校

は、生徒にとって入学前に抱いたイメージ通りの学校

であると思う」という項目である。これが、生徒、教

員、保護者ともに３点台の数値になっている。（３…

入学前からのイメージ通りの学校である）これは、ほ

ぼイメージ通りであったということなのかもしれない

が、県教委が推進している「高校の魅力化」という視

点から見れば、これはやはり４点台（４…やや良い印

象、５…入学前に抱いていたよりも良い）を目指して

いく、つまり、入学前のイメージを上回っていた、と

なるのが望ましいのではないか。

○生徒、保護者と教員との間で評価に差がある項目とし

て、「城東高校はマナー（交通など）がよい学校であ

る」というものがあるが、教員は２．８となっている。

これはどういう思いでこの数値になっているのだろう

か。これに対して保護者は３．８と、やや高くなって

いるが、保護者が気付いていない部分なのか、あるい

は学校に対する期待度であるのか。こうした差をどの

ように考えているのか聞きたい。

○「ブランディング」という言葉があるが、岡山城東高

校のブランド力について、どうやって他の学校と差別

化を図っていくのか。他県の高校のなかには、国内の

大学ではなく、初めから海外の大学への進学を目指し

ていくということを特色として位置付けている学校も

ある。改めて、岡山県の県立高校のなかで、「岡山城

東らしさ」とは何かということを考えていく必要があ

るのではないか。大きなブランドとして「岡山城東高

校ではこういうことができる」という目標を立てて、

その手段を考えていく、ということがこれから必要に

なってくるのではないか。

●交通マナーについての教員の数値の低さについては、

「一部の生徒についてマナーが良くない」ということ

であると思う。地域の方からは、「最近、マナーは良

くなってきている」という声もいただいている。生徒

や教員については、一部の生徒のマナーの悪さを見て、

そのように評価しているという部分が大きいのではな

いかと思う。アンケートの結果についてはもう少し詳

しく分析を加えながら、指導に生かしていきたいと思

う。

●岡山城東高校のブランド力は非常に高いと考えてい

る。多くの生徒、保護者が岡山城東高校に入りたくて

入学している。他の学校と比較して、「自由な校風」

や「勉強だけではなく、部活動や行事もがんばれる」

といったイメージをもって、岡山城東高校を選んでく

れている生徒が大半なのではないか。その部分が岡山

城東高校の強み、魅力であるので、それは大切にして

いきたい。一方で、入学後のイメージが違う部分につ

いては、勉強と部活動の両立が大変、忙しい、といっ

たところがあるのではないか。もちろん、入学前も覚

悟はしていたが、実際にやってみると、想像以上に厳

しいということだと思う。その理想と現実とのギャッ

プで苦しむ生徒もおり、本校の相談課や外部のカウン

セラーを中心に必要なケアはしている。

○進学については、四つの学類を反映し、外国語大学、

芸術大学などへの進学が、例年多いという特徴的な進

路実績も見られる。

○生徒には岡山城東高校の生徒であるというプライドを

持つように、そして、プライドを持ち続けるためには

しっかりと自分を高めていく必要がある、という話を

普段からしている。

○３年次のアンケートで、５３％の生徒が「将来地元で

暮らしたい」と回答しているが、これはコロナの影響
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を受けた今年特有のものであるのか、ここ何年かの傾

向であるのか、それをどう分析しているか。

○課題研究における地域課題について、生徒はどのよう

な探し方をして設定しているのか。インターネットだ

けで検索して設定しているのか、実際に地域に出て自

分の目に触れるものから見つけているのか。

●今年度の３年生の受験のパターンとして、地元に残り

たい、家族と離れたくないという生徒、家族や地域の

居心地が良いという生徒が多い学年だと思う。多少は

コロナの影響もあるが、自分の進みたい道と、居心地

の良い場所を求めた結果、このような数値になってい

ると考えている。

●課題研究のテーマ設定について、今年度のGLOBALⅡで

は、昨年度までと異なり、各学類の専門性と、地域社

会、世界が抱える課題とをリンクさせた課題設定をさ

せている。その際、各学類の専門分野によっては、な

かなか地域の課題やSDGsのゴールと関連付けにくい分

野もあった。この形式での実施は今年度が初めてとい

うことで、十分に詰め切れなかった部分もあった。次

年度以降のカリキュラム開発に向けては、学類の専門

性だけを突き詰めるのではなく、地域社会の課題解決

との関連付けの部分をより意識した課題設定ができる

ように改善していきたい。

○「将来地元で暮らしたい」生徒の割合が、３年生は５

３％で、２年生は３８％でかなりギャップがあるよう

だが、これが来年はどうなるのかということも気にな

る。また、「将来地元で暮らしたい」ということの意

味合いが、一度、県外に出て活躍してから将来、故郷

に帰ってきたいという意味なのか、高校卒業後ずっと

岡山でやっていきたいという意味なのか、ということ

も気になる。これについては、継続的に分析、検証が

できるようにしてもらいたい。

○地域課題について、岡山城東高校の「地域」は、岡山

県全域と捉えるべきだろう。例えば課題研究の文学の

領域で有名な作家の名前が挙がっているが、岡山出身

の作家、岡山にゆかりのある作家を取り上げることな

どを意識してはどうか。あるいは、環境問題の領域で

プラスチックゴミの問題をテーマにしている班につい

ても、瀬戸内海環境保全特別措置法の改正などが社会

の話題となっているなかで、身近な岡山の河川におけ

るプラスチックごみの問題について考えていく、そし

てそれを実際に回収するという活動に発展させていく

と、社会貢献活動やリーダー育成の取組ともリンクさ

せることができる。また、一つのテーマをめぐって、

その解決のために、学類の壁を越えて考えていく試み

ができれば、さらに取組が広がっていくのではないか。

○前回、この場で問題となった「岡山城東らしさ」とい

うことについて、非常に真摯に考え、取り組んでいた

だいたことはうれしく思う。

○スキル学習において、統計の知識についてきちんと学

び、全生徒に統計処理をできるようにするというのは

良い試みだ。大学でも教えているが、高校までにやっ

ていないとなかなか苦労する。社会人になってからも

そうしたスキルは必要とされるので、非常に大切なこ

とだと考える。ちなみに、この統計の学習のなかで、

Google Formsの使い方は生徒に教えているか。

●生徒はGoogle Formsは使っていないが、別のアンケー

ト回収ソフトを活用してアンケートの統計処理は行っ

ている。

○了解した。大学生でもなかなかGoogle Formsを活用し

た統計処理ができないので、ぜひ、そうしたコンピュ

ータを用いた統計処理の学習を高校生のうちにやって

おいてもらいたい。

●特に理数学類の数学班については、統計学習は一通り

学んでいる。課題研究の最終発表の際にも、岡山大学

のデータサイエンスの先生に意見をいただいている。

関西学院の探究甲子園に参加した生徒は、Excelを活

用して自分で分析ができるようにもなっている。

○それは素晴らしい取組であるので、できれば理数学類

だけではなく、１年次のうちに全ての生徒ができるよ

うになっておいてもらいたい。

○海外体験・国際交流の取組について、生徒の英語力を

図る指標にGTECが使われているが、実際に社会に出て

グローバルに活躍する人材を育てることを考えていく

ならば、TOEFLの受験が必須である。岡山城東高校と

しては、アメリカやヨーロッパの大学へ進学する生徒

の育成を目指してもらいたいが、そのためには、IELT

SやTOEFLiBTでかなりのレベルのスコアが求められ

る。大学生でも海外留学を希望する学生に受験させる

が、なかなか良いスコアが出ない。高校の頃から受験

して高いスコアが出せる英語の力を付けておいてほし

い。

○課題研究のテーマについて、今年度、「国際塾」で「２

０４０年の岡山と私」という課題を取り上げ、グルー

プごとに英語で発表させたが、例えばそうした大きな

テーマについて、学校の中だけではなく、各種のコン

クールも含め、しっかりと全国、世界へと発信してい

く経験をさせてもらいたい。

●GTECについては、SELHiの頃から全県に先駆けて導入

しており、また、本事業でも継続して指標としている。

IELTSやTOEFLは受験料が高額であり、また、国内の大

学進学については、他の模擬試験との相関も取れると

いうことで、生徒全員に対してはGTECを受験させるこ

とになっている。これとは別に、海外進学を希望する

生徒は、IELTSやTOEFLを個人負担で受験している。そ

うした形で、学校全体で取り組んでいるものと、海外

進学をする生徒個人に指導しているものとがある。

○既に取り組まれているかもしれないが、学校の中に海

外進学について専門的に担当する教員を置いてほし

い。例えば、始めから海外のトップスクールに進学す

るのは難しいが、コミュニティカレッジに入学して、

そこで成績を上げ、トップスクールに編入するという

方法がある。そうした情報に詳しい教員がいて、生徒

にアドバイスをしたり、ノウハウを蓄積したりしてい

ってもらいたい。

○コロナ禍を乗り越えながら、昨年度に比べて取組が非

常に深化している。学校の取組に敬意を表したい。最

終年に向けて、どの部分に焦点をあて、どの部分を伸

ばしていくかをしっかりと見定めて取組を進めてもら

いたい。

○教育の効果というのはすぐに出てくるものではない。

高校教育の結果は、大学に進学すればそれで良いとい

うわけではない。一人一人の生徒が高校卒業後の人生

をどのように生きるか、という核の部分を培っていく

のが、高校教育の底力である。岡山城東高校はすぐれ

た、ユニークな人材を数多く輩出しているが、それこ

そがまさに岡山城東高校の教育の底力である。そうし

た意識をもって、取組を進めていただきたい。

○本事業を有効に活用することによって、岡山城東高校

らしい、ユニークな教育活動を、さらに充実したもの
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にしてもらいたい。

○「将来地元で暮らしたい」生徒の割合の数値がピック

アップされているが、この項目を出すことに若干、違

和感があった。本事業で目指す人材像は、「グローバ

ルな視点を持ちながら地域に根差し地域社会を支える

人材」、「郷土や日本への貢献意識を持ちながら国際社

会で活躍する人材」であるから、別に岡山に限定され

るものではなく、この質問項目が、本事業の成果を測

る指標としては、そぐわないのではないか。

○企業訪問について、企業としてバス１台分の生徒を受

け入れるということはなかなか難しく、かなり規模の

大きな企業に限定されてしまう。そうしたなかで、こ

の度、岡山経済同友会が「おかやまSDGsマップ」を作

成しており、１７のゴールについて、どの企業がどの

ような取組を行っているかが紹介されている。こうし

た「おかやまSDGsマップ」を活用すれば、生徒たちが

設定したテーマに合致する企業に対して、自分たちで

取材の依頼をして、少人数で訪問することも可能にな

るのではないか。また、訪問する企業の選択肢も広が

るのではないかと思う。

（５）【昨年度】第３回コンソーシアム運営会議

令和３年３月23日(火)15:30～16:30（セミナー室）

●本校の報告、運営指導委員会での指摘を受けて、次年

度に向けての課題について御意見をいただき、協議が

できればと考える。例えば、本事業が終了したあとの

持続可能な取組の在り方、数値の低かった「創造的思

考力」をどのように伸ばしていくか、取組の目標に対

しての、生徒の変容という視点からの成果をどのよう

に示していくか、地域課題の設定の仕方、これからの

社会、地域、世界で活躍していくために必要とされる

資質・能力をどのように育てていくのかなど、様々な

示唆をいただいている。こうしたことについても、協

議を通してヒントがいただければと考える。

○地域課題やテーマの設定について、２月の成果発表会

にも参加したが、全県をフィールドにした地域課題探

究ということを考えるならば、少し「地域」という視

点が弱いという印象だ。岡山という地域の住民と触れ

合い、実際の声として困っていることなどを拾い上げ、

身近なところから地域課題を見出していくということ

をSDGsの１７のゴールと結び付けて考えてもらいた

い。

○今年度、生徒に対してSDGsに関わる講演を行った。出

来れば、講演の後、生徒からの質問を受けるなど、や

りとりをする機会を持つことができれば、さらに良か

った。

○講演の中で、SDGsの１７のゴールについては、それぞ

れ一つのゴールだけではなく、ゴール相互のつながり

があるという話をした。今回の生徒の研究集録を見る

と、ゴールのアイコンがそれぞれ一つだけ付けられて

いるが、これも関連するアイコンは複数付けておけば

良い。テーマ相互のつながりを意識していくことが大

切。

○今年度はコロナ禍で取組が困難であった部分も多かっ

たと思うが、その反面、オンラインの活用、ICT等の

技術革新によって、これまで以上に世界とはつながり

やすくなっていると思う。そうしたものも活用しなが

ら生徒には世界へ出て活躍し、将来、地元岡山へ帰っ

てきて、また、その帰ってきた場所でもICT等を駆使

して仕事ができるということにつながっていけば良い

と思う。「地域社会を支える人材」が本事業の目指す

人材像。これからの地域社会を考えたとき、それぞれ

自分が望む場所で生活も仕事もできるというのが理想

である。本事業の取組が将来的にそうしたところにつ

ながっていけば良いと考える。

○生徒の研究集録を見ると、GLOBALⅠとGLOBALⅡとでは、

特徴の違いがあり、GLOBALⅠではSDGsの課題をかなり

幅広く取り扱っている印象、GLOBALⅡでは各学類特有

のテーマに絞られてくる印象だ。いずれにしても、高

校生の段階でこういったテーマについて深く考えるこ

とができているのは素晴らしい。

○ただ気になるのは、参考引用文献がインターネットか

らのソースが非常に多いという点だ。これが現在のト

レンドなのかもしれないが、もっと図書館の文献資料

などに当たるべきではないか。加えて、引用の仕方、

作法のようなものについても、かなりばらつきがある

ように思う。これは１年生だからいうこともあるかも

しれないが、逆に１年生のこの時期に、しっかりと作

法を指導しておけば、大学進学後も困らないのではな

いか。そうした学術的な作法を知り、参考引用文献に

当たりながら考えを深めることで、創造的思考力や批

判的思考力を育成することにもつながっていくのでは

ないか。

●昨年度の１年生は夏季休業中に文献を読む時間を取る

ように指導し、読んだ文献についてまとめるメモを配

付したが、今年度は夏季休業が短縮された影響で、な

かなか文献を読む時間が確保できなかったということ

がある。指導した教員からも文献の紹介等を行ったが、

時間が限られている中で、インターネットの記事の引

用が多くなってしまったということだと思う。今年度

の課題として、GL O B A LⅡでは論文、書籍を先行研究

としてしっかりと調べていくということを指導してい

きたいと考える。引用の仕方については、今年度導入

した「探究ナビ」というテキストにも説明があったが、

この部分を学年全体で指導する共通認識が十分できて

いなかったこともある。来年度の１年団に、引継ぎを

しておきたい。

○まずは、この２年間の取組の成果に対して、改めて敬

意を表したい。

○岡山城東高校がグローカル型の申請をすると聞いたと

き、本事業の最終的な落とし所をどうしていくのか、

という疑問を持った。本事業で育成を目指す人材像が、

「地域に根差し、地域社会を支える人材」と並んで、

「国際社会で活躍する人材」とあり、グローカルとい

うのは、まさにそうした表裏の関係にある人材の育成

が目標となっている。今回の運営指導委員会において

も、「もっと海外へ」という意見と、「もっと地元で活

躍を」という意見がそれぞれ挙がっている。そのよう

な中で、「将来地元で暮らしたい」生徒の割合の高さ

をどう評価すればいいのか、難しい。取組を進めてい

く上で、学校が一番苦労しているのもこの部分なので

はないか。運営指導委員会で「ブランディング」とい

う話が出たが、本事業の最終年を迎えるにあたり、岡

山城東高校がどういう人材を育てていくのか、という

ことを分かりやすく、外に対してアピールしていくの

か、ということが必要になってくる。SGHの頃から、

学校としての優れた取組の積み重ねはあるはずなの

で、それをどう見えるようにしていくか、ということ
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が大切である。

○他校の課題研究を指導しているある大学の教員が、「高

校の課題研究は何を目指しているのか」ということを

言っていた。課題研究を進めていく上での課題として、

取組を次の学年へとどう引き継いでいくのか、そして、

方法論も含めて成果をどう蓄積していくのか、という

ことが十分できていないということがあるのではない

か。「とりあえず何かをやった、というのは研究では

ない」というのが大学の研究者の考え方だ。運営指導

委員会でも指摘があったが、研究に当たって設定した

目標に対して、どういう評価基準で、どう評価して、

それを見える化していくか、というアウトカムの部分

が重要である。このことをしっかりとすることによっ

て、指導と評価を一体化させ、成果と課題を次の学年

に引き継ぎ、よりバージョンアップした「城東メソッ

ド」につなげることができるのではないか。

○今、生徒たちが取り組んでいることは、大人になって

から、必ず何かにつながるはずだ。今は分からないか

もしれないし、やらされているという感覚の生徒もい

るかもしれないが、いつか必ず、分かる時が来る。先

生方が大変な思いをしながら生徒のために取り組んで

いることは、必ず意味がある。

○大事なことは、「大学に入って伸びる生徒を育てる」

ということ。当然のことながら、大学に入ることが目

的ではない。岡山城東高校で学んだことが、大学でど

う生きてくるか、そしてその先にある、社会を支える

人材に育っていくかどうか、ということである。

○教員の派遣について、今年度はコロナ禍でオンライン

での派遣となってしまったが、来年度については、学

務企画課が派遣のガイドライン、チェックリストを策

定し、対面での派遣ができるように準備をしている。

○本事業指定の３年間については、本事業のための特別

な連携協力の要項を作成して教員の派遣を行っている

が、指定が終了すれば、通常の高大連携の枠内での派

遣ということになる。本事業指定終了後のことについ

ては、別途、相談していく必要があるだろう。

○岡山経済同友会が昨年から構想していた、SDGsに取り

組んでいる県内企業のガイドブックである「おかやま

SDGsマップ」がこの度、完成した。高校生が自分たち

の関心のある企業に主体的にアプローチして聴き取り

を行ったり、企業側が伝えたいことを伝えたり、協働

してできることがあれば取り組む、といった形で活用

していくことが想定されている。印刷・製本の費用に

ついては、中国銀行が９０周年記念事業ということで

全面的にバックアップしてくれた。当初は２０社くら

いの想定でスタートし、年度を重ねるごとに２０社ず

つ増やしていくことができればと考えられていたが、

実際には７３社が参加した。内容としては、企業の概

要、その企業のどのような取組がSDGsなのか、といっ

たことがまとめられている。あまり詳細に書くと、そ

の記述を写すだけで満足してしまうので、「おかやまS

DGsマップ」の記述自体は簡単なもので、後は、併せ

て記載されているSDGsに関するその企業の問合せ窓口

に、高校生が自分たちで問合せできるような形になっ

ている。

○３月２９日に岡山経済同友会から岡山県教育委員会へ

の贈呈式が行われ、その後、４月に入ってから、各学

校に配布することになっている。

○岡山県教育委員会としては、この「おかやまSDGsマッ

プ」を使い、各学校の生徒がどういった活動をしたの

かという情報を収集しようと考えており、「おかやまS

DGsマップ」とともに、活用についての様式を送付す

る予定である。何年生のどのグループが、どういう企

業に行って、どういう活動をしたのかを、その様式で

提出してもらい、それを県教委でまとめて経済同友会

を通じて企業へフィードバックすることを考えてい

る。

○「おかやまSDGsマップ」を使い、課題研究等で関心を

もって探究していることの延長線上に、実際の企業が

地域でどのような取組を行っているのか、それがSDGs

とどう関わっているのかということに実際に触れるこ

とによって、企業への見方が変わり、また、実社会を

知ることにもつながる。

○本事業の「グローカル」の「ローカル」の部分につい

ては色々な見方があると思うが、やはり実体験ができ

るのは「ローカル」の部分なのではないか。その実体

験を通して、自分の身近な課題を見付け、その課題を

解決していくために何をしていけば良いのかを考えて

いくと、ローカルで解決するものもあれば、世界に視

野を広げて捉えていかなければならないものもある。

そうした視点をもって課題解決に当たることのできる

人材の育成を目指すのが、「グローカル」の意味なの

ではないか。

○今年度は、コロナ禍でフィールドワークの機会を十分

に取ることができなかった面もあったかと思うが、「お

かやまSDGsマップ」なども活用しながら、自分の身近

なところにある課題を、実際に自分の目で確かめ、課

題を知り、自分のこととして考えていく、ということ

を大切にしてもらいたい。

●「おかやまSDGsマップ」の使い方について質問だが、

これは生徒が個々に、各企業にアポイントメントを取

って訪問するということか。各学校、各グループ、個

々の生徒がバラバラに連絡を取るということになって

くるが、それで良いか。

○各学校、各グループがバラバラにそれをやってしまう

と大変なことになるので、今後、ルール作りをしてい

くことになる。連絡すれば全て受け入れてもらえると

いうことではない。内容にもよる。そのためにも、県

教委としては各学校の活動の情報を集め、公開してい

くことを考えている。そのレベルの内容なら、訪問す

るまでもない、ということが情報として分かるように

しておくことで、同じような内容での訪問が殺到する

ことのブレーキになると考えている。

○この「おかやまSDGsマップ」は企業を知る良い入り口

にはなると思うので、実際に訪問しなくても、「おか

やまSDGsマップ」に掲載されている企業のホームペー

ジを見るだけでも、その企業が取り組んでいる課題な

どについて、かなり詳しい情報は得られるのではない

か。その上で、十分ではない部分について、訪問する、

もしくはメールや電話で取材するという方法もあるの

ではないか。

○企業によっては、来校してもらい、SDGsについての講

演をしてもらうということもできるのではないかと思

う。

○この「おかやまSDGsマップ」に限らず、例えばフィー

ルドワークで商店街でアンケートを実施するなどが行

われているが、毎年、毎回、同じような内容のアンケ

ートをするのでは、かえって地域に負担がかかる。学

校内でも、アンケートなどのフィールドワークの記録

を蓄積、共有し、次年度へ引き継いでいくしくみは構
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築してもらいたい。

●GLOBALⅠについて、１年生の場合は課題を深く探究し

ていくための必要な知識のインプットにどうしても時

間がかかってしまい、やっと視野が広がってきたとき

には研究の終盤ということになり、不完全燃焼という

場合も多い。GLOBALⅠで積み重ねたものを、次年度、

GLOBALⅡにしっかりとつなげていきたい。

●課題の設定について、GLOBALⅡは、今年度、学類コア

科目と連動した探究活動にシフトしたことで、教科の

専門性が強くなったとともに、SDGsとの関連性を持た

せるということもあり、どうしても大きなテーマに目

がいきがちであった。そのため、視野が広がりすぎて、

焦点化が難しかったグループも多く、身近な地域課題

の解決という部分が弱くなってしまったことが、次年

度に向けての反省点である。

●生徒の研究レベルはまだ非常に低いが、指導を重ね、

仮説を立てて検証していく一連のステップを経験させ

ていくことによって、生徒が成長していく手応えはあ

る。先程、指摘にもあったように、教員の指導の在り

方についても、学校としての研究の蓄積、継続性とい

う面が今後、大切になってくると考えている。

●企業訪問について、来年度については今年度までと同

様の形態で、１年生の夏に実施をお願いしたいと考え

ているが、可能か。

○来年度については、これまで受入をお願いしてきた企

業にはアプローチしてもらって構わないと思う。企業

訪問も含めて、本事業指定の終了後、どのように取組

を継続していくか、予算のことも含めて考えていく必

要があるだろう。

○来年度１０月に、岡山市が中心となり、「岡山連携中

枢都市圏」の１３市町で、海ごみに関するSDGsの取組

として、岡山の河川のプラスチックごみを拾う活動を

計画している。実際にごみを拾った後に、海ごみをテ

ーマにしたSDGsフォーラムと、海ごみの状況を写した

写真などのパネル展示を実施する予定である。来年度、

課題研究でそうしたテーマを扱うグループ、関心のあ

る生徒には参加してもらえればと思う。

○大学入学後、大切になってくるのは、先生に言われて

する、ではなく、自分の頭で判断し、考えることがで

きるということだ。そのために、岡山城東高校で生徒

が取り組んでいることで一番大事なのは、課題を見つ

けることだと思う。自分がどういう分野に取り組んで、

社会に貢献するために何ができるのか、ということを

考えていくこと。地域課題やグローバルな社会課題と

自分との接点を見出し、実際の体験を重ねていくこと。

そうした経験を高校生の頃に経て、問題意識を持って

大学に進学した生徒と、そうした意識を持たないまま

進学した生徒とでは、学びに対するモチベーションが

全然、違う。大学に入学したときの成績は、４年間、

ほとんど変わらないと言われている。つまり、入学時

にどれだけ高い意識をもってスタートできるかという

ことが大事だということだ。何のために学ぶのか、学

んだことを通してどう社会に貢献していくのか、とい

うことを高校時代にしっかりと考えて大学に進んでい

ってもらいたい。

○本日の協議のなかで、岡山城東高校のブランディング

の話や、入学前後の生徒の学校に対するイメージのギ

ャップの話が出たが、やはり自由な校風をイメージし

て入学してくる生徒が多いので、何よりもまず、それ

ぞれの生徒が岡山城東高校で何を学びたいのか、とい

うことに応えていく必要がある。コンソーシアム各機

関、地域とも連携しながら、生徒がそれぞれ自由な発

想のなかで、課題を見つけ、解決していくための手段

を身に付けることのできる学校、というのが岡山城東

高校のブランドになっていくのではないかと考える。

指定最終年度の取組において、そうしたことを実現し

ていくことができるよう、岡山県教育委員会としても

サポートしていきたい。
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２．教育改革推進委員会

（１）設置の目的

県教育委員会と連携しながら、事業の成果や課題を共有し、本事業の進捗管理を行う。

（２）構成員

【コアメンバー】校長、副校長、教頭、事務部長、主幹教諭、教務課長、学類主任、年次主任

【必要に応じて出席するメンバー】カリキュラム開発係主任（教務課長補佐）、地域連携

係主任（生徒課長）、国際交流係主任（国際課長）、外国語教育推進係主任（外国語科研

究主任）、情報発信係主任（総務課長）、記録係主任（図書課長）、会計係主任（事務室）

（３）開催期日と内容

［第１回］期日 令和３年４月14日

内容 令和３年度「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」実施計画

（案）について 他

［第２回］期日 令和３年５月21日

内容 １年次SDGs講演会について、１年次企業訪問について 他

［第３回］期日 令和３年６月17日

内容 「WWL・SGHネットワーク」令和３年度連絡協議会について、１年次RESAS

出前講座について 他

［第４回］期日 令和３年７月12日

内容 １年次企業訪問について 他

［第５回］期日 令和３年８月20日

内容 GLOBALⅡ、GLOBALⅢの外部講師について、GLOBALⅠの課題研究講演会に

ついて 他

［第６回］期日 令和３年９月22日

内容 第１回運営指導委員会及び第２回コンソーシアム運営会議について 他

［第７回］期日 令和３年10月25日

内容 スクール・ポリシーの策定について、カリキュラム・マネジメントの基

本構想について、GLOBALⅠ、Ⅱ、Ⅲのシラバスについて、第２回コンソ

ーシアム運営会議及び第１回運営指導委員会の報告 他

［第８回］期日 令和３年11月18日

内容 海外研修代替案について、研究開発実施報告書の作成について、令和４

年度道徳教育全体計画について 他

［第９回］期日 令和３年12月16日

内容 学習評価について、令和４年度総合的な探究の時間全体計画について、

令和４年度道徳教育全体計画について、令和３年度課題研究発表会につ

いて、成果報告会について 他

［第10回］期日 令和４年１月13日

内容 第２回運営指導委員会及び第３回コンソーシアム運営会議について、令

和４年度道徳教育全体計画について、令和４年度キャリア教育全体計画

について 他

［第11回］期日 令和４年２月４日

内容 学校経営計画学校評価書最終評価について、学校自己評価アンケートの

結果と分析・展望について、学校評議員会の開催について 他

［第12回］期日 令和４年３月４日

内容 完了報告書について 他

– 86 –



３．学校評議員会 

 

（１）設置の目的 

 本年度の「学校経営計画書」に基づき、本校の教育目標や計画、学校運営の基本方針、

重点的な取組などについて説明を行い授業参観の場を設けることで、各評議員に本校への

理解を深めていただくとともに、自らの知識や経験に基づいて意見を述べていただく。ま

た、学校評価委員として評価者の立場からも学校関係者と意見交換を行う。 
 

（２）学校評議員 

小野 恭裕氏（株式会社 ラーンズ（代表取締役社長）） 

小橋 雅彦氏（ノートルダム清心女子大学 文学部 英語教育センター主任 准教授） 

三枝 久依氏（本校 PTA 副会長） 

日名 智子氏（元本校 PTA 役員、元赤磐市教育委員） 

村上 尚徳氏（環太平洋大学 次世代教育学部 学校経営学科 教授 副学長 入試センター長） 
 

（３）開催期日と内容 

［第１回］期日 令和３年７月 28 日（書面協議） 

     内容 学校経営計画と本校の現状について 

〔評議員の意見など〕（抜粋） 

・城東高校で育みたい「10 の資質・能力」を伸長させることを目的として推進しているカ

リキュラム・マネジメントは、大変興味深い。 

・ここまでの活動・研究の成果は、学校の有形・無形の財産として残っていると感じる。

ポスト「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」として、次年度以降、何を発

展継承し、何を終了とするのか、校内での議論が今後深まっていくことに期待している。 

・岡山大学とのオンラインでのやりとりや、企業訪問は知っていたが、他にもさまざまな

社会貢献活動をしていることがわかった。 

・以前の「スーパーグローバルハイスクール」での取組を基に、新しい学習指導要領の趣

旨を取り入れ、様々な取組が発展的に整理されている。 

・（コロナ禍で）苦しい時だからこそ学べるものがあり、友人への配慮が自然と芽生え、

他校にはないいわゆる「城東らしさ」が培われている。城東スタイルを是非今後とも受

け継いでほしい。 

・生徒への１人１台端末の整備・活用を始め、全国でも「先頭」を走っていると感じる。 
 

［第２回］期日 令和３年 10 月 23 日 

     内容 学校経営計画の「取組の柱」に関する上半期の取組とスクール・ポリシ 

ーについて 

〔評議員の意見など〕（抜粋） 

・コロナ禍で城東らしい教育活動ができにくくなっているが、iPad を使って新しい教育活

動、授業ができている。 

・オンラインだからできることを模索し、実施されていることに感心した。 

・スクール・ポリシーについて、「さまざまな国の人と協同で問題を解決」にすると良い。 
 
［第３回］期日 令和４年２月 21 日（オンライン開催） 

     内容 今年度の取組と学校関係者評価について 

〔評議員の意見など〕（抜粋） 

・早い時期から GLOBAL の授業、国際化への取組、課題解決を取り入れており、深化している。 

・時間をかけて授業準備や国際交流など、よくやっている。GLOBAL の評価はＡでよい。 

・「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」では生徒と教員が一緒になって、活動

を進めている。 

・全国的に ICT の活用は進んでいないが、城東は上手く活用し、国際交流等ができている。 
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第７章 広報活動 

 

１．はじめに 

 本校の魅力や特色を、広く中学生・保護者・一般の方々に理解してもらうことを目的に、

様々な機会を捉えて広報活動を行っている。校風や学校行事、４つの学類の特長などに加

えて、令和元年度からは本事業の理念や取組についても紹介している。特に、本事業の３

つの柱、「地域密着の課題研究」、「異文化交流の深化」、「自主性・自律性を育成する取組」

を重点的に取り上げている。 

 

２．広報媒体 

 （１）スクールガイド 2022 

17,000 部を作成し、県内全中学校（３年生全員と全学級数）や塾に配付している。

一部県外からの問い合わせにも対応した。また、学校説明会や公開授業の参加者全員

にも配付している。今年度は、本事業の取組の最終年度を迎え、一層充実したスキル学

習や企業訪問、研究成果について、詳細と成果を紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）学校紹介ビデオ 

昨年度更新した学校紹介ビデオを学校説明会や中高連絡会上映し、本校の取組への

理解を深めてもらうための一助としている。今年度は実施できなかった、本校の従来

の取組として、海外修学研修や学類研修、留学生の受け入れ、海外高校との交流、ITC

英語集中合宿などの活動を分かりやすく紹介している。 

 （３）活動紹介スライド 

中学生及び保護者対象の学校説明会用のスライドでは、本事業の理念や育成したい

力、具体的な活動などを詳しく説明している。本校の特徴的な取組として課題研究や

事業所訪問、ボランティア活動の様子などを紹介した。 

 （４）ホームページ 

トップページを更新し、本事業のアイコンを加え、そこから本事業に関する記事を

開けるようにした。ブログ「岡山城東な日々」では、「GLOBALⅠ」「GLOBALⅡ」における

活動や自主性・自律性を育成する取組の様子を伝えている。スマートフォンやパソコ

ンで本校の日常を簡単に見ることができるため、非常に多くの方に閲覧されている。 

（５）岡山県教育庁高校教育課 Facebook 

  管理機関である岡山県教育委員会の Facebook にも度々掲載され、取組の様子を広く

発信した。「GLOBALⅠ」における「RESAS 出前講座」や「SDGs に関する講演会」など

が掲載された。また「高校生探究フォーラム」での本校生徒の活躍が紹介された。 

（６）各種情報誌など 

  塾や情報関連企業からの依頼を受け、本校の取組を紹介し、情報誌や各社ホームペ

ージで取り上げられた。 
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３．広報活動 

 （１）中学生・保護者対象学校説明会 

本校会場で１回、地区別（赤磐市・備前・瀬戸内市・津山市）会場で３回の学校説明

会を実施し、延べ 828 名の参加があった。また各中学校での説明会には５校、塾説明

会には４ヶ所に参加した。いずれの説明会においても、本取組における課題研究の取

組や企業訪問の充実、リモートによる国際交流が高い関心を集めていた。また、本校を

会場とする学校説明会では、中止となった秋のオープンスクールの内容を一部取り入

れ、生徒による学類プレゼンテーションを行った。生徒自身の言葉で語る課題研究の

苦労や達成感などに、中学生や保護者の関心が高かった。また、生徒のプレゼンテーシ

ョンを高く評価する感想が寄せられた。また今年度で終了する本事業の今後について

質問が寄せられたが、本格的に軌道に乗った課題研究や企業訪問、ボランティアなど

継続する旨を説明した。 

 （２）中高連絡会 

中学校教員を対象に、本校の特徴や取組に加えて本事業の説明を行った。リモート

実施であったので、県北や県外からの問い合わせにも対応することができた。ここで

は本事業について概要から目的までを詳細に説明しており、中学生が本校の取組をよ

く理解した上で志望校決定ができるように、中学校の先生方には中学生への情報提供

をお願いしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）授業公開 

夏のオープンスクールが中止となったため、代替措置として、公開授業を行い、参加

数を限定して中学生に本校の授業を公開し、331 名が参加した。中学生は、ディスカッ

ションを多く取り入れた授業や、iPad を使いこなす授業、各教室のＩＣＴ環境などに

高い関心を寄せていた。また公開授業に合わせて、学類説明や合唱部・吹奏楽部・管弦

楽部の歓迎ミニコンサートの動画を期間限定でホームページにアップし、生徒の手に

よる明るく元気なプレゼンテーションが好評であった。 
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生徒報告「GLOBALⅠ」 

一食多利 〜TABLE FOR TWO を城東に〜 
 

 

１年次 2 組 1 班 
    
   
背景・意義  

世界では飢餓で亡くなる子供達が多いが私たちが直接的に支援で

きることは少ない。そこで私たちには何ができるかを考える中

で、“TABLE FOR TWO”という取り組みを知った。一人暮らし

をする人も多くなる大学生になる前に、食生活への意識を高める

ことが大切だと思い、また同時に飢餓を減らすための支援として

食堂を利用することを考えた。 

研究手法  
1 クラスで食堂の利用状況や値段の意識に関するアンケートをと

った。 
2 インターネットを利用して“TABLE FOR TWO”の情報を収集し

た。 
3 実際に取り組む場合の材料費や作りやすいメニュー、生徒の要

望などを食堂の方たちにご協力いただき調査した。 

結果・考察  
食堂にはヘルシーなメニューが少なく、野菜が多い料理を作ると

いう生徒たちからの需要があった。上記で実施した 2 種類のアン

ケートにより、食堂では満腹感を重視していたため、野菜などを

多く入れたメニューが少なく、生徒たちにはヘルシーなメニュー

が求められていることが分かった。 
実際に野菜たっぷりのうどんとラーメンを試作した結果、味の絡

み具合などから食堂のメニューとしてはラーメンの方が向いてい

ると考えた。 

結論・課題  
城東生の中には募金に積極的な人や健康志向の人が多く、野菜た

っぷりラーメンは人気があったため、“TABLE FOR TWO”を取

り入れても利益は見込める。今後、多くの人がこのメニューを食

べることで“TABLE FOR TWO”について考えるきっかけにして

もらうとともに、より効果的な方法で飢餓の現状を伝えていく必

要がある。また実際に“TABLE FOR TWO”を食堂に導入する際

には、原材料や食堂の利益などを考えた上で値段について検討し

ていく必要がある。 

展望  
城東高校がこのような取り組みを行うことで、本校の生徒だけで

なく他校や他の団体も同様に“TABLE FOR TWO ”に取り組むこ

とや、自分たちにできることを考えて行動するなどして、意識を

高め、広げていく。 

参考文献 (閲覧日：11/5) 
特別非営利団体 TABLE FOR TWO international  
https://jp.tablefor2.org/ 
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動き続ける地球と私たちの生活 
 

 

１年次 8 組 7 班  
         
背景・意義  

近年、気候変動や温暖化などにより自然災害が増えてき

ている。そこで私たちは防災の意識を高めるためにでき

ることを考えた。 

研究手法  
台風による災害を想定して避難するために必要なものを

揃え、それらを用意するのにかかった時間、重さをはか

り、改善点を班のメンバーで話し合った。 

結果・考察  
予想以上に食料と水が足らなかった。避難するのに必要

なものを用意するのに用意していなかった人は用意して

いた人の倍以上の時間がかかった。また、慌てて用意を

すると必要なものを用意できていなかったり、非常食に

適切でないものを用意したりしていた。 

結論・課題  
避難するために必要なものを慌てて用意しようとすると

不十分なので、事前に用意しておく必要がある。災害か

ら逃げることができたとしても、その後の避難生活の想

像ができないのではないかと感じた。避難するだけでな

く、その先の避難生活まで考え、用意する必要がある。 

展望  
災害が起こったときにすぐ避難しようとしても、防災対

策をしていないと避難時もその後の避難生活も困難にな

る。また実験で班の全員が食料と水が足りていなかった

ことから、防災グッズの有無に関わらず、防災対策は十

分かぜひ確認してほしい。動き続ける地球と私たちの生

活は密接だが、いつどこでどんな災害が起こるかわから

ない。防災対策をしている人が少ない現状を私たちの研

究によって 1人でも多くの人がこれからの自然災害に関心

を持ってくれることを願う。 

参考文献(閲覧日 2022 年 1 月 11 日) 
非常用持ち出し袋(防災セット)による防災意識調査 
https://econte.co.jp/works/survival-kit/ 
この猛暑はまだまだ続く?自然災害のグローバルトレンド 
https://www.huffingtonpost.jp/yuuki-
noda/post_5395_b_3741417.html 
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足守メロンを盛り上げよう 

                 ２年次グローバルⅡ 人文社会学類 歴史探究 ４班 

 
 

１ はじめに 

① 研究背景 

 清水白桃やピオーネは全国的にも有名なのにメロン好きな班員の前田君も足守メロンの

存在を知らなかったので、足守メロンをたくさんの人に知ってもらいたいと思いました。 

② 研究目的・意義 

足守メロンの良さを PR して多くの人に興味をもってもらう。 

仮説１ 足守メロンが他のメロンと比べて美味しくない。 

仮説２ 桃やマスカットなどのほかの果物産業に、足守メロンでも取り入れることのでき 

る戦略がある。 

仮説３ 同じメロンで高い知名度を誇っている夕張メロンの産業の中に足守メロンにも取

り入れることの出来る戦略がある。 

２ 研究手法 

・岡山城東高校 34 期生 85 人に対して岡山の特産品についてのアンケートをとった。 

・参考文献を読んだ。 

・実際に足守メロンを食べて味や風味の特徴を体感した。 

・インターネットを使って足守メロンと他の果物産業を比較した。 

・インターネットを使って足守メロンと夕張メロンについての比較を行った。 

３ 結果・考察 

 アンケートの結果、足守メロンを知っている人は 15 人いたのに対し、清水白桃を知っ

ている人は 54 人、シャインマスカットを知っている人は 80 人いたことがわかった。 

 実際に足守メロンを食べてみてメロン特有の強い香りと、上品な甘さがあったので足守

メロンの知名度が低いのは味の問題ではないと考えられる。 

 桃やブドウは国内での生産が昔から盛んに行われていてメロンとは状況が大きく異な

る。 

 夕張メロンと足守メロンの間で似ているところがいくらか見られた。 

４ 結論・今後の展望 

 夕張市が市をあげて夕張メロンを全国に広めてきた手法を足守メロンにも取り入れて足

守メロンを多くの人に知ってもらい、興味をもってもらう。キャラクター・ロゴの提案。 

５ 参考文献 

臼井英治(2018)『続々・岡山の作物文化誌』日本文教出版 

昭文社旅行ガイドブック編集部(2021)『岡山のトリセツ』昭文社出版 

足守メロン-岡山県青果物販株式会社 

http://www.umaina.co.jp/fruits_vegitable/fruits_melon.html(閲覧日：2022 年 1 月 14 日) 
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次世代へ 

国際人権意識の伝え方 

                ２年次グローバルⅡ 人文社会学類 国際理解 5 班 

 
 

１ はじめに 

 私たちが昨今、メディアを通して目にすることの多い国際問題の一つとして、世界的な移

民問題の深刻化があげられる。 

 私たちは移民の人たちの、特に人権問題について焦点を当てた。調べていく過程で、ニュ

ースなどで報道されている、政府や法律などが関与しているようなもののほかに、差別やい

じめなど私たちにとって比較的身近な人権問題があることを知った。 

私たちは今回の研究を通して、次世代につなげていくべき人権意識について提示したいと考

えている。 

２ 研究手法 

書籍や論文、インターネットなどを活用し、先入観の生まれ方、人権教育方法、いじ

めについての心理学的論文等を精読し、次世代へのつなげ方として最善だと考えられるも

のを模索した。小学校で採用されている道徳の教科書の指導要領を鑑み、私たちの研究に

おいて人権意識を伝える対象を小学校高学年とした。 

３ 結果・考察 

研究の結果から、いじめが起こる原因には「他者より優位に立ちたい」という自尊心や、 

マイノリティーを排除する社会的傾向があることを知った。 

それを踏まえ、移民に対するいじめや偏見をなくしていくためには「違うことは怖い」とい

う思想を払しょくする必要があると考えた。そして、子供にとってより身近な「絵本」を作

成し、それを媒体に人権問題についての意見の提唱を行うことにした。 

４ 結論・今後の展望 

絵本を作成していく過程で特に、「『違う』の表現方法」に苦戦した。見かけの違いを、登

場人物の髪の色の違いを用いて具現化し、目に見てわかりやすいイラストにした。また、内

容の主なねらいとしては、個人間あるいは複数の集団間に生まれる個性を受け入れ、尊重し

あおうというもので、移民への意識のほかにも多様性の共生を訴えることができるよう工夫

した。制作した絵本は城東高校の図書室においてもらおうと思っている。また、私たちが絵

本製作にあたって対象とした小学校高学年の子どもへ読み聞かせに小学校を訪問する予定

だ。さらに、高校生にも人種差別の現状を知ってもらうためにポスターを作成するつもり

だ。 

５ 参考文献 

ジョン・G・ラッセル著（1996）『日本人の黒人観』株式会社新評論 

ジョン・G・ラッセル著（1995）『偏見と差別はどのようにつくられるか』株式会社明石書店 

タハール・ベン・ジェルーン著 松葉祥一訳（2017）『娘に語る人種差別』 青土社 

小井戸彰宏著（2017）『移民受入の国際社会学』名古屋大学出版会  
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[ここに入力] 

 

What kind of people are found attractive? 
2-8  

 
1.Introduction 

In recent years, young people, especially women, are worried about their appearanc

e, and more and more people are over-diet and restrict their diet. In particular, Jap

an is less diverse than other countries and may be difficult to accept if it is diffe

rent from others. Suicide is the leading cause of death among young people, and bully

ing is the most common cause of death. Most of this is due to visual bullying. Althou

gh being different is accepted overseas, in Japan it causes bullying even with just a 

little difference. Therefore, we decided to study and set a research theme of "what k

ind of people are found attractive". 

According to a previous study, 93% of Japanese teenage women were not confident in th

eir appearance.The cause of this has not yet been clarified. 

We humans, especially women, are very concerned about the impressions of those around 

us. Through Survey, we found out whether students care about their inner or outer app

earance. Next, the academic paper summarizes why women care about their appearance, h

ow they did their research, and how they can be confident in their appearance. 

2.Method 

The survey looked at whether people care about their appearance and why they ca

re about it. This survey was conducted by questionnaire. Through the questionnaire, w

e thought about the reason why many people care about their appearance, and clarified 

the cause and the basis of the research so far. 

The subjects of research are high school boys and girls. 

We divided the collected questionnaires into men and women, and divided them into tho

se who are interested in appearance and those who are not. Next, the data is divided 

according to the tendency of those who are dating and those who are not. 

3.Result and discussion 

Through the survey, it was found that many people care more about the appearance th

an the inside. Certainly, in the previous research, about 90% judged people in the fi

rst meeting. In addition, he answered that about 80% of people have an influence on t

heir appearance when they have a romantic feeling. In other words, it turns out that 

appearance is a very important factor. However, this causes women to go on an unhealt

hy or unreasonable diet. Previous studies have shown that to prevent this, we need to 

be confident, and this depends on what people around us say to you. 

4.Conclusion 

After all, many people, especially women, are worried about their appearance. As a re

sult, you may end up on an excessive diet and become unhealthy. Therefore, in order t

o prevent this, it is necessary to be confident in yourself and to accept what kind o

f system and race the other person is. 

5.References 
Photo Souken(2017) Survey on “People’s appearance”Retrieved December 25, 2021 from 

https://www.asukanet.co.jp/main/photo/enq_35.html 

Rie Ueki (2021) Why do you not have self-confidence? Retrieved December 25, 2021 from 

https://www.eyecity.jp/eye_psychology/vol38/ 
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面白い鑑賞の授業受けたくない？ 

２年次グローバルⅡ 音楽学類 6 班 

１ はじめに 

私たちが中学生の時、音楽の授業をつまらないと言っていた人がいた。なぜ音楽の授業を

つまらないと思う人がいるのか、どのようにすれば楽しくなるのかを研究し、鑑賞の授業を

通して音楽の楽しさをより知ってもらいたいと考えた。また、文部科学省の中学校指導要領

を読んで、中学校の時の音楽の授業と比べ、指導要領が目指す音楽の授業が適切に行われて

いない場合があるのではないかと感じ、どうすれば指導要領が目指す音楽の授業を実現でき

るのか調べたいと思った。 

研究を始めたきっかけは、自分たちが興味のなかったジャンルの音楽でも、授業を通して

興味を持った経験があるからである。そこで、私たちと同じように音楽の授業を通して新た

な興味をもって貰いたいと思い、そのためにどのような授業をすれば良いのか研究すること

にした。 

２ 研究手法 

文部科学省の指導要領を参考に研究を進め、主に鑑賞に焦点を当て、アンケートを実施

した。 

３ 結果・考察 

曲のジャンルや曲調の好き嫌いもあったが、授業での先生の説明の仕方や、ただ鑑賞する

だけでなく、その曲に関するアンサンブルやグループ活動をしたりすることが楽しかったと

答える人が多かった。そのため、鑑賞はどんな曲を聴くかも重要だが、その授業内容に 

よって生徒の興味を引き出すことができると分かった。 

４ 結論・今後の展望 

 鑑賞の授業の案の一つとして、いくつかのグループに分かれ、鑑賞する曲について、 

使われている楽器やどんな思いが込められているかなどを、それぞれのグループで調べる

ということを提案する。 

このように、ただ音楽を聴き感想を書くだけではない授業を行うことで、より理解を 

深めることができ、楽しく鑑賞の授業を受けることができる。このような、生徒が自ら 

考えて受けるような授業は、文部科学省の指導要領が目指す授業の在り方と同じである。 

５ 参考文献 

文部科学省(2019) 中学校指導要領新教育課程音楽科 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/

18/1387018_006.pdf(閲覧日:2021 年 12 月 15 日)

音楽の授業で高めるソーシャルスキル file:///C:/Users/joto/Downloads/shuho-30-1%20(1).pdf

（閲覧日：2021 年 12 月 21 日） 
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冬は暖かくありたい 

２年次グローバルⅡ 理数学類 数学 11 班 

 

 

１ はじめに 

昨今の新型コロナウイルス感染症の流行に伴い換気が日常的なものとして扱われるように

なった。しかし冬季の換気は非常に寒く、同時に長時間の換気は電力の無駄になるのではな

いかと考えた。そこで、適度な環境で健康に過ごしつつ、電力を無駄にしないようにする方

法を模索するため研究を進めた。 

 

２ 研究方法 

  教室内の空気の流れを疑似的に表現するためにパーティクルボード材で 40 分の１スケール

の模型を作成し、開ける窓を変えて実験を行った。評価方法は、空気の対流で得られる二酸化

炭素測定器が示すｐｐｍを  

(初期値)÷(その時間のｐｐｍ) 

の値(以下相対割合と呼ぶ)とする。その値をグラフに描画し、評価した。 

具体的な手法として５分の線香の煙の充満をして、大気を安定させるために２分 30 秒の放置。

その後、指定の窓を開けて時間の評価を行った。 

 

３ 結果・考察 

 結果として、時間的効率を重視して換気を行う場合は窓をすべて開けるのがよいと考えら

れたが四つ角を開けるパターンと５０秒ほどの差しか見られなかったため、その日の体感温

度によって２つから選ぶのが良いと考えられる。暖かさを重視して換気を行う場合は部屋の

中心に近い対角線の窓を開けるのが良いと考えられる。理由としては、二酸化炭素濃度測定

器を置いたのが模型の中心であり、この２か所が中心の空気を最も入れ替えやすい組み合わ

せだったのではないかと考えている。 

 

４ 結論・今後の展望 

今回の研究では、時間の都合上エネルギー効率の良い換気方法を探ることができなかった

ので今後必要な数値を検討し、再度実験を進めていきたい。また、暖かさを重視して換気を

行う場合は部屋の中心に近い対角線の窓を開けるのが良いという結果が得られたがなぜそ

のような結果になったのか分からなかったため、すべての窓を１か所ずつ開けた場合などの

実験も行い、理由を探っていきたい。 

 

５ 参考文献 

   ダイキン工業株式会社（2021）上手な換気の方法～住宅編～

https://www.daikin.co.jp/air/life/ventilation/（閲覧日：2021 年 9 月 20 日） 
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外来種を減らそう！〜アメリカザリガニの肥料化〜 

２年次グローバル理数学類 生物 1 班 
   

 
１ はじめに 

 近年、外来生物の増加が著しく、在来生物の生態系や人々の生活に多大な影響を与えてい

る。そこで、身近にいる外来生物のアメリカザリガニに焦点を当て、研究を行うことにし

た。先行研究を調べたところ、アメリカザリガニの捕獲や駆除に関する研究は見つかった

が、アメリカザリガニの肥料化に関する研究は見当たらなかった。それに関する研究を進め

ることにより、アメリカザリガニが地域に及ぼす被害を減らし、さらに有効活用することが

できるかを明らかにする。 

２ 研究手法 

 城東高校付近の用水路でザリガニを 5 匹捕獲した。次にザリガニを 1 度冷凍し、それをハン

マーで砕き、粉々にした。また山から採取した腐葉土にはザリガニを分解する微生物がいる

と考え、砕いたアメリカザリガニと腐葉土を混ぜ、A～D(A 真砂土:アメリカザリガニを含んだ

腐葉土＝7:3 、B 真砂土:腐葉土＝7:3、C 真砂土:アメリカザリガニを含んだ腐葉土＝9:1、D

真砂土:腐葉土＝9:1)の 4 パターンの土を作成した。それぞれの土に発芽したハツカダイコン

を植え、約 3 週間均等に水を与えた後、地上部の長さ、地下部の長さ、重量を比較した。 

３ 結果・考察 

 成長したハツカダイコンを 3 本抜き、地上部の長さ、地下部の長さ、重量の平均を求めた。

その結果、4 つのプランターの中で、A のプランターが一番よく育っていて、C、B、D の順番

に良く育っていた。他のプランターにおいてもアメリカザリガニを含んだ方がよく育ってい

たことから、ザリガニを含んでいる方が良く育つということが分かった。 

４ 結論・今後の展望 

 アメリカザリガニを含む土での成長は、含まないものより良かったことから、アメリカザ

リガニは肥料として活用できることが分かった。また、アメリカザリガニを含む腐葉土を作

成する際に、懸念されていた臭いもあまりなかったことから、肥料化をより現実的に考えら

れるようになった。アメリカザリガニの肥料化により、指定外来種を減らし活用する方法を

見いだすことができた。さらに、アメリカザリガニを含んだ土を商品化することで、家庭栽

培への普及にも繋げていくことができると考えた。 

５ 参考文献 

侵略的な外来種、日本の外来種対策、環境省 

 https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/attention/gairaizarigani.html (閲覧日：8 月 26 日) 

ザリガニに含まれるカロリーと栄養情報－FatSelect 

https://www.fatsecret.jp/カロリー-栄養/一般/ザリガニ?frc=True (閲覧日：8 月 26 日) 
植物の栽培に必要な３要素と、成長を促進させる肥料の選び方  

 https://ecologia.100nen-kankyo.jp/column/single004.html (閲覧日：11 月 11 日) 
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Connecting traditional culture to the next generation 
 

3-7 
 
1. Introduction 

Since I was a junior high school student, I have been involved in volunteer activities and 
community revitalization activities in the Nadasaki area of Okayama City, my hometown. 
During that time, I became interested in initiatives related to regional revitalization, and 
wanted to conduct research on regional revitalization in GLOBAL III. 

The purpose of this study is to focus on traditional culture such as traditional festivals in the 
area and propose better inheritance methods. Also, the significance of research is that inheriting 
the traditional culture of the region can be utilized for the development of the region. 
 
2. Methods 

① Find out about the Nadasaki area 

② Find out about cultural inheritance challenges 

③ Examine previous research 

 
3. Results and Discussion 

Since there are three elementary schools and one junior high school in the Nadasaki area, I 
thought that by cooperating with those educational institutions, it would be possible to take 
measures against the problem of the bearers of traditional culture in the area. 
 
4. Conclusions 

From this research, I have learned that it is necessary to collaborate with educational 
institutions such as local elementary schools and junior high schools to carry out educational 
activities related to the region. 
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生徒報告「GLOBALⅢ」 

Self-esteem and Japanese cultural and social background 
3-8 

 
 
1. Introduction 

According to a cabinet office survey, the number of Japanese people who have high self-
esteem is lower than people from six other countries. Moreover, the researcher Ozawa 
Masayuki, who researched about the difference in self-esteem between Japanese and Korean 
students, found that elements which affect the level of self-esteem are different. 
 
2. Methods 

In my study, I used an Internet survey, an article survey and a questionnaire. 
 

3. Results and Discussion 
From my previous studies, these were my research questions: is Joto High School students’ 

self-esteem low, and if so, what are the reasons for this? This time, the subjects were 222 Joto 
High School students in Japan and 42 Gimhae Foreign Language High School students in 
Korea. 

First, a questionnaire which asked about the level of self-esteem was taken. Subjects chose 
one answer from 1, “Agree”, to 4, “Disagree”. Next, a question about the elements which are 
needed to satisfy the subjects’ lives was asked. The result was that most of the Korean students 
answered 1, “Agree”, for all questions. On the other hand, most of the Japanese students chose 
the second option. From the results of the next question, the most notable feature was that 
over 65% of Japanese students said personal relationships are the most important element. 

One of the reasons for these results is the tendency that the Japanese put much value on 
“place” in Japanese society. Furthermore, the Japanese tendency to care about public attention 
and the culture of shame make people express their feeling less. Therefore, because of these, 
some Joto High School Students may have chosen the second option, even though they actually 
think 1, “Agree”. 
 
4. Conclusions 

In conclusion, Joto High School students’ self-esteem may not be so low. Moreover, it is 
difficult to know the true level of self-esteem from the questionnaire, because many elements 
affect the result. 
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生徒報告「GLOBALⅢ」 

Motivation Toward Studying English 
                                        3-8 

1. Introduction 
People around me were suffering from learning English. I wondered why, but I couldn’t 

understand, so I started thinking how this problem could be washed away.  
 

2. Methods 
There were some prior studies about this topic, but they were not effective enough to solve 

this problem. They were just suggesting making a change in the curriculum of English classes 
at school. It may seem to be a good idea, but it cannot change students’ motivation toward 
studying English. Even the English cafe held by Okayama University was not good enough, 
because it was a difficult place to join for some university students. I got some hints from this 
project, and started a project named Joto English Cafe. 

Its goal was to stimulate and motivate students toward studying English through 
conversation including discussions. I asked them to answer a questionnaire and found their 
answers were negative. Most of them hate to study English, because learning another 
language was too hard for them. Even worse, some said that they were scared of the teachers. 
There was nothing I could do for them about this, but it was obvious this was tormenting them. 
During the event, participants seemed to be enjoying talking with others.  

 
3. Results and discussion 

After the event, participants answered a questionnaire again. Sixteen out of twenty 
students said that they felt a change in their minds. Why? Their answers were “I honestly 
didn’t think I could speak English more than I expected.”, “I sometimes felt it was hard, so I 
want to be able to speak more fluently,” and so on. On the other hand, 4 students answered 
that joining this event only once is not enough. I held this event twice, and expected them to 
enjoy it more. As a result, all participants felt a change in their motivation toward studying 
English. 

 
4. Conclusions  

I thought that the original style of classes, like lectures we take at school, are necessary in 
order to learn the basis of English. However, these kinds of events are also necessary for 
students to improve their English skills, because students can be stimulated and motivated 
through them. 

I did research on what people around me experienced, and I learned a lot. I’ve never 
suffered from studying English, and I thought it was not too tough for others. I honestly did 
not think there were so many people suffering from studying English. I wondered if there was 
anything I could do for them. This experience motivated me to help others. Also, during Joto 
English Cafe, I realized I did not have enough ability to communicate with people. I thought I 
still have to keep practicing and doing my best, in order to be able to contribute to society in 
the future. 
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 令和3年4月1日現在）

 
番
都道府県

国公
私別

所在市町村 学校名
 
番
都道府県

国公
私別

所在市町村 学校名

1 　札幌市 北海道札幌国際情報高等学校 60 三重県 公立 　四日市市 三重県立四日市高等学校

2 　滝川市 北海道滝川西高等学校 61 　守山市 滋賀県立守山中学・高等学校

3 　登別市 北海道登別明日中等教育学校 62 　甲賀市 滋賀県立水口東中学校・高等学校

4 　札幌市 札幌聖心女子学院高等学校 63 国立 　京都市 京都教育大学附属高等学校

5 　札幌市 北海学園札幌高等学校 64 　京都市 京都府立嵯峨野高等学校

6 　江別市 立命館慶祥高等学校 65 　京都市 京都府立鳥羽高等学校

7 　北広島市 札幌日本大学高等学校 66 　京都市 京都市立西京高等学校

8 公立 　盛岡市 岩手県立盛岡第一高等学校 67 　京都市 京都市立日吉ケ丘高等学校

9 私立 　盛岡市 盛岡中央高等学校 68 　京都市 京都市立堀川高等学校

10 　仙台市 宮城県仙台二華中学校・高等学校 69 　京都市 京都先端科学大学附属高等学校

11 　気仙沼市 宮城県気仙沼高等学校 70 　宇治市 立命館宇治高等学校

12 私立 　仙台市 仙台白百合学園中学・高等学校 71 　長岡京市 立命館高等学校

13 秋田県 公立 　秋田市 秋田県立秋田南高等学校 72 　京田辺市 同志社国際高等学校

14 福島県 公立 　広野町 福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 73 国立 　大阪市 大阪教育大学附属高等学校平野校舎

15 茨城県 私立 　牛久市 東洋大学附属牛久中学校・高等学校 74 　堺市 大阪府立泉北高等学校

16 栃木県 公立 　佐野市 栃木県立佐野高等学校 75 　堺市 大阪府立三国丘高等学校

17 　高崎市 群馬県立中央中等教育学校 76 　豊中市 大阪府立豊中高等学校

18 　高崎市 高崎市立高崎経済大学附属高等学校 77 　吹田市 大阪府立千里高等学校

19 国立 　坂戸市 筑波大学附属坂戸高等学校 78 　能勢町 大阪府立豊中高等学校能勢分校

20 　さいたま市 埼玉県立浦和第一女子高等学校 79 　高槻市 関西大学高等部

21 　加須市 埼玉県立不動岡高等学校 80 　高槻市 高槻高等学校・中学校

22 公立 　佐倉市 千葉県立佐倉高等学校 81 　河内長野市 清教学園高等学校

23 　千葉市 渋谷教育学園幕張高等学校 82 　箕面市 関西学院千里国際高等部

24 　木更津市 暁星国際高等学校 83 　高石市 清風南海高等学校

25 　港区 東京工業大学附属科学技術高等学校 84 　交野市 関西創価高等学校

26 　文京区 筑波大学附属高等学校 85 　神戸市 兵庫県立兵庫高等学校

27 　世田谷区 東京学芸大学附属高等学校 86 　神戸市 神戸市立葺合高等学校

28 　練馬区 東京学芸大学附属国際中等教育学校 87 　芦屋市 兵庫県立国際高等学校

29 　世田谷区 佼成学園女子中学高等学校 88 　神戸市 啓明学院中学校・高等学校

30 　世田谷区 昭和女子大学附属昭和高等学校 89 　芦屋市 甲南高等学校・中学校

31 　渋谷区 青山学院高等部 90 奈良県 公立 　橿原市 奈良県立畝傍高等学校

32 　渋谷区 渋谷教育学園渋谷中学高等学校 91 公立 　御坊市 和歌山県立日高高等学校

33 　渋谷区 富士見丘中学高等学校 92 私立 　和歌山市 和歌山信愛中学校高等学校

34 　中野区 大妻中野中学校・高等学校 93 鳥取県 公立 　鳥取市 鳥取県立鳥取西高等学校

35 　北区 順天高等学校 94 島根県 公立 　出雲市 島根県立出雲高等学校

36 　昭島市 啓明学園中学校高等学校 95 公立 　岡山市 岡山県立岡山城東高等学校

37 　小平市 創価高等学校 96 　岡山市 岡山学芸館高等学校

38 　横浜市 神奈川県立横浜国際高等学校 97 　浅口市 金光学園中学・高等学校

39 　横浜市 横浜市立南高等学校・南高等学校附属中学校 98 広島県 公立 　東広島市 広島県立広島中学校・広島高等学校

40 　横浜市 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 99 国立 　松山市 愛媛大学附属高等学校

41 　横浜市 神奈川学園中学・高等学校 100 　松山市 愛媛県立松山東高等学校

42 　横浜市 横浜女学院中学校高等学校 101 　宇和島市 愛媛県立宇和島南中等教育学校

43 　藤沢市 湘南学園中学校高等学校 102 高知県 公立 　高知市 高知県立高知西高等学校（高知県立高知国際高等学校）

44 新潟県 公立 　魚沼市 新潟県立国際情報高等学校 103 公立 　直方市 福岡県立鞍手高等学校

45 国立 　金沢市 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校 104 　北九州市 明治学園中学校・高等学校

46 公立 　金沢市 石川県立金沢泉丘高等学校 105 　福岡市 上智福岡中学校・高等学校

47 福井県 公立 　福井市 福井県立高志高等学校 106 長崎県 公立 　長崎市 長崎県立長崎東高等学校

48 山梨県 公立 　甲府市 山梨県立甲府第一高等学校 107 　熊本市 熊本県立済々黌高等学校

49 　長野市 長野県長野高等学校 108 　水俣市 熊本県立水俣高等学校

50 　上田市 長野県上田高等学校 109 　宮崎市 宮崎県立宮崎大宮高等学校

51 　大垣市 岐阜県立大垣北高等学校 110 　五ヶ瀬町 宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校

52 　関市 岐阜県立関高等学校 111 沖縄県 公立 　那覇市 沖縄県立那覇国際高等学校

53 国立 　名古屋市 名古屋大学教育学部附属中・高等学校

54 　豊橋市 愛知県立時習館高等学校 ＜参加校の内訳＞

55 　津島市 愛知県立津島高等学校 　１１１校  国立：１０校　　公立：５９校　　私立：４２校）

56 　名古屋市 名古屋国際中学校・高等学校

57 　名古屋市 名古屋中学校・高等学校

58 　名古屋市 名城大学附属高等学校

59 　豊明市 星城高等学校

北海道

公立

私立

岩手県

私立

埼玉県
公立

千葉県
私立

宮城県
公立

愛知県

スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）ネットワーク参加校一覧

公立

東京都

国立

私立

神奈川県

公立

私立

石川県

長野県 公立

岐阜県 公立

群馬県 公立

滋賀県 公立

京都府

公立

私立

大阪府

公立

私立

兵庫県

公立

私立

和歌山県

岡山県
私立

    注）学校名欄の（　　　）内は、令和３年度入学生の学校名を表す。

宮崎県 公立

愛媛県
公立

福岡県
私立

熊本県 公立
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 域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型） 

連携協力に係る実施要項 

 

令  和  元  年 ６ 月 ５ 日 

高大連携推進専門委員会承認 

 

１ 目的等 

岡山大学は，文部科学省からスーパーグローバル大学に指定され，グローバルに活躍でき

る実践人の育成に注力している。また， 域と連携し ESD にも早くから取り組んでおり，現

在は SDGs 達成への取組を進めている。その取組の一環として， 域との協働による高等学校

教育改革推進事業指定校（グローカル型）（以下「グローカル型指定校」という。）及びその

管理機関からの要請に基づき，グローカル型指定校が実施する当該事業への連携協力を行う。

この連携協力により，高等学校及びその管理機関との連携をより強化し，本学の取組の一層

の推進に資することを目的とする。 

 

 

２ 連携協力事項 

  

１）コンソーシアムへの参加 

 ２）岡山大学内に連携窓口の設置 

 ３）高校生に対する指導等のための教員，大学院生等の派遣及び高校生が本学を訪問する際

の調整 

 ４）事業運営に対する指導等のための教員の派遣とその調整 

 ５）異文化交流に関する外国人留学生の派遣や高校生の受入 

 

３ 連携協力事項の詳細 

   

１）コンソーシアムへの参加 

  グローカル型指定校の管理機関からの要請に基づき，委員等を選出する。 

 

 ２）岡山大学内に連携窓口の設置 

岡山大学学務部学務企画課総務・企画グループ企画担当とする。 

TEL：086-251-7186  FAX：086-251-8440 

E-mail：koudai@adm.okayama-u.ac.jp 

  

３）高校生に対する指導等のための教員，大学院生等の派遣及び高校生が本学を訪問する際

の調整 

岡山大学からの指導者（教員及び学生）の派遣を希望する場合は，別紙様式により申請す

るものとする。また，学生のみの派遣を希望する場合は，グローカル型指定校において作成

した派遣内容詳細を記載した学生募集掲示を，連携窓口にて学内掲示することにより募集す

る。なお，いずれの場合も調整の結果，グローカル型指定校が希望する教員及び大学院生等

の派遣ができない場合がある。 

派遣終了後は，グローカル型指定校から岡山大学へ，派遣状況の実施報告をすること。 

グローカル型指定校の高校生が岡山大学を訪問する際は，グローカル型指定校からの要請

に基づき，その都度調整を図る。 
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 域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型） 

連携協力に係る実施要項 

 

令  和  元  年 ６ 月 ５ 日 

高大連携推進専門委員会承認 

 

１ 目的等 
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この連携協力により，高等学校及びその管理機関との連携をより強化し，本学の取組の一層

の推進に資することを目的とする。 

 

 

２ 連携協力事項 

  

１）コンソーシアムへの参加 

 ２）岡山大学内に連携窓口の設置 

 ３）高校生に対する指導等のための教員，大学院生等の派遣及び高校生が本学を訪問する際

の調整 

 ４）事業運営に対する指導等のための教員の派遣とその調整 

 ５）異文化交流に関する外国人留学生の派遣や高校生の受入 

 

３ 連携協力事項の詳細 

   

１）コンソーシアムへの参加 

  グローカル型指定校の管理機関からの要請に基づき，委員等を選出する。 

 

 ２）岡山大学内に連携窓口の設置 

岡山大学学務部学務企画課総務・企画グループ企画担当とする。 

TEL：086-251-7186  FAX：086-251-8440 

E-mail：koudai@adm.okayama-u.ac.jp 

  

３）高校生に対する指導等のための教員，大学院生等の派遣及び高校生が本学を訪問する際

の調整 

岡山大学からの指導者（教員及び学生）の派遣を希望する場合は，別紙様式により申請す

るものとする。また，学生のみの派遣を希望する場合は，グローカル型指定校において作成

した派遣内容詳細を記載した学生募集掲示を，連携窓口にて学内掲示することにより募集す

る。なお，いずれの場合も調整の結果，グローカル型指定校が希望する教員及び大学院生等

の派遣ができない場合がある。 

派遣終了後は，グローカル型指定校から岡山大学へ，派遣状況の実施報告をすること。 

グローカル型指定校の高校生が岡山大学を訪問する際は，グローカル型指定校からの要請

に基づき，その都度調整を図る。 

 

 ４）事業運営に対する指導等のための教員の派遣とその調整 

グローカル型指定校の管理機関からの要請に基づき選出する。 

 

５）異文化交流に関する外国人留学生の派遣や高校生の受入 

岡山大学からの外国人留学生の派遣を希望する場合は，派遣内容詳細を記載した要項等（日

英版）を連携窓口へメール送付する。連携窓口は学内において調整し，派遣留学生の名簿を

送付する。グローカル型指定校は名簿に記載の留学生に個別に連絡を取り調整する。なお，

調整の結果，グローカル型指定校が希望する外国人留学生の派遣ができない場合がある。 

異文化交流のため，グローカル型指定校の高校生が岡山大学を訪問する場合は，グローカ

ル型指定校からの要請に基づき，その都度調整を図る。 

 

 

４ 連携協力期間 

  ２ 連携協力事項については，当該高等学校がグローカル型指定校に指定された事業実施

期間とする。事業終了後の継続支援については，必要に応じグローカル型指定校の管理機関

と協議の上決定する。 

 

５ その他 

  １） 本事業の実施に係る費用については，原則として，指導者（教員及び学生），外国人

留学生が派遣される場合の交通費及び謝金はグローカル型指定校又はその管理機関で負

担するものとし，その他の経費については，その都度協議するものとする。 

  ２） 本要項の適用は，2019 年度 域との協働による高等学校教育改革推進事業(グロー

カル型)に係るものからとする。 

３） 派遣する指導者（教員及び学生），外国人留学生を選出した後については，必要に応

じて，グローカル型指定校と指導者（教員及び学生），外国人留学生で直接調整するもの

とする。 

 

参考： 域との協働による高等学校教育改革推進事業概要（文部科学省） 

1 目 的 

新高等学校学習指導要領を踏まえ，Society5.0 を 域から分厚く支える人材の育成に向け

た教育改革を推進するため，「経済財政運営と改革の基本方針 2018」や「まち・ひと・しごと

創成基本方針 2018」に基づき，高等学校が自治体，高等教育機関，産業界等と協働してコン

ソーシアムを構築し， 域課題の解決等の探究的な学びを実現する取組を推進することで， 

域振興の核としての高等学校の機能強化を図る。 

2 事業概要 

【グローカル型】グローバルな視点を持ってコミュニティーを支える 域のリーダーを育成 

【 域魅力型】 域課題の解決等を通じた学習を各教科・科目や学校設定科目等において体系

的に実施するためのカリキュラムを構築し， 域ならではの新しい価値を創造する人材を育

成 

【プロフェッショナル型】 域の産業界等との連携・協働による実践的な職業教育を推進し，

 域に求められる人材を育成  
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令和３年度「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型）」

岡山大学の教員の派遣について

１ 「GLOBALⅡ」（総合的な探究の時間）及び「コア科目」（学校設定科目）

（各学類別の専門性を生かした課題研究・クループ研究）

対象：２年次生（全員）

時期：９月30日・10月１日（中間発表）、12月中旬～１月下旬（最終発表）

内容：各学類別・分野別において、課題研究の手法や内容に関する指導

講師：各学類別の学問領域の先生（計10名）

№ 担当する課題研究の領域・テーマ 派遣元 職名 氏名

1 数学・データサイエンス【理数学類】 工学部 教授 石原 卓

2 物理【理数学類】 工学部 准教授 佐藤 治夫

3 化学【理数学類】 理学部 教授 金田 隆

4 生物【理数学類】 理学部 准教授 菅 倫寛

5 文学探究【人文社会学類】 文学部 教授 江口 泰生

6 歴史探究【人文社会学類】 文学部 講師 松岡 弘之

7 国際理解【人文社会学類】 経済学部 講師 大越 裕史

8 教育、ジェンダー【国際教養学類】 グローバル人材育成院 准教授 稲森 岳央

9 環境問題【国際教養学類】 農学部 教授 生方 史数

10 音楽文化の普及【音楽学類】 教育学部 教授 齊藤 武

２ 「GLOBALⅢ」（学校設定科目）

（高度な課題研究・個人研究）

対象：３年次（希望者）３名（いずれも国際教養学類）

時期：７月13日（中間発表）、11月25日（最終発表）

内容：課題研究のスキルだけでなく、研究テーマの専門性に関する指導

講師：グローバル人材育成院 宮川 陽名 先生
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スクール・ポリシー（令和３年 11 月公表） 

 

○岡山県公立高等学校の三つの方針について 

公立高等学校における三つの方針の運用上の名称及び考え方 

 

各方針の名称は、「高等学校学習指導要領に定めるところにより育成を目指す資質・能力に

関する方針」を「育てたい生徒像」、「教育課程の編成及び実施に関する方針」を「学びの内

容・方法」、「入学者の受入れに関する方針」を「求める生徒像」とする。 

 

（１）「育てたい生徒像」 

各高等学校に期待される社会的役割等に基づき、生徒の卒業後の姿を見据えて、学校教育

活動を通じて生徒にどのような資質・能力を育成することを目指すのかを定める基本的な方

針となるものである。 

 

（２）「学びの内容・方法」 

「育てたい生徒像」を達成するために、どのような教育課程を編成し、実施し、学習評価

を行うのかを定める基本的な方針となるものである。 

 

（３）「求める生徒像」 

各高等学校に期待される社会的役割等や「育てたい生徒像」と「学びの内容・方法」に基

づく教育内容等を踏まえ、入学に当たり期待される生徒像を示す基本的な方針となるもので

ある。 
 

全⽇制 
岡山県立 所在地 

連絡先 

岡山県岡山市中区下 110 

Tel: 086-279-2005   Fax: 086-279-9913 岡山城東 
学科・ 

コース等 

単位制  

普通科 

ＵＲＬ http://www.joto.okayama-c.ed.jp/ 
 

育てたい 

⽣徒像 

【普通科】 

○ 進取の気性を持ち、自主的・自律的に行動する生徒 

○ お互いの立場を考え協力して助け合う生徒 

○ 学業に励み、高い知性・豊かな情操を身に付けた、心身ともに健康な生徒 

○ 日本と世界の文化と伝統への理解を深め、国際感覚と国際協調の精神を身に付けた生徒 

学びの 

内容・⽅法 

【普通科】 

○ 単位制による学びで進路志望に応じた最適な学習プランを提供するとともに、キャリア教育の充実を図り

ます 

○ ２年次からの幅広い科目選択と、人文社会学類・国際教養学類・音楽学類・理数学類の学類選択で、個々に

応じたきめ細かな指導を実施します 

○ SDGs を基盤とした専門性の高い課題研究を、県内外のネットワークや大学等と連携して行い、課題解決能

力の伸長を図ります 

求める 

⽣徒像 

【普通科】 

○ 何事にも積極的にチャレンジする進取の気性を持ち、自主的・自律的に行動することができる生徒 

○ 学校やクラスの中で、お互いの立場を考え、協力して助け合う気持ちを持った生徒 

○ 自ら見つけた課題について探究していこうという意欲のある生徒 

○ 生徒会活動や文化的・体育的な活動に熱心に取り組んだ経験を持ち、今後その経験を生かしていこうとする

生徒 
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 令和３年度 学校経営計画書  

岡山県立岡山城東高等学校 
１ 校 訓  「進取・協同」 
２ 教育目標 進取の気性を持ち、自主的・自律的に行動していく態度を養う 
       学園の一員として連帯し、互いの立場を考え協力して助け合う態度を養う 
       学業に励み、高い知性と豊かな情操を身につけ、健全な心身を養う 
       日本ならびに世界の文化と伝統への理解を深め、国際感覚と国際協調の精神を養う 
３ 校 風  「城東の自由」を追求し、「集中と切替」を実践する生徒が集う生命もえたつ学園 
４ ミッション 校訓「進取・協同」を実践する城東スピリットを備えた人材を育成する 
５ ミッション追求のための柱となる施策 

(1) 「ステージは『世界』だ！」のスローガンのもと、グローバル社会や地域コミュニティ等において、リーダーとして必要な資質・

能力を育てる教育活動を実践する。 
(2) 知的好奇心を育てる「学びのシステム」により、生徒一人ひとりの多彩な才能が開花する教育を行う。 
(3) 城東の教育を広く発信し、城東の追求する教育の理解者、支援者、実践者を増やす。 
【自主・自律の４原則】 

① 自由であることを意識しよう→自由であることは責任ある行動を要求されている。 
② 信頼関係づくりに努めよう →信頼関係の確立が自由な校則維持のために最も必要なものである。 
③ 自立した社会人と自覚しよう→規律・礼儀が身に付いた自立した社会人として認められている。 
④ 人間的人格的に成長しよう →常に魅力ある人間になるための目標を語り合い、理想を求める。 
【学びのシステム】学びの特徴：「単位制」「学類」「Activities」 
 ① 「単位制」による学び 
    生徒の主体的な学習を推進する学びがある。 
    科目選択の幅広い自由度が多様な知的好奇心に応える。 
    生徒一人ひとりの進路志望に応じた最適な学習プランを提供する。 
② 「学類」による学び 

    知的好奇心や探究心、学問的興味を引き出す学びがある。 
    学類コア科目等が専門性を深化させる。 
    学類研修など、学類独自の活動等が将来の目的意識を向上させる。 
③ 「Activities」による学び 

    生徒主体の学校行事、各種活動（部活動・生徒会・ＨＲ）がたくましい学びを育成する。 
    海外での体験学習、高大連携学習、社会人講座が学びの広がりとなる。 
    地域とつながる活動が信頼と優しさの学びとなる。 
【城東高校で育みたい「１０の資質・能力」】 

基礎学力・論理的思考力・批判的思考力・課題解決能力・コミュニケーション能力・自己表現力・自己管理能力・ 
グローバルな視野・人を大切にする心・ICT活用能力 

【セイフティネット】心の相談（ピアサポート・個別支援など）、学習支援（個別指導・土曜活用など） 

 

６ 令和３年度の重点的取組 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」を通して、岡山発グローバルリーダーの育成を推進する。 
(1) 組織的な授業研究に取り組み、創造的・批判的思考力を持つ生徒を育成する。 

(2) 高度な英語運用能力とグローバルな視野を持つ生徒を育成する。 

(3) 授業や生徒会活動、部活動など、何事にも自主的・自律的に行動できる生徒を育成する。 

７ 令和３年度の取組の柱 

(1) 効果的・効率的な広報活動を推進し、城東の教育を広く周知するとともに、志願者の増加を図る。 
(2) カリキュラム･マネジメントを推進するとともに、ICTを活用して多面的な評価を推進する。 
(3) 生徒が自ら企画・運営できる活動を充実させるとともに、生徒会活動や委員会活動の活性化を図る。 
(4) 新教育課程で求められる学力を育むための指導方法を研究し、実践につなげる。 
(5) 実践的な防災体制の強化及び校内の美化を組織的に推進する。 
(6) 探究的な学習を支える図書館としての機能を充実させ、生徒の読書活動を推進する。 
(7) オンラインを活用するなど海外体験の在り方を工夫し、異文化交流の深化を図る。 
(8) 教育相談や外部機関との連携を通じて、生徒の悩みに組織的に対応するとともに、ピアサポート活動の充実を図る。 
(9) 教職員の働き方改革を推進し、業務の効率化を図る。 
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④
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2

Global Arts A

Global Arts B

ソ ル フ ェ ー ジ ュ ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅱ

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰソ ル フ ェ ー ジ ュ

 令和３年度 学校経営計画書  

岡山県立岡山城東高等学校 
１ 校 訓  「進取・協同」 
２ 教育目標 進取の気性を持ち、自主的・自律的に行動していく態度を養う 
       学園の一員として連帯し、互いの立場を考え協力して助け合う態度を養う 
       学業に励み、高い知性と豊かな情操を身につけ、健全な心身を養う 
       日本ならびに世界の文化と伝統への理解を深め、国際感覚と国際協調の精神を養う 
３ 校 風  「城東の自由」を追求し、「集中と切替」を実践する生徒が集う生命もえたつ学園 
４ ミッション 校訓「進取・協同」を実践する城東スピリットを備えた人材を育成する 
５ ミッション追求のための柱となる施策 

(1) 「ステージは『世界』だ！」のスローガンのもと、グローバル社会や地域コミュニティ等において、リーダーとして必要な資質・

能力を育てる教育活動を実践する。 
(2) 知的好奇心を育てる「学びのシステム」により、生徒一人ひとりの多彩な才能が開花する教育を行う。 
(3) 城東の教育を広く発信し、城東の追求する教育の理解者、支援者、実践者を増やす。 
【自主・自律の４原則】 

① 自由であることを意識しよう→自由であることは責任ある行動を要求されている。 
② 信頼関係づくりに努めよう →信頼関係の確立が自由な校則維持のために最も必要なものである。 
③ 自立した社会人と自覚しよう→規律・礼儀が身に付いた自立した社会人として認められている。 
④ 人間的人格的に成長しよう →常に魅力ある人間になるための目標を語り合い、理想を求める。 
【学びのシステム】学びの特徴：「単位制」「学類」「Activities」 
 ① 「単位制」による学び 
    生徒の主体的な学習を推進する学びがある。 
    科目選択の幅広い自由度が多様な知的好奇心に応える。 
    生徒一人ひとりの進路志望に応じた最適な学習プランを提供する。 
② 「学類」による学び 

    知的好奇心や探究心、学問的興味を引き出す学びがある。 
    学類コア科目等が専門性を深化させる。 
    学類研修など、学類独自の活動等が将来の目的意識を向上させる。 
③ 「Activities」による学び 

    生徒主体の学校行事、各種活動（部活動・生徒会・ＨＲ）がたくましい学びを育成する。 
    海外での体験学習、高大連携学習、社会人講座が学びの広がりとなる。 
    地域とつながる活動が信頼と優しさの学びとなる。 
【城東高校で育みたい「１０の資質・能力」】 

基礎学力・論理的思考力・批判的思考力・課題解決能力・コミュニケーション能力・自己表現力・自己管理能力・ 
グローバルな視野・人を大切にする心・ICT活用能力 

【セイフティネット】心の相談（ピアサポート・個別支援など）、学習支援（個別指導・土曜活用など） 

 

６ 令和３年度の重点的取組 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」を通して、岡山発グローバルリーダーの育成を推進する。 
(1) 組織的な授業研究に取り組み、創造的・批判的思考力を持つ生徒を育成する。 

(2) 高度な英語運用能力とグローバルな視野を持つ生徒を育成する。 

(3) 授業や生徒会活動、部活動など、何事にも自主的・自律的に行動できる生徒を育成する。 

７ 令和３年度の取組の柱 

(1) 効果的・効率的な広報活動を推進し、城東の教育を広く周知するとともに、志願者の増加を図る。 
(2) カリキュラム･マネジメントを推進するとともに、ICTを活用して多面的な評価を推進する。 
(3) 生徒が自ら企画・運営できる活動を充実させるとともに、生徒会活動や委員会活動の活性化を図る。 
(4) 新教育課程で求められる学力を育むための指導方法を研究し、実践につなげる。 
(5) 実践的な防災体制の強化及び校内の美化を組織的に推進する。 
(6) 探究的な学習を支える図書館としての機能を充実させ、生徒の読書活動を推進する。 
(7) オンラインを活用するなど海外体験の在り方を工夫し、異文化交流の深化を図る。 
(8) 教育相談や外部機関との連携を通じて、生徒の悩みに組織的に対応するとともに、ピアサポート活動の充実を図る。 
(9) 教職員の働き方改革を推進し、業務の効率化を図る。 
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)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)

２
　
　
年

　
　
次

　
　
選

　
　
択

　
　
科

　
　
目

人
文

社
会

学
系

外
国

語
・
英

語

｛

３
　
　
年

　
　
次

　
　
選

　
　
択

　
　
科

　
　
目

弦 楽 ア ン サ ン ブ ル Ⅱ

弦 楽 ア ン サ ン ブ ル 基 礎

＊ ト ッ プ ア ス リ ー ト

ソ ル フ ェ ー ジ ュ 発 展 演 習

｛

｛

人
文

社
会

学
系

外
国

語
・
英

語

選 択 単 位 ・ 学 類

｛

｛

校 内 名 称 標 準 単 位

音
楽

芸
術

・
体

育
系

正 式 科 目 名

数
学

自
然

科
学

系

書
道

音
楽

芸
術

・
体

育
系

標 準 単 位 選 択 単 位 ・ 学 類 正 式 科 目 名

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅲ

平
　
成

　
３
１
　
年

　
度

　
入

　
学

　
生

　
〔
３
３
期

生
〕
　
　
　
単

　
位

　
制

　
教

　
育

　
課

　
程

　
編

　
成

　
表

　
　
そ
の

２

校 内 名 称

B a s i c 数 学

弦 楽 ア ン サ ン ブ ル Ⅰ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅱ

履
修

年
次

を
問

わ
な
い
科

目

国
語

地
理

歴
史

・
公

民
数

学
理

科

＊ ト ッ プ ア ス リ ー ト

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅱ

国
語

美
術

国
語

公
民

家
庭

美
術

書
道

自
然

科
学

系

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅲ

｛

正 式 科 目 名 校 内 名 称 標 準 単 位 選 択 単 位 ・ 学 類
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令
和

２
年

度
入

学
生

〔
３

４
期

生
〕
　

単
位

制
教

育
課

程
編

成
表

　
そ

の
１

岡
山

県
立

岡
山

城
東

高
等

学
校

教
科

公
民

家
庭

情
報

音
楽

国
語

地
理

歴
史

公
民

数
理

科
学

国
現

古
古

世
世

世
日

日
日

地
地

地
現

数
数

数
数

数
数

数
数

数
＊

数
数

数
物

化
生

物
物

物
物

化
化

化
生

生
生

生
＊

＊
＊

＊
＊

＊
体

保
音

音
音

美
美

書
書

英
英

家
情

＊
英

総
音

音
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

語
代

典
典

界
界

界
本

本
本

理
理

理
代

学
学

学
学

学
学

学
学

学
数

学
学

学
理

学
物

理
理

理
理

学
学

学
物

物
物

物
物

物
化

化
生

生
育

健
楽

楽
楽

術
術

道
道

語
語

庭
報

語
合

楽
楽

総
文

B
Ｂ

史
史

史
史

史
史

Ａ
Ｂ

Ｂ
社

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ａ
Ｂ

Ｂ
学

Ⅱ
Ｂ

Ⅱ
基

基
基

理
理

学
学

物
物

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
表

表
基

の
表

英
理

理
Ｌ

合
B

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ｂ

会
特

礎
礎

礎
研

研
研

研
研

研
現

現
礎

科
現

語
論

論

論
究

究
究

究
究

究
Ⅰ

Ⅱ
学

　
Ｈ

国
現

古
理

世
世

世
日

日
日

地
地

地
現

数
数

文
標

速
数

数
文

理
＊

総
総

総
物

化
生

文
理

理
速

文
理

理
文

理
理

速
＊

＊
＊

＊
＊

＊
体

保
音

音
音

美
美

書
書

英
英

家
情

＊
英

総
音

音
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

語
代

典
系

界
界

界
本

本
本

理
理

理
代

学
学

系
準

修
学

学
系

系
数

合
合

合
理

学
物

系
系

系
修

系
系

系
系

系
系

修
物

物
化

化
生

生
育

健
楽

楽
楽

術
術

道
道

語
語

庭
報

語
合

楽
楽

文
歴

国
総

文
古

史
史

史
史

史
史

Ａ
B

B
社

Ⅰ
Ⅱ

数
数

数
Ⅲ

Ａ
数

数
学

数
数

数
基

基
基

物
物

物
物

化
化

化
生

生
生

生
理

理
学

学
物

物
Ⅰ

Ⅱ
鑑

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

表
表

基
の

表
英

理
理

学
史

際
合

Ｂ
典

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ａ

B
B

Ⅰ
Ⅱ

会
学

学
学

学
学

特
学

学
学

礎
礎

礎
理

理
理

理
学

学
学

物
物

物
物

研
研

研
研

研
研

賞
現

現
礎

科
現

語
論

論
探

探
理

Ｒ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

B
B

論
Ａ

B
C

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

究
究

究
究

究
究

法
Ⅰ

Ⅱ
学

Ⅰ
Ⅱ

究
究

解
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ

（
標

準
）

7
4

4
2

2
6

6
3

単
位

4
4

4
4

2
4

4
2

4
4

2
4

4
2

3
4

4
4

4
5

2
2

2
3

4
2

4
2

2
2

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
3

3
3

3
3

3
～

2
2

2
2

2
2

2
2

3
4

4
2

4
2

2
1

～
～

～
～

～
～

2
2

2
2

2
2

2
～

8
8

1
3

8
8

1
2

1
2

6

5
2

3
1

2
2

2
2

2
1

2
2

2
3

2
1

1

2
4

3
3

3
3

2
1

1
1

2
1

1
1

1
3

1
2

1
1

1
2

1

（
ア

）
3

3
3

2
4

3
2

4
4

4
2

2
2

3
4

2
2

0
1

1
1

1
（
イ

）
3

3
3

（
ウ

）

2
3

2
3

3
4

3
1

2
3

3
3

2
1

3
1

2
1

2
1

（
エ

）
3

2
2

2
3

3
3

3
3

3
3

4
4

4
3

4
2

1
2

0
1

3
3

2
4

3
3

3
3

2
1

1
1

2
1

1
1

1
3

1
2

2
2

1

（
ア

）
3

3
3

2
4

3
2

4
4

4
2

2
2

3
4

2
2

2
0

1

（
イ

）
3

3
3

（
ウ

）

2
4

2
3

3
3

2
1

1
1

2
1

1
3

1
2

1
1

2
2

1

（
エ

）
3

2
2

2
4

3
3

3
3

2
4

4
4

2
2

2
3

1
4

2
1

2
2

0
1

○
＊

は
学

校
設

定
科

目
で

あ
る

。
○

卒
業

に
必

要
な

単
位

数
は

、
７

４
単

位
以

上
で

あ
る

。
・
地

歴
（
ウ

）
の

場
合

は
、

世
界

史
A

に
加

え
、

日
本

史
B

Ⅰ
・
地

理
B

Ⅰ
の

い
ず

れ
か

を
選

択
す

る
。

○
単

位
数

と
学

類
ご

と
の

配
当

は
標

準
的

な
も

の
で

あ
り

、
学

類
を

越
え

て
選

択
す

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

・
地

歴
（
エ

）
の

場
合

は
、

世
界

史
B

Ⅰ
に

加
え

、
日

本
史

A
・
地

理
A

の
い

ず
れ

か
を

選
択

す
る

。

・
地

歴
（
ア

）
の

場
合

は
、

２
年

次
に

選
択

し
た

B
科

目
と

同
じ

Ｂ
Ⅱ

科
目

を
１

つ
選

択
す

る
。

　
　

・
地

歴
（
イ

）
の

場
合

は
、

世
界

史
B

Ⅱ
に

加
え

、
２

年
次

に
選

択
し

た
B

科
目

と
同

じ
Ｂ

Ⅱ
科

目
を

１
つ

選
択

す
る

。

Global Arts D

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅲ

必
　

　
履

　
　

修
　

　
科

　
　

目
　

　
等

　

2
2

Global Arts A

Global Arts B

ソ ル フ ェ ー ジ ュ ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅱ

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰソ ル フ ェ ー ジ ュ

プ ラ ク テ ィ カ ル ・

ラ イ テ ィ ン グ

Global StudiesGlobal Studies

プ ラ ク テ ィ カ ル ・

ラ イ テ ィ ン グ

英
語

国
　

　
語

芸
　

　
　

術
外

国
語

保
健

体
育

数
学

総 合 的 な 探 究 の 時 間

Global Science

GLOBAL　Ⅲ GLOBAL　ⅢG L O B A L
理

　
　

　
　

科

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅱ

Global Science

地
理

歴
史

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅰ

音
楽

英
語

正 式 科 目

人 文 社 会 学 類

１ 年

2 年 3 年

科
目

群

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅲ

校 内 名 称

学
類

コ
ア

科
目

Global MusicGlobal Music

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅰ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅱ

｛

  
④

理 数 学 類

2 年 3 年

音 楽 学 類
3 年2 年3 年

国 際 教 養 学 類

2 年
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岡
山

県
立

岡
山

城
東

高
等

学
校

年
次

１
年

次
年

次

英
語

保
体

英
語

理
科

海
古

古
異

＊
数

数
数

素
素

素
素

書
書

器
声

声
音

演
演

＊
＊

＊
＊

＊
倫

政
子

フ
＊

【
選

択
の

留
意

事
項

】
外

典
典

文
フ

学
学

学
描

描
描

描
道

道
楽

楽
楽

楽
奏

奏
Ｓ

ア
海

作
作

理
治

ど
｜

環
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の

自
由

選
択

枠
で
、
進

路
希

望
や

興
味

・
関

心
に
応

じ
て
選

択
科

目
か

ら
選

ぶ
。

文
B

B
化

ラ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

理
研

研
Ｊ

ス
外

品
品

・
も

ド
境

化
理

ン
論

究
究

Ｐ
リ

修
熟

熟
経

文
デ

科
○

＊
印

は
、
学

校
設

定
科

目
を
示

す
。

体
解

ス
Ｐ

｜
学

読
読

済
化

ザ
学

○
表

中
の

は
、
１
単

位
も
の

の
科

目
を
２
つ
ま
た
は

３
つ
セ
ッ
ト
で
選

択
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

験
語

ト
研

イ
○

表
中
の
学
類
欄
の
（
　
　
）
は
、
そ
の
科
目
の
選
択
可
能
な
学
類
を
示
し
て
い
る
。
表
記
が
な
い
場
合
は
、
す
べ
て
の
学
類
か
ら
の
選
択
が
可
能
で
あ
る
。

研
修

ン
○

校
内
名
称
に
α
・
β
が
付
い
た
同
一
名
称
の
科
目
は
、
同
一
年
次
で
同
時
に
履
修
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

修
○

履
修

す
る
た
め
の

要
件

を
設

定
し
て
い
る
科

目
が

あ
る
の

で
、
授

業
ガ
イ
ド
の

「
履

修
上

の
留

意
点

」
を
よ
く
読

む
こ
と
。

○
以
下
の
科
目
は
、
同
一
年
次
に
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

海
国

国
英

英
異

＊
数

数
文

文
理

理
書

書
ピ

声
合

和
ア

＊
＊

＊
＊

＊
倫

政
子

フ
＊

　
「
倫

理
」
と
「
政

治
・
経

済
」
、
「
子

ど
も
文

化
」
と
「
フ
ー
ド
デ
ザ

イ
ン
」

外
文

文
語

語
文

フ
学

学
系

系
系

系
道

道
ア

楽
唱

声
ン

Ｓ
ア

海
作

作
理

治
ど

｜
環

○
時

間
割

の
編

成
上

、
以

下
の

こ
と
を
選

択
要

件
と
す
る
。

文
法

法
精

精
化

ラ
演

演
素

素
素

素
Ⅱ

Ⅱ
ノ

Ⅰ
Ⅰ

学
サ

Ｊ
ス

外
品

品
・

も
ド

境
①

音
楽
学
類
２
年
次
パ
ッ
ケ
ー
ジ
②
で
は
、
「
ピ
ア
ノ
Ⅰ
＋
声
楽
Ⅰ
」
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

化
特

特
読

読
理

ン
習

習
描

描
描

描
特

特
Ⅰ

Ⅰ
ン

Ｐ
リ

修
熟

熟
経

文
デ

科
②

音
楽
学
類
３
年
次
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅱ
で
は
、
「
ピ
ア
ノ
Ⅱ
＋
声
楽
Ⅱ
」
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

体
講

講
α

β
解

ス
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
講

講
ブ

Ｐ
｜

学
読

読
済

化
ザ

学
○

実
技
系
の
選
択
科
目
は
、
２
～
３
年
次
に
継
続
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
進
路
希
望
の
変
更
に
応
じ
て
選
択
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

験
α

β
α

語
α

β
α

β
α

β
α

β
ル

（
ト

研
α

β
イ

研
聴

修
ン

修
講 ）

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
1

1
2

2

2
4

4
4

4
～

2
4

4
4

～
～

～
～

2
2

～
～

～
～

～
～

2
2

1
～

～
2

2
～

～
2

6
1
6

1
6

1
6

1
6

1
2

1
2

1
2

8
8

8
2

2
4

6

2
1

2
1

2
1

2
1

1
2

1
2

1
2

1
2

1
1

1
1

1
1

2
2

1
1

2
2

2
2

2
2

(人
)
(人

)
(人

)
(人

)
(人

)
(人

)
(人

)

(理
)
(理

)

(国
)
(国

)
(国

)
(国

)
(国

)
(国

)
(国

)

(音
)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)

年
次

保
体

古
国

世
世

日
日

地
地

現
英

時
英

＊
＊

＊
数

数
物

物
化

化
生

生
物

物
化

化
生

生
素

素
素

素
書

書
ソ

ソ
ソ

音
鑑

器
声

演
声

演
演

音
音

鑑
音

演
音

音
ソ

演
＊

典
語

界
界

本
本

理
理

代
語

事
語

Ｌ
英

ド
学

学
理

理
学

学
物

物
理

理
学

学
物

物
描

描
描

描
道

道
ル

ル
ル

楽
賞

楽
楽

奏
楽

奏
奏

楽
楽

賞
楽

奏
楽

楽
ル

奏
Ｓ

A
表

史
史

史
史

B
Ｂ

社
表

英
理

Ｌ
語

イ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅲ
フ

フ
フ

Ⅱ
研

研
研

研
理

史
研

理
研

Ⅲ
理

フ
研

Ｊ

現
B

Ｂ
B

Ｂ
会

現
語

解
演

基
ツ

ェ
ェ

ェ
究

究
究

究
論

究
論

究
論

ェ
究

Ｐ

習
礎

語
ー

ー
ー

ー
Ｐ

ジ
ジ

ジ
ジ

ュ
ュ

ュ
ュ

古
国

世
世

日
日

地
地

現
英

英
英

時
英

＊
＊

＊
数

数
テ

テ
テ

テ
テ

テ
物

物
化

化
生

生
文

文
理

理
書

書
新

音
音

実
オ

ピ
声

伴
合

伴
和

音
作

和
総

音
専

＊
典

語
界

界
本

本
理

理
代

語
語

会
事

語
Ｌ

英
ド

学
学

｜
｜

｜
｜

｜
｜

理
理

学
学

物
物

系
系

系
系

道
道

曲
楽

楽
践

ペ
ア

楽
奏

唱
奏

声
楽

曲
声

合
楽

攻
Ｓ

講
表

史
史

史
史

B
Ｂ

社
講

講
話

英
理

Ｌ
語

イ
演

演
マ

マ
マ

マ
マ

マ
特

特
特

特
特

特
素

素
素

素
Ⅲ

Ⅲ
視

基
発

実
ラ

ノ
Ⅱ

法
Ⅱ

法
学

史
家

学
実

理
実

Ｊ
読

現
B

Ｂ
B

Ｂ
研

研
会

読
読

語
解

演
基

ツ
習

習
物

物
化

化
生

生
論

論
論

論
論

論
描

描
描

描
α

β
唱

礎
展

技
鑑

Ⅱ
（

（
Ⅱ

研
基

技
論

技
Ｐ

研
研

研
研

究
究

研
α

β
習

礎
語

Ⅱ
Ⅱ

理
理

学
学

物
物

α
β

α
β

α
β

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

演
演

基
賞

声
弦

究
礎

演
演

演
Ｐ

究
究

究
究

α
β

究
α

β
α

β
α

β
α

β
α

β
α

β
習

習
礎

法
楽

楽
習

習
習

α
β

α
β

）
）

4
2

4
2

2
2

2
6

6
6

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
6

2
2

3
4

4
4

4
4

4
2

4
4

～
～

～
1

2
2

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

～
～

～
～

2
2

～
～

～
2

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

2
～

～
～

2
2

8
6

1
0

1
6

1
6

1
6

1
6

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

8
1
2

8
8

8
8

1
2

8
8

8
1
2

8

2
2

1
2

1
2

1
2

2
1

2
1

1
2

1
2

2
1

2
1

2
1

2
1

2
1

2
1

2
1

2
1

2
1

2
1

2
1

1
1

1
2

1
1

1
1

2
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
2

2

(人
)

(人
)
(人

)
(人

)
(人

)
(人

)
(人

)
(人

)
(人

)
(人

)
(人

)
(人

)

(理
)

(理
)
(理

)
(理

)
(理

)
(理

)
(理

)
(理

)
(理

)
(理

)

(国
)

(国
)

(国
)
(国

)
(国

)
(国

)
(国

)
(国

)
(国

)
(国

)
(国

)
(国

)
(国

)

(音
)

(音
)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)
(音

)

国
語

美
術

国
語

公
民

家
庭

美
術

書
道

自
然

科
学

系

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅲ

｛

正 式 科 目 名 校 内 名 称 標 準 単 位 選 択 単 位 ・ 学 類

正 式 科 目 名

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅲ

令
　
和

　
２
　
年

　
度

　
入

　
学

　
生

　
〔
３
４
期

生
〕
　
　
　
単

　
位

　
制

　
教

　
育

　
課

　
程

　
編

　
成

　
表

　
　
そ
の

２

校 内 名 称

B a s i c 数 学

弦 楽 ア ン サ ン ブ ル Ⅰ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅱ

履
修

年
次

を
問

わ
な
い
科

目

国
語

地
理

歴
史

・
公

民
数

学
理

科

＊ ト ッ プ ア ス リ ー ト

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅱ

選 択 単 位 ・ 学 類

｛

｛

校 内 名 称 標 準 単 位

音
楽

芸
術

・
体

育
系

正 式 科 目 名

数
学

自
然

科
学

系

書
道

音
楽

芸
術

・
体

育
系

標 準 単 位 選 択 単 位 ・ 学 類

弦 楽 ア ン サ ン ブ ル Ⅱ

弦 楽 ア ン サ ン ブ ル 基 礎

＊ ト ッ プ ア ス リ ー ト

ソ ル フ ェ ー ジ ュ 発 展 演 習

｛

｛

人
文

社
会

学
系

外
国

語
・
英

語

２
　
　
年

　
　
次

　
　
選

　
　
択

　
　
科

　
　
目

人
文

社
会

学
系

外
国

語
・
英

語

｛

３
　
　
年

　
　
次

　
　
選

　
　
択

　
　
科

　
　
目
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令
和

３
年

度
入

学
生

〔
３

５
期

生
〕
　

単
位

制
教

育
課

程
編

成
表

　
そ

の
１

岡
山

県
立

岡
山

城
東

高
等

学
校

教
科

公
民

家
庭

情
報

音
楽

国
語

地
理

歴
史

公
民

数
理

科
学

国
現

古
古

世
世

世
日

日
日

地
地

地
現

数
数

数
数

数
数

数
数

数
＊

数
数

数
物

化
生

物
物

物
物

化
化

化
生

生
生

生
＊

＊
＊

＊
＊

＊
体

保
音

音
音

美
美

書
書

英
英

家
情

＊
英

総
音

音
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

語
代

典
典

界
界

界
本

本
本

理
理

理
代

学
学

学
学

学
学

学
学

学
数

学
学

学
理

学
物

理
理

理
理

学
学

学
物

物
物

物
物

物
化

化
生

生
育

健
楽

楽
楽

術
術

道
道

語
語

庭
報

語
合

楽
楽

総
文

B
Ｂ

史
史

史
史

史
史

Ａ
Ｂ

Ｂ
社

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ａ
Ｂ

Ｂ
学

Ⅱ
Ｂ

Ⅱ
基

基
基

理
理

学
学

物
物

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
表

表
基

の
表

英
理

理
Ｌ

合
B

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ｂ

会
特

礎
礎

礎
研

研
研

研
研

研
現

現
礎

科
現

語
論

論

論
究

究
究

究
究

究
Ⅰ

Ⅱ
学

　
Ｈ

国
現

古
理

世
世

世
日

日
日

地
地

地
現

数
数

文
標

速
数

数
文

理
＊

総
総

総
物

化
生

文
理

理
速

文
理

理
文

理
理

速
＊

＊
＊

＊
＊

＊
体

保
音

音
音

美
美

書
書

英
英

家
情

＊
英

総
音

音
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

語
代

典
系

界
界

界
本

本
本

理
理

理
代

学
学

系
準

修
学

学
系

系
数

合
合

合
理

学
物

系
系

系
修

系
系

系
系

系
系

修
物

物
化

化
生

生
育

健
楽

楽
楽

術
術

道
道

語
語

庭
報

語
合

楽
楽

文
歴

国
総

文
古

史
史

史
史

史
史

Ａ
B

B
社

Ⅰ
Ⅱ

数
数

数
Ⅲ

Ａ
数

数
学

数
数

数
基

基
基

物
物

物
物

化
化

化
生

生
生

生
理

理
学

学
物

物
Ⅰ

Ⅱ
鑑

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

表
表

基
の

表
英

理
理

学
史

際
合

Ｂ
典

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ａ

B
B

Ⅰ
Ⅱ

会
学

学
学

学
学

特
学

学
学

礎
礎

礎
理

理
理

理
学

学
学

物
物

物
物

研
研

研
研

研
研

賞
現

現
礎

科
現

語
論

論
探

探
理

Ｒ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

B
B

論
Ａ

B
C

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

究
究

究
究

究
究

法
Ⅰ

Ⅱ
学

Ⅰ
Ⅱ

究
究

解
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ

（
標

準
）

7
4

4
2

2
6

6
3

単
位

4
4

4
4

2
4

4
2

4
4

2
4

4
2

3
4

4
4

4
5

2
2

2
3

4
2

4
2

2
2

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
3

3
3

3
3

3
～

2
2

2
2

2
2

2
2

3
4

4
2

4
2

2
1

～
～

～
～

～
～

2
2

2
2

2
2

2
～

8
8

1
3

8
8

1
2

1
2

6

5
2

3
1

2
2

2
2

2
1

2
2

2
3

2
1

1

2
4

3
3

3
3

2
1

1
1

2
1

1
1

1
3

1
2

1
1

1
2

1

（
ア

）
3

3
3

2
4

3
2

4
4

4
2

2
2

3
4

2
2

0
1

1
1

1
（
イ

）
3

3
3

（
ウ

）

2
3

2
3

3
4

3
1

2
3

3
3

2
1

3
1

2
1

2
1

（
エ

）
3

2
2

2
3

3
3

3
3

3
3

4
4

4
3

4
2

1
2

0
1

3
3

2
4

3
3

3
3

2
1

1
1

2
1

1
1

1
3

1
2

2
2

1

（
ア

）
3

3
3

2
4

3
2

4
4

4
2

2
2

3
4

2
2

2
0

1

（
イ

）
3

3
3

（
ウ

）

2
4

2
3

3
3

2
1

1
1

2
1

1
3

1
2

1
1

2
2

1

（
エ

）
3

2
2

2
4

3
3

3
3

2
4

4
4

2
2

2
3

1
4

2
1

2
2

0
1

○
＊

は
学

校
設

定
科

目
で

あ
る

。
○

卒
業

に
必

要
な

単
位

数
は

、
７

４
単

位
以

上
で

あ
る

。
・
地

歴
（
ウ

）
の

場
合

は
、

世
界

史
A

に
加

え
、

日
本

史
B

Ⅰ
・
地

理
B

Ⅰ
の

い
ず

れ
か

を
選

択
す

る
。

○
単

位
数

と
学

類
ご

と
の

配
当

は
標

準
的

な
も

の
で

あ
り

、
学

類
を

越
え

て
選

択
す

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

・
地

歴
（
エ

）
の

場
合

は
、

世
界

史
B

Ⅰ
に

加
え

、
日

本
史

A
・
地

理
A

の
い

ず
れ

か
を

選
択

す
る

。

・
地

歴
（
ア

）
の

場
合

は
、

２
年

次
に

選
択

し
た

B
科

目
と

同
じ

Ｂ
Ⅱ

科
目

を
１

つ
選

択
す

る
。

　
　

・
地

歴
（
イ

）
の

場
合

は
、

世
界

史
B

Ⅱ
に

加
え

、
２

年
次

に
選

択
し

た
B

科
目

と
同

じ
Ｂ

Ⅱ
科

目
を

１
つ

選
択

す
る

。

Global Arts D

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅲ

必
　

　
履

　
　

修
　

　
科

　
　

目
　

　
等

　

2
2

Global Arts A

Global Arts B

ソ ル フ ェ ー ジ ュ ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅱ

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰソ ル フ ェ ー ジ ュ

プ ラ ク テ ィ カ ル ・

ラ イ テ ィ ン グ

Global StudiesGlobal Studies

プ ラ ク テ ィ カ ル ・

ラ イ テ ィ ン グ

英
語

国
　

　
語

芸
　

　
　

術
外

国
語

保
健

体
育

数
学

総 合 的 な 探 究 の 時 間

Global Science

GLOBAL　Ⅲ GLOBAL　ⅢG L O B A L
理

　
　

　
　

科

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅱ

Global Science

地
理

歴
史

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅰ

音
楽

英
語

正 式 科 目

人 文 社 会 学 類

１ 年

2 年 3 年

科
目

群

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅲ

校 内 名 称

学
類

コ
ア

科
目

Global MusicGlobal Music

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅰ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英 語 Ⅱ

｛

  
④

理 数 学 類

2 年 3 年

音 楽 学 類
3 年2 年3 年

国 際 教 養 学 類

2 年
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」
岡

山
県

立
岡

山
城

東
高

等
学

校

年
次

１
年

次
年

次

英
語

保
体

英
語

理
科

海
古

古
異

＊
数

数
数

素
素

素
素

書
書

器
声

声
音

演
演

＊
＊

＊
＊

＊
倫

政
子

フ
＊

【
選

択
の

留
意

事
項

】
外

典
典

文
フ

学
学

学
描

描
描

描
道

道
楽

楽
楽

楽
奏

奏
Ｓ

ア
海

作
作

理
治

ど
｜

環
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の

自
由

選
択

枠
で
、
進

路
希

望
や

興
味

・
関

心
に
応

じ
て
選

択
科

目
か

ら
選

ぶ
。

文
B

B
化

ラ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

理
研

研
Ｊ

ス
外

品
品

・
も

ド
境

化
理

ン
論

究
究

Ｐ
リ

修
熟

熟
経

文
デ

科
○

＊
印

は
、
学

校
設

定
科

目
を
示

す
。

体
解

ス
Ｐ

｜
学

読
読

済
化

ザ
学

○
表

中
の

は
、
１
単

位
も
の

の
科

目
を
２
つ
ま
た
は

３
つ
セ
ッ
ト
で
選

択
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

験
語

ト
研

イ
○

表
中
の
学
類
欄
の
（
　
　
）
は
、
そ
の
科
目
の
選
択
可
能
な
学
類
を
示
し
て
い
る
。
表
記
が
な
い
場
合
は
、
す
べ
て
の
学
類
か
ら
の
選
択
が
可
能
で
あ
る
。

研
修

ン
○

校
内
名
称
に
α
・
β
が
付
い
た
同
一
名
称
の
科
目
は
、
同
一
年
次
で
同
時
に
履
修
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

修
○

履
修

す
る
た
め
の

要
件

を
設

定
し
て
い
る
科

目
が

あ
る
の

で
、
授

業
ガ
イ
ド
の

「
履

修
上

の
留

意
点

」
を
よ
く
読

む
こ
と
。

○
以
下
の
科
目
は
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 政令指定都市の比較から考える地域創生

 古典芸能から見える伝統的価値観

 先進国における子供の貧困

 日本における外国人労働者の福利厚生

 音楽による国際交流が拓く社会

 音楽療法による認知症に対する効果

 AIの可能性と社会の変容

 統計資料の必要性と信頼度について

 自分の在り方や生き方 将来についての意見や考えをもち、
　論理的な思考を駆使して議論することで、社会に潜む課題と
　向き合うことができる能力を育成する。

 日本ならびに世界の文化と伝統への理解を深め、国際感覚と
　国際協調の精神を身につけさせ、グローバルな問題を解決す
　るための方法を考えることができる能力を育成する。

 地域の抱える課題についての見識を広め、社会をよりよくする
　ために自分たちができることを共有しながら解決策を導き出
　すことができる能力を育成する。

目標を実現するにふさわしい探究課題

本校において定める目標

  自己管理をきちんと行い、世界 社会に強い
　関心を持ちながら地域の課題にも目を向け、
　物事をより深く考える姿勢を持ち続けてもら
　いたい。

  生徒の課題意識を深化させ
　る支援。

 各教科 科目との関連的な指
　導の重視。

  １年次は課題研究を行うための基礎分野
　の学習、２年次は学類特有の科目との
　連携による課題研究を行う。

  １年次では２学期後半から身近な課題に
　ついてのプレゼンテーションを作成する。

  年度末には発表会を設けるなど単元展開
　を工夫する。

  カリキュラム マネジメント委員
  会における校内の連絡調整と
  支援体制の確立。

  各年次教員による相互支援
　体制による協力。

  レポートなどの製作物による評価

指導方法

  学習記録などを集積したポートフォリオ
　による評価

  成果発表などによるパフォーマンス評価

  ルーブリック、シラバスによる自己評価や
　相互評価

  さまざまな社会や文化の多様
　性と独自性を理解するための、
　正確かつ一般的な知識を身に
　つけることができる。

  社会事象や芸術作品および
　人物に対して一般的に必要と
　される正確な知識を身につけ
　ることができる。

 日本語資料に限らず英文資料
　の中からも必要な情報を検索
　し、取捨選択することができる
　知識や読解力を養える。

 研究内容を深めていくために、
　ネイティブのアドバイザーに英
　語で質問したり説明したりす
　ることのできる英語の運用能
　力を養える。

知識及び技能

  基礎学力は高く、自主活動への取り組み意
　欲も旺盛である。全体的に素直で明るい生徒
　が多く、ほぼ全員の生徒が大学進学を希望
　している。

  進取の気性を持ち、自主的 自律的に行動していく態度を養
　う。

地域 社会の実態

  市の中心部からは離れており、周辺は閑静
　で学習環境には適している。

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質 能力

  素直な性格の生徒が多く、学校行事などには
　協働的に取り組むことで、学校全体が明るい
　雰囲気に包まれている。

学校の実態

思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

  普通科進学校としての進路実績に加えて、
　部活動、HR活動や学校行事等の自主活動
　において、本校独自の魅力ある教育実践が
　期待されている。

地域の願い

  全県学区普通科として、将来的に地域の活
　性化に携わる人材を輩出することが期待さ
　れている。

教職員の願い

令和３年度　総合的な探究の時間　全体計画

生徒の実態 本校の教育目標 保護者の願い

岡山県立岡山城東高等学校

  オープンスクールで中学生に高校生活を紹
　介したり、出身中学校を訪問して情報提供
　をするなど、自らの役割と責任を果たす態度
　を養う。

  「社会貢献活動」においては、地域の人々、
　子どもたちとの交流を通じて、自己探究に
　努め、自己の特性 進路等についての理解
　を深める。

  地元の大学や企業の支援による講演会などを実施し、グロー
　バルな視点による社会性を育成する。

  卒業生から職業選択や進路選択にかかわる助言を得て、
　キャリア教育を推進する。

学習の評価

本校において定める内容

  活動の状況などの観察記録による評価

  教科横断的な学習の中に、各教科の専門性
　を活かした活動を取り入れる。特に進路実現
　を目標とした取り組みを展開するなかで、知
　的好奇心を喚起する。

各教科等との関連

学習活動

一例として以下のようなものが考えられる。

 国内外の文学の比較による多様な価値観

小 中学生や他の高等学校との連携

指導体制

地域や大学との連携

  先行研究や他者の意見を批判的
　に検討し、必要な情報を収集 統
　合して自分の考えを論理的にまと
　め、効果的に発信することができ
　る。

  収集した情報をもとに、ディベー
　ト、ディスカッションを通し、自らの
　意見を論理的に述べ、他者を説
　得したり、異なる意見をまとめたり
　する論理的思考力を養える。

  探究した内容を英語でプレゼン
　テーションすることのできる表現
　力、疑問点等をその場で英語で
　の質疑応答によって深めることが
　できる即興的な英語力を養える。

  それぞれ音楽の特徴が生み出
　す雰囲気を感受しながら、楽曲
　の背景とかかわらせて、どのよ
　うに演奏するかという表現力を
　養える。

  興味 関心のある事に対して常
　に意欲的に知識を身につけよう
　とし、他者の意見を踏まえた上
　で、より深いテーマへの「気づ
　き」ができる。

  社会や文化に対して、興味 関
　心を持ち、他者との関わりを通し
　て新たな課題を発見し、課題解
　決に向かうことができる。

  探究活動を通して、日本を含め
　た世界を取り巻くあらゆる問題に
　ついて自ら積極的に考え、解決
　に尽力することでより良い世界を
　作ろうとする姿勢を育成すること
　ができる。

  自分自身の考えや意見を持ち、
　それを発信し他者と共有するこ
　とで、物事を新たな視点からも
　とらえ相手と相互に理解し合お
　うとする態度を養える。

 日韓関係における草の根レベルの交流
  の有用性
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令和３年度キャリア教育の全体計画
学校名 岡山県立岡山城東高等学校

学校教育目標
・進取の気性を持ち、自主的・自律的に行動していく態度
を養う。

保護者・地域の願い ・学園の一員として連帯し、互いの立場を考え協力して助 生徒の実態
け合う態度を養う。 ・ほぼ全員の生徒が大学進学を希望している。

・全県学区普通科としての実績は、中学校の ・学業に励み、高い知性と豊かな情操を身につけ、健全な ・基礎学力は高く、自主活動への取組意欲も

生徒、保護者、また地域から高く評価されて 心身を養う。 旺盛である。全体的に素直で明るい生徒が多

おり、期待も大きい。 ・日本ならびに世界の文化と伝統への理解を深め、国際感 い。

・普通科進学校としての進路実績に加えて、 覚と国際協調の精神を養う。 ・文武両道を実践し実績を上げている。

部活動、HR 活動や学校行事等の自主活動にお ・校地周辺は閑静で、学習に適した環境に位

いて、本校独自の魅力ある教育実践が期待さ 置している。しかし、通学には多くの時間を

れている。地域やＰＴＡは協力的であり、学 キャリア教育の重点目標 要する生徒が少なくない。

校への信頼も厚い。 ・何事にも自主的・自律的に取り組む態度を涵養する。 ・「城東の自由」と呼ばれる校風の中で、生徒

・地域に根差し、世界で活躍するリーダーと ・課題研究やフィールドワークを通して、論理的な思考力や創造的 会活動や委員会活動が活性化しつつあり、自

して、高い志を抱き、それを実現する。 ・批判的思考力を育成する。 治意識が高まりつつある。しかしながら、集

・高度な英語運用力とグローバルな視野を持ち、地域や国際社会に 団において、自らの考えや在り方を積極的に

貢献できる人材を育成する。 表明することを苦手とする生徒も散見する。

育成したい能力
人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力

自分の考えや思いをきちんと伝えることが 広い視野と、何事にも積極的にチャレン 自ら課題を見つけ、世界や地域にも目をむ 多面的な視点から、諸活動を振り返っ

でき、相手を尊重しつつ、よりよい関係や ジする進取の気性を持ち、自主的・自律 けながら協働し、仮説を立てて論理的に解 て、自らが果たすべき役割を考え、周

集団を築いていく力 的に行動できる力 決を導こうとする力 囲と協働してよりよい人生を創造しよ

（自己表現力、コミュニケーション能力、 （自己管理能力） （論理的な思考力、批判的な思考力、課題 うとする力

人を大切にする心） 解決能力、コミュニケーション能力） （グローバルな視野、自己管理能力）

各教科・科目におけるキャリア教育 各学年（年次）ごとの重点目標 総合的な探究の時間における
キャリア教育

国語：古典分野の教材から先人の思想や価値 自己理解

観を学び、現代に生きる我々のあるべき姿を ・キャリア・パスポートの記入やそれを活用した面談を通 GlobalⅠ（グループ研究）
考察させる。また、現代文の指導の中で、現 して、自己の在り方や生き方、将来について真剣に考え、 ・スキル学習（全員）
代の情勢や課題を認識し探究する態度を養う。 よりよい進路を主体的に選択する能力を育成する。 教科等横断的なリサーチスキルの

１ ・LHR などを通して各自が進路の実現に向けて設定した 学習
地歴公民：我が国及び世界の形成の歴史的過 年 課題を克服するために必要なことを考え、計画を立てて実 ・地域密着の課題研究（全員）
程と生活・文化の地域的特色について理解と 次 践する中で、学び方や自らの価値観を身に付けさせ、論理 SDGs の 17 のゴールを踏まえた
認識を深め、伝統と文化を尊重し、それらを 的思考力や自己表現力の深化を図る。 課題研究を実施
育んできた郷土を愛するとともに、他国を尊 ※企業訪問やグループでの課題研究を通して、地域や社会 ・講演会
重し、国際社会の平和と発展に貢献しようと の諸課題を学び、自ら課題を設定して取り組む中で、批判 グローバル講演会
する態度を育てる。 的思考力、論理的思考力、コミュニケーション能力などを SDGs講演会

培う。 ※県内企業訪問でグローバルな地域
数学：数学的根拠に基づいて論理的に判断す 進路設計 課題の学習
る態度を育て、工夫して生活や学習をしよう ・キャリア・パスポートの記入やそれを活用した面談を通

とする態度を育てる。 して、自己の能力・特長・適性など、自己理解に基づいて

進路を設計することの重要性を知り、自らに適した進路を GlobalⅡ（グループ研究）
理科：身近な事象や生物に対する興味・関心 ２ 考える力を育成する。 ・本格的な課題研究（全員）
をもち、課題発見、探究の姿勢を育成する。 年 ・講演会や課題研究を通して、多様化する社会のありよう 「学類コア科目」と「総合的な

次 について知り、それを踏まえて自らの進路設計を的確に行 探究の時間」が連動した学類の
保健体育：運動の実践を通して、ルールやマ える力を養う。 専門性を活かした探究活動及び
ナーの大切さを身に付けさせるとともに、集 ・LHR やオープン・キャンパスへの参加などを通して学 地域でのフィールドワークを重
団における公正、協力、責任などの態度を育 部･学科の内容を理解し、自己の適性を考えて、具体的な 視した実証的研究
成する。 進路設計を考え、実践できる力を養う。

自己実現

芸術：芸術の幅広い活動を通して、生涯にわ ・大学説明会や講演会を通して、広い視野をもち、自らの

たり芸術を愛好する心情を育てるとともに、 生き方について考え、将来の目標を持って進路を決定でき

感性を高め、芸術の諸能力を伸ばし、芸術文 ３ る力を身に付けさせる。

化についての理解を深め、豊かな情操を養う。 年 ・キャリア・パスポートの記入やそれを活用した面談を通

次 して、自己実現のための課題を明確にして、その解決にむ

外国語：外国語を通じて、言語や文化に対す けて主体的に取り組む態度を育てる。

る理解を深め、国際的視野に立って、世界の ・講演会などを通して変化する世界の現状と課題に興味、 特別活動におけるキャリア教育
平和と人類の幸福に貢献できる人材を育てる。 関心を持ち、地域との関わりにも目を向けつつ、自らの果 《HR活動》

たすべき役割を考えて、取り組もうとする態度を涵養する。 ・集団宿泊研修準備（１年次）
家庭：家族・家庭の意義を理解させ、家族へ ・ウォーキング大会（１年次）
の敬愛の念を育てることにより、家庭や地域 ・社会貢献活動
社会の一員として生活をよりよくしようとす 進路指導 ・翠緑祭準備
る態度を育てる。 ・自分の個性や特長を十分理解し、それを伸長する態度を養い、 ・学類研修準備（２年次）

具体的な目標設定のもと、充実した高校生活が送れるようにす ・進路指導 HR
情報：情報社会の中で気をつけるべきマナー る。 学部学科研究、選ぶ際の考え方、
やモラルなどを身に付け、他の人の立場に立 ・進路に関する活動を通して、世界をステージとして自らの人 入試制度、受験科目など
って、物事を考えることができるようにさせ 生を切り拓いていく姿勢を涵養する。 ・保健安全講話
る。 ・オープン・キャンパスなどを通して大学、学部についての理 ・小論文

解を深めさせる。 ・百人一首大会(１年次）
各学類コア科目：地域や大学などと連携して、 生徒指導 ・各種講演
グループ、あるいは個人による課題研究に取 ・生徒自らが学校生活における問題点やいじめなどについて取 ・先輩の話を聞く会、実習生の話を
り組ませ、批判的思考力、論理的思考力、表 り上げ、討議し解決にむけて取り組む姿勢を育て、城東の自由 聞く会
現力を養う。 と責任、共同の意識を涵養する。 ・志望理由書の作成

・生徒会活動や委員会活動を通して生徒主体の自治意識を育成 《生徒会活動》
する。 ・新入生歓迎会

家庭・地域との連携 ・翠緑祭（文化の部、体育の部）
・世界に目を向ける中で、地域の課題にも真剣に向き合い、解 《学校行事》
決法を探究する態度を養う。 ・各種式典
・社会貢献活動への自主的な参加を勧める。 ・集団宿泊研修（１年次）
※ 1年次生全員に県内の企業体験をさせる。 ・学類研修（２年次）
・２、３年次では、学類のコア科目の課題研究や校外学習、グ （関東、マレーシア、韓国、台湾
ローバルサイエンスやグローバルスタディーズでの学習活動を など）
通して、地域の歴史や文化、産業、最新の技術などを学び、社 ・球技大会（２，３年次）
会人として必要な力を身に付けさせる。 ・赤ちゃん先生（２，３年次）
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令和３年度学校自己評価アンケート分析（抜粋） 

 

１．実施状況 

    

実施期間  令和３年 11 月 25 日～12 月３日 

実施形態  Classi 配信により回答する（今年度より実施）一部紙媒体で実施 

対 象   生徒 保護者 教職員 

回 答 率   生徒  81.7％     保護者 69.6％     教職員 100.0％ 

※  保護者と教職員の質問項目⑱は「城東高校は、生徒にとって入学前に抱いたイメージ通りの学

校であると感じていると思う」としている。 

 

２．アンケート結果 

 （１）全体的には大きな変化は見られないが、保護者の回答では昨年度より高い。 

 （２）①②③⑤⑦⑨⑭⑯⑳は生徒・保護者・教職員が 4.0 以上の高い評価である。 

（３）⑱は、3.4 で、82.0％の生徒が「ほぼイメージメージ通り」「イメージ以上」と

回答している。 

（４）⑳は生徒・保護者の評価は 4.4 と高く、85.5％の生徒が「そう思う」「どちらか

と言えばそう思う」と回答している。 

 

３．分析と今後の対応 

（１）質問項目①「城東高校は、生徒の進路や興味・関心・適性に応じた学習ができ

る」について 

来年度より本格的にカリキュラム・マネジメントを実施し、本校の目標を生徒・保

護者・教職員間で共通理解し、本校のスクールミッションの実現に取り組んで行く。 

（２）質問項目②「城東高校の授業は主体的な学びを促すように工夫している」、質問

項目⑬「城東高校は、他者と協力してさまざまな課題を解決する力がつく学校であ

る」、質問項目⑭「城東高校は授業や学校行事、講演会などを通じてグローバルな

視野を育てようとしている」について 

生徒の主体的な学びを促すような授業を工夫する。一人一台端末の導入に伴い、

ICT 環境の整備が進んでいる。授業でのペアワークやグループワークの活用、課題研

究など、生徒同士が協力しながら取り組む場面が多く、「GLOBALⅠ」の充実や、学類

コア科目と連動した「GLOBALⅡ」など、「主体的・対話的で深い学び」の視点から継

続して授業改善が行われている。また、岡山大学の留学生や、韓国と中国の国際交流

員との交流会を実施するなど、グローバルな視野の育成を図っている。 

（３）質問項目⑤「学校行事は、生徒が中心となって取り組んでおり、充実したものと

なっている」について 

行事について生徒自身はコロナ禍での工夫や改善を高く評価している。１年次生

は先輩を見て生徒主体で行事を作る城東らしさを実感している。 

 

４．自由記述について 

 (１)授業・課題研究について 

「協同ですることが多いので、みんなと高め合いながら学力やチームワークを向

上させることができる。」「自分の発言をする機会が増えて成長できたと感じる。特徴

的な学びのシステムが多く、未来への糧になっていると思う。」などの意見が多い。 

（２)城東高校について 

「生徒主体の学校行事などでは自分たちで考えて積極的に動く力を付けられた。

勉強や行事で忙しいけど､成長できる場所だと思う。」「みんなが何かに打ち込んでい

て、人として尊敬できるので、刺激がたくさんもらえて毎日が楽しい。」「生徒同士で

考える機会がたくさんある。」「生徒が主体的に活動できている。」など、様々な場面

で、友達と協力しながら成長していこうとする前向きな姿勢がうかがえる。 
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令和３年度各種アセスメント結果 

 
（１）GTEC４技能版受検者数における CEFR 別人数割合（％） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）実用英語技能検定合格人数（人） 

    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（３）その他資格試験における CEFR 別人数（人）  

 

 

 

 B2 B1 A2 

令和元年度１年次（293 名 12 月受検） 1.8% 8.8% 89.4% 

令和２年度２年次（288 名８月受検） 2.1% 22.6% 73.6% 

令和３年度３年次（263 名８月受検） 3.4% 44.1% 52.5% 

令和２年度１年次（288 名８月受検） 0.7% 5.9% 90.6% 

令和３年度２年次（276 名８月受検） 1.1% 18.8% 80.1% 

令和３年度１年次（281 名８月受検） 1.1% 12.5% 86.5% 

 １級 準１級 ２級 準２級

令和元年度１年次 0 1 2 13 

令和２年度２年次 0 12 17 9 

令和３年度３年次 0 12 14 0 

令和２年度１年次 1 0 3 4 

令和３年度２年次 0 5 29 8 

令和３年度１年次 0 0 7 6 

 C1 B2 B1 A2 

令和元年度１年次 0 1 5 12 

令和２年度２年次 0 10 16 10 

令和３年度３年次 0 4 0 0 

令和２年度１年次 0 0 1 1 

令和３年度２年次 1 0 0 0 

令和３年度１年次 0 0 0 1 
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（４）GPS-Academic（総合結果）

○３５期（１年次）　令和３年12月実施 ※数値は人数と割合

S 1 0.3% 12 4.1% 2 0.7%

A 88 29.8% 155 52.5% 80 27.1%

B 177 60.0% 116 39.3% 195 66.1%

C 29 9.8% 12 4.1% 18 6.1%

D 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

計 295 100.0% 295 100.0% 295 100.0%

S+A 30.2% S+A 56.6% S+A 27.8%

○３４期（２年次）　令和３年12月実施

S 1 0.3% 11 3.8% 0 0.0%

A 109 38.0% 162 56.4% 83 28.9%

B 157 54.7% 109 38.0% 190 66.2%

C 20 7.0% 5 1.7% 14 4.9%

D 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

計 287 100.0% 287 100.0% 287 100.0%

S+A 38.3% S+A 60.3% S+A 28.9%
昨年比 +11.1% 昨年比 +25.0% 昨年比 +10.1%

○３４期（１年次）　令和２年12月実施

S 2 0.6% 2 0.6% 0 0.0%

A 82 26.5% 107 34.6% 58 18.8%

B 195 63.1% 172 55.7% 212 68.6%

C 30 9.7% 28 9.1% 39 12.6%

D 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

計 309 100.0% 309 100.0% 309 100.0%

S+A 27.2% S+A 35.3% S+A 18.8%

批判的思考力 協働的思考力 創造的思考力

批判的思考力 協働的思考力 創造的思考力
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